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序

南東はるか富士の霊峰を望み、西南には、南アルプス最北端の山々が峰を連ね、

なかでも甲斐駒は一際ぬきん出ている。背後には、八ヶ岳南端の編笠山が西岳と

三頭を従えて広大な裾trを形成している。

自制を霊する人なら、 一度ならずも訪れてみたいという郷愁の念にかられるの

が、ここ曽利の地である。今から数千年もの昔、古代の人々は、この地にあこが

れて、後から iまから、いくどとも~<、この地を訪れて住居を構え住み着いたの

である。その住処と全〈同ヒ所に、それらを残して立去っていった人々の遺産を

収める館として考古館を建立することが決ま ったのである。これも何かの因縁で

あるのかもしれ幸い。

この報告書は、富士見町立井戸尻考古館の建設が曽利遺跡に決定するに及び、

建設に必要な用地の確保と埋蔵文化財の発掘鯛査を主胞し、その記録として編纂

したものである。

当町では、昭和33年以来、 町内各地に残されている縄文時代の遺跡について、

発掘倒査を実施し、蔵j.の成果を収めてきた。それらのうち、第一次分として昭

和初年に報告書 F井戸尻』を世に送った。その後も必要に迫られ何回かの調査を

実施したのであったが、報告書の出版は後れがちで、わずかに、四~五絹の小報

告書を刊行するにとどま っていた。

そこで、本報告書では、考古i館建設に伴って実施した第三次から第五止までの

3攻に亘る都査によって樽られた莫大主:!ilの資料を3年がかりで盤理し、その全

貌を誰にでも理解できる織に、図を多用して編めたものである。

最後に、この報告書が広〈各界で利用されることを希望すると同時に、発掘調

査はもとより報告書の編集に携わった関係者各位の御尽力に対し深甚なる感謝の

意を申上げる次第である。

昭和53年3月

富士見町長 三 井春富
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例言

1 本管I!，弁戸尻常i¥諮の睡眠に伴って、昭和制年から48年にかけて篇士見町教背番員会が

行った， 3次にわたる"制遺跡の尭掘圃査の報告書である.

2 本容の執筆I!，置躍雌六宮板光昭長崎元広功刀彰高柿重水平出一泊小林公

明が分担して行った.

3 実副聞の作担担当は次回通りである.

遺構割図 1 功刀彫小体公明石器実掴図小体公明 第三次醐宜土器実掴図置雌雄六

宮坂光昭 第四五次醐車土器実測図!持弁敷 土器拓影図。五時一郎

4 第三 回次聞置で艶掘した遺構は置復が甚だしいので、遺構の図は金一枚としで別に付し

た。

5 1~器について.遺構踊では従来の呼び名を周いているが.遺物閣では打割石器の呼称を金

面的に改めた.

6 写奥図版については、級世の郷告上遺構聞係を主体に岨集し、遺物については実酬悶に

制掴されているので母小限にとどめた.

7 本線告にかかわる出土品I!，弁戸尻考古官に収蔵 。展示されている.



はしがき

OI利遺跡は、八ヶ岳南貨にまたがる長野県諏訪郡富士見町の情揖袋駅の『札束を百々川に削

られた自肘IJ丘睦に在り、富士見町蝿宜時代遺酪群町主座の一つを形成している.この遺跡は、

表面時集およびボーリJグ割宜によっで、かなり広範囲な遺跡と推定され、 "s痢氾5年3円(第

一次}と昭和36年3月(第二次)の二回にわたって学帽研究の目的により提掴闇査が実施され

た。その成果は rjf戸毘.(ー長野県富士見町における中間縄文時代遺跡欝の研宜ー質問140年7

丹10日控行路森ー幅)に詳細に報告されているのであるが、この龍一次 第二次の制宜地域は

との遺跡のごく狭い眠られた剖分にすぎず、その金蝿醐宜を企図する場合、今までのような粂

件下で実施してい〈とすれば更に十年以上の草月を聾すると思われていた.

ところが、旧壇村役場の幾物のー剖を間借りしている木造弁戸尻考古曲を蝉止して、新し〈

理想に近い織所を求めて鉄筋コノクリート建ての新抽立考古事演を建設しようといフ気運が盛り

上った。その乎はじめとして鉄筋コンクリートの収蔵庫区を建盟することに決定し、昭和叫年3

月{第三次)収蔵庫敷地の盟急提錨調査を実施した.ついで、昭和47年11月 (第四次)紡考古

館撞臨地への県道からの遭人道路間盟敷地の据思提掴胴査を実施し、更に昭和48年3月 (鱗五

次)新考古朗建腔に伴なう動地分の酷急提掘調査を実施したのである。これらの閤宜後すでに

多年の月日を桂過したが、その聞これらの尭掘による膨大な資料の整理や新宥古苗撞置に伴う

暗築務に忙桂されて、報告書の作成が当初の予定より大幅に遅延Lて今日に至ったことは、遺

憾なことであるが万全を期すために肱止むを得ないことでもあった。

今回この三回分の嗣査結巣をー括して、本文と図版を合せで Z剖ページの報告書として発刊

するはこびと会った。この報告俗に含まれる嗣査内容は、第ー次 第二次の控掘調宜に比較し

て広面積のために、それまで得られなかった輔々な成果を収めることができた。詳細は歩主の

報告を見ていただきたいが、将家すべき点目二 三を次にあげよう.

第一点iム遺跡の全貌をー凱に見られるように分割せず一括したことであり、第二点は生産量

用具としての石器を全部図示し、第一 第二次調査の誤りを車直に訂正した点である.

録後に、本報告に間わる富士見町教背番員会が主催Lて実施した第三次-!ll五次の3次にわ

たる艶掘調査に協力された地主はUめ催存会およひ'地域の方々と、報告書の魁図 原稿の微量産

に揖カされた関幌者各位の御宜置に対し、探〈串酎の意を表す次第である.

昭和田年3月

富士見町教育署員会

教育長小林繁治
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第1章 曽利遺跡の環境

第 1i!↑I 位 置

曽利企跡は、長野県諏訪郡富士見町境70出番地を中心とする尾恨状台地一帯に位置する。こ
も"のみ"

のあたりは、古くから池島区町範囲にあり人々は rそり」と呼ぴならわしていた。

国鉄中央輯の信担境駅を降りると、眼前に甲斐駒の緩姿が、はるか南方には富士の霊峰が望

まれ、背後に八ヶ岳が迫る景勝の地が、そし遺跡である。

遺跡のある台地は、駅付近から真直に南に向ってゆるやかな傾斜剖果ちながら、めるいは輯

〈、また広がりをみせつつ平地1叩mの巾を維持して、さながら帯の知<1C曲m も続いて量熊川

の断虚に遣する直前で消滅しているa

遺跡は、この台地の状態に適合するかのように、台地の束縛が次けこん疋数地点に集中して

遺跡群を形成している。
いI! _ "， ~r::"u-" "釦1I~訟を骨

即ち、北から弁戸新田平大花曽利曽利南の5遺跡からなり、樟高は8田-910mにわ

たっている。

第2節 地形と地質

曽利遺跡のある八ヶ岳南置の地は長野 山梨の二県にまたがり、八ヶ岳火山夢'1の最南端に世

置する西喬編霊山 三十ノ顕じ起因する惜岩と泥硫ファンの上に尭遣したロ ム層の占める広

大な棋積台地の上にある。

=の揖積台地は、宮川 韮無川などによって区切られ、フす γサマグナの西韓、糸魚川~静

岡轄にをった車な山臨を境にして、南アルプスの赤石山地に接している。

また、台地ょには.宮J!Iや韮無川に向って散多くの艇に流れる大小田小河川が台地を開析し

て、その聞に帯状の台地(尾恨)を苦手成している。この帯状の台地のところどころには、佑岩

の流出面と餅盤状の，1、円正の末端部に相当する個所に、大小の地下水の湧出口があり、いづれ

も小河川の重要な水揮になるほか飲用に供されている。

帯状の台地1;，ほとんど新期ロ ムに被われ、ょに， 20-町田の黒芭土層が縫積している。

遺跡のうち、住居祉などの遺構は新朋ロームの上部に掘込まれ、遺物1;1，主として、地表下15

回程の揮さに存在する当時の地表面と遺構中に遺存している。喝所によっては、地表下15-20

闘に小さな炭片を握ピ、撹乱された寵跡の認められることがある。

これらの台地のうち.遺跡の有るのは、小河川との比高差が20m以下の場合が最も多〈、そ

1 
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れ以上の華で遺跡の認められるのは、小河川との聞に小段丘町存在する場合に限られ、比高差

が2-3m以下に生ると遺跡は少ない。

第3節 歴史的環境

ず"
曽利をはじめ、大花・新田平 弁戸遺跡のあるソリの尾担1;，百百川をはさんで陣援する地

畠 井戸尻の尾根および‘兵ケ森小円丘町西置を古めた、ほ，.円悟の範聞に分布する弁戸尻遺

跡群のー泌を占めている。

弁戸尻遺跡群については、その詳細が報告審「弁戸尻」に記電車されているので、ここでは省

略するが、その轄となっている弁戸尻遺跡では、先土器時代最末期から中世までの遺物が確認

されている固また、弁戸尻をとりまく各遺跡では、中期が中心の場合が織も多〈、後期 前期

がこれに続いている。

i!l和遺跡l志、中期を主体とする遺跡であるが、後聞の遺物および暁期の遺構カ匂~認されてい

る。更に、平安時代後期の遺構と遺物も弁戸尻と同様に確認され、文献の!~醐とも一致してい

る。

また、この尾恨のn寄畑としての歴史は古〈平安時刊にまで遡ることは確実でめるが、尾植の

輯面積の半分程在占める水田についての開田の歴史は洩〈、江戸時代末から明治初期にであっ

て、つい先頃まで、古老から、開田当時の棉子を問うことがて・きた。

これらの話を要約すると、 尾恨の北酬の黒色土を掘って積上け¥続いて、 赤土を揖り南冊に

埋出して整地し地床を作った後、鼎土を展開したそうである。この工程のうち、待に緑土の揮

いところからは、多量の土器や石器がみつかったという。畑作りでは、せいぜい地表面の遺物
.， ，企-1<l.l. 

が出る程度疋から、そう吃駕りもしないの疋が、田普請ともなるとそうはいかない。下手会提

婦と同じで手掴りだから、鴛けてしまうのも当黙であったろう。そのほとんど全部は銃りを恐

れて速くの川に捨てたり、まとめて、水田町下層に埋めてしま ったそうで£る。

た疋、それらのうち、大型の石皿や立石 炉石などは、土止めの石垣石に利岡されたものも

あり、また厘担石にイ買われたこともあった。その匡面、どこ町村にも l入や2入は宜り者がい

るもので、土器はともか〈 、躍lI!石斧や王類などを隠し持っている人もめった。

畑作りで出た遺物は、界滋と呼lまれ、畑町境界におEいに積上げていたもので、その中には

凹石 打製石斧をはじめ土器の破片などがたくさん積込まれていたものだった。

その当時は、界縁を毎年見廻ると打製石斧や凹石がいくらでも擁集できたし、たまには底割

石斧さえみつけることが出来た.また、 春先、畑を歩くと石埴の5-6本は簡単に拾えたもの

だった。ところが、最近では季節の弁えをもたない採集家が摘行して、畑の作物を踏み荒すば

かηか、所かまわず掘りまくる始末で、ほとほと手をやいている。

3ー



それに加えて.畑作りが岨企画開から線転償町ロータリーとマルテへと変ってしまい.曜手先

舎の獲しい揮集会ど夢柚回りとなってしまった.

それらにも噂して凶るこtは置しい宅地化攻"である.ソリ町尾植でも、すでに芥戸と餅田

さらに剛 ドして大花遺跡平遺跡の大半が宅地化によって喰い買されてしまい、その矛先きは、

に迫りつつある.的手11遺跡でも.般近、宅地としての班闘がなされ、遺跡の保存は闘地に追込

(武鱒雌六}まれている.最半、園"による買上以外に打つ手は見出ら{Iい.
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第2章 調査の経過

第 Ii部 過去の調査

八ヶ岳南量における縄文時代遺跡の主座を占める11戸尻適時群町提掘調査は 昭和18年、富

板英弐氏による曽判の聾掘が発端となった。

その後、一時中断していたが、職後になって、武藤雄六らによる小提掘の時期を蛙て、昭和

田年頃から宮坂英弐氏の指導による尭掴調査が烏帽子遺跡群内および立訳遺跡群内など各遺跡

で盛んに行企われ、昭和四年の藤内遺跡での尭掘を最後に、他力型的尭掘調査の時期が持った

のである。

さて、組融的な提描調査はというと、昭和お年3月の弁戸尻遺跡の提揖から蛤められた一連

の嗣査である。これらの調査には境地区町公民館と町の教育委員会等がfofらかの関係を持ち、

壇史学会や地袋区の間部したこともゐった。その後.弁戸尻遺跡保存会の結成と同時に保存会

が主体となって醐査を進めた。

この 遵の醐査は、昭和'38年まで続けられて一段落となった。それらの綜巣は.藤森栄一氏

の指導によって、発担報告書 『弁戸民aとして昭和40年度に富士見町町制施行十周年の記念事

輩の環として刊行され、所期的目的であった郷土の文化財を知ることができたのである。

それ以植の嗣宜は「小規模でも毎年行う」から必要に応じて最少傾度の調査をする。に賓つ

で来たのであった。 Lたがって、調査の結果を公表する報告警の刊行も、遺跡毎に、その都度

刊行することになったのである。ところが、最初のうちは何とかそれで賄えていたが、土木工

事や宅地造成などによる続線の大きな緊急提蝿が行企われるようになるに世い豊富理が追付かな

くなり、調査報告替の刊行が連れ勝ちというより、むしろ止ったに等Lい状態と主り現在に至

っている。

曽利遺跡の調査は、担論、昭和18年のそれが最初であり、世後、昭和田年と36年の二度にE

り藤森栄一氏の指導によって17基の堅穴住居祉を調査した。これら田調査については、詳細企

報告書がすでに刊行されているので、ここでは、調査および縦告書のなかで、その後の研究成

果や、今次報告書刊行に関わる閤宜によって提見された疑問点などを中心に、橿〈箇単にふり

かえって反省Lでみたいと思う。

昭和18年の尭掘は、曽利遺跡のほぼ中心で尾担の西イ闘で行なわれ、 E車内l式聞の住居老上と 3

基の土地を闇宜したにと どまった。この時の資料はすべて尭揖者の宮坂英弐氏のもとにあり当

方の聞知するところでない。

次いで、昭和35年の第 次提担調車となるのであるが、この醐宜では、計11基の竪穴住居社
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の調査を行(;った.そのう色、 9-11-13の3革については完揖するに韮らず、その一部また

l主全容を知ることが出来なかった.また、この間宜では、反省すべき欠点や誤りが3点あった.

その一つIt，遺物のle揖色がいから、現{J!置にへばり付いていた入国付の暁が3号住居祉でな〈

4号住居祉になり、 4号住居祉の東目置が10'"程l!!ll!にずれ貼墜を無線したこと.範2点l卓、第

l点とはうら1;1，;に4号住居祉のH柱穴刷ニ遺存Lていえ地主に縄文を施しえ加曽判E式揮鉢

が柏失Lえことである.これら町2点は、曽判l式土器の組成よ、亜大会欠陥として今固まで

接されている.第3点、は、住居社個々の間町、やlt徹会どについて陣立った鼠りがある献ではな

いが.提畠区全体的遺跡地に占める世置が丁度5m北にずれて記録されてしまったことである.

これは、第五次町閤宜ではUめて判った極めて初歩的なミスであった。

昭和36年の第二次措掘間査で弘、計6基の竪穴住居祉を嗣査した。この闇茸でも17号祉の間

宜の過程でやはりミスが出ていた.一つは、住居士止の南閣の閤査が完全でなかっえこと、その

桔身降、重複を見帯しτしまった.それから、住居祉の英輔の過程で吉村剣の計算ちがいから17号

lJI:が全体として特に車函て叶、さ<:e輔されて しまっていた.さらに、 18号と19号の関係では、
18号祉の貼床目下に隠されでいる19号枇町北側を醐宜し主かったことなどが指摘される占であ

る。

また.第一 二次の間査をはUめ、この頃町潤宜町一般的会傾向としては、住居祉の検出に

カを人れ、とい うよりは、それが主阻であって、 屋外の土地とか配石-:t;組会ど重要♀，o誼の

嗣査や研賓に目がとどかないという致命的な欠陥もあった.そのことは、えだ.掴宜面摘が蝶

いということ疋けでなし闇茸自体が研究不足というのか柚拙であったことは辞めなかった.

しかし、第一・二次の古い時代の調査も、悪い面ばかりでは放してなかった。この頃の調査

結果を基礎として確立した縄文時代中期末誕の掴年は、今もって、その大綱は鎗石であるo t;; 

疋、一型式の継制時聞と部分的に多少の過ちが認められる程度で、これち 1;1，今次調宜的成果

から修正されるものである.

第2節 調査の経過

1 翻査の動機 曽利遣11M、慎一次第二次の調査によっで、八ヶ岳南雄地方における

縄文時代中聞を代表する極めて重要な遺跡であることが立旺されたのであった.ところが、そ

れから数年を経ずして， jf利遺跡一帯を買収してワイノ町原料ブドウ簡を遺成するという語圏

がもち上ったのである.

量近における晶樹閣の造成1<，ブドウに阻らず、そのほとんどは、天地返しをするか、また

は、世2-3m深さ 1m余の穴を揖り、布機置を投入して植付けを行なうのが通例となっても

たのである。
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拠収を考えた会社で 11. も~ろん、そんeととは承知の上でもあって、というより、それが自

の付けどころであっえ.会祉の美術館に展示する資料をその鮒庄借用して借料を支払うよりも

土地を買収して自からの手で'提揖すれば、すべて事足りるのであるから。

この院を伝え聞いた地元では、意且が二つに刷れて Lまった.一つ位、大全祉が来れ11村の

提血のために良いこと疋.と考える入々があり.片方.これまで発掘に参加しで、遺跡的量要

性を身をもって体障した人々のなかには.とんでもないことだ.俺との祖先の残してくれた大

事な遺産を東京〈ん疋りの入聞に荒されてたまるか。と当時としては極めて葉朴で郷土量的な

保存に対する芽生の声が上ったのである.

こうしたf:<存に対する住民の声は、すでに相当の力をつけていた悟存団体である弁戸匠遺跡

保存会的手を通じて町当局を動かす原動力と~ったのである.当時.丁度これまでに尭揮した

資料を収蔵展示する施肱の控世地町選定に菅直しでいた町当局としては、条件的にも、ま'"ま

あだし.ということで俄に町で買収することに決定したのであった.

ところが、いざ買収と辛ると個人の財産惜の問題があって仲々思うに任せなかったo l.かL

買収の塵旨に望者同して〈れと功刀郁郎 平出陣陽 平出草拍の三民の協力により遺跡の中心部

で的 5.7叩dを取帥することができた.この買収によって退陣の無計画な暗取は免がれるこk

になったが、それからが大聖であった.即ち.収蔵庫の撞盤、県道からの道人道路の拡張、区

画の聾理.考古館町建設と続〈ー連町事章による事前調査と{Iったので1，る.これらの事前調

査i率、前後3回にわたっτ行なわれたのであったが、調査の焼植がそれまて・の醐査とは比較に

告らない程大きし出土遺物も英大会量に理Lたのである.これらの遺物の整理と施睦の控誼

をはピめ、新たな調査の出現金どによって級告替の作成が思いのほか手間取ってLまった.

当初の針画では、間茸の年次別に単独会報告容を作成する予定であったが、それもたがわず

ここで第三次~第五次的3回分の調査の桔畢を一括して報告することとなった.したがって、

資料が葉大な量のため、世間一般的な線告管の形簡をとることが出来なくなった.そこで、本

報告嘗では、提掘日誌他省略し、提掘の桂過および方怯絡についても、~るべく簡略化して験

出された遺構と遺物を主体に調査次ごとに組めることにした.

2 第三次の調査 弁戸尻考古障の鎗世は提緬資料を収直する施睦として収車庫のlt盟か

ら箸手された.この聾地工事に先疋って実施されたのが第三次の酎置である.

第三次調査は、昭和，<年3月18白から 4月3日までと、 4月20日から23臼までの2回にわた

って本醐査を行ない、その桂、工事i主上における確認割査を古めて延25日告費やした.嗣査は

富士見町教育委員会が主体となり、弁戸尻遺跡僻存会の協力と諏肪地方在住の研究者 大学生

高校生など多〈町人々の協力により多大な成果を収めることができた.

3 第四次の調査 この調査は、弁戸尻考古館建盟の目置がついた昭和47年11月の21日~

羽目までの10日間行った.それまで.曾判遺跡に通ずる迫闘は巾員2m躍と狭〈、醤通IIIと粉
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理機がやっと通れる程度の農誼でしかeかった.考古描の建設工事はもとより、!尊物曲の機能
上この道路の鉱曜は不可欠となり必要最少限度の調査に踏切ったのである.

調査は、臨三次と同 C< 、富士見町倣脊署員会が主惜し、弁戸尻遺蹄'j~存会 開陪生などの

協力を1婚で実施した。

4 第五 次の調査 捕五次調査は、井戸尻考古闘の本館建設に伴う事前町調査として実施

することに(1った。本暗は控坪的56Qn!の広きを有するため. 簡三次~描五次開査のうちでは

>lI大規IJIのものとなった.しかし、控盟予定地内には、すでに第二次胴査によって提出演みの

部分がゐったので.実質的には多少の余捕を持って聞宜したカ唾主主平と同躍度的函植を担査する

にとどめることができた.

調査は、昭和.8年3月11日から4月28までの22日間企本調査の剛聞とし、 4fl3白から 7

円却日までの4ヶ月聞を貸して鞘苗(1醐宜と実掴を行なった.

調査に当っては、富士見町教育署員会がこれを主蝿し、弁戸尻遺跡憧存会の協力はいうに亙

I!ず、広<.諏訪地方の研究者 大学生・高校に呼びかけて能力を得ることができた.また、

今回の調査でli.地元地袋区の農家の主輔を主体に一般からの参加を求める方怯をも取入れ

ることにした.

その結果、尭錨区の相当に広い範囲を同時に掴下げて割査することが可能となり、 緋作によ

る痩武の多い遺跡における遺精の相E間併を把握するのに大聖好都合であった。た疋L、提掘

の当初においては、不慣れのための鋼過智や遺物のIC曲師点で多少の不備はいたしかたなかっ

た.しかし、第一次 萌二次調査の時点よりはるかに良かったと思われる.

今回の湖宜での盛大の収穫は、数多い遺構や遺物の揖見でも、組年上の問題市の解明でも何

でもな〈で、この醐査に参加Lた農家の主闘の皆さんが、埋蔵文化財の量要性に目覚めてくれ

たことであった.武雄線六]
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第3章 第三次の調査

第 l節 遺 構

調査の方法

調宜に先疋ち、 :e鵠上と将来の間企の{更を考慮L、曽不IJ遺跡的全体に10m四方のグリ yドを
引いた後、捷掴区の設定をした。

今回の調査は そのうち 30 . 41-44 . 55-58および59. 60 . 73 . 74の13グリッドの全部ま

たはその一部の副主を行なった。

尭掘区は、 43'57グリッドの南辺を底辺とし、田 57グリッドの西辺から2m離れた掠20m

を離にとり、底辺を 8mとする長方形の範囲を決めた。この長方形の中に収蔵庫の建物がそっ

くり入る仕組であった。

発掘匡の中に、さらに 2 m X20mの長方形トレ〆チ2本を南北に設定し、それぞれ5mの

間隔で区切って2mX5mの小話掘区を 1-8までの8個所を設定して発街を閥拍した。尭掘

の途上で、さらに、南北トレンチの中聞をそれぞれ4mX5mの小尭掘!i14個所に分割して発

掘を進めた。

発掘は、それぞれの小発掘区に I人ずつの責任者を当て 3-4人で行なった。

この地は、江戸時代から畑として利用されていた土地であったので、国乱がひrく、場所に

よってはローム聞にまで遣していた。粉作土は20-却闘であったが、ごの層には遺物が比較的

多〈縄文中間~後聞の土器片のほか打石斧凹石および平安時代中期~後期的須恵器 土師

器なども認められた。

耕作土層の俳土が料了すると禍色土層に遣する。制色土局面は的l恥mの厚さをも勺ていた。こ

の層中には時として土器片や石器などが突刺っていることもあったが、ほとんどは無，Jll物に近

い状態を呈していた。この褐色土貯の上面が、この遺跡の主体を会す中聞の地表面であったこ

とを窺い知ることができた。

発掘区のなかで補色土層の欠けているところでは、主緑色土府の落込みが認められ住居祉 土

績など遺構の埋没することか瞳認できた。

このようにして、建物敷地に必要とする範囲内においては、遺構の確認ができたのであるが、

この地点は、かなりの聞斜があって 工事の都合上からも最底 4冊dの監地が必要となってし

まった。仕方なく42・43'56'57グリッドの全域を醐査することにな札遺構の楠出の都合に

よっては更に拡張するのやむなきにいたった。
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さて、繍作土の排土が軒ると遺構の検出に移るのであるが、遺柵についての開査の紀述は、

この段階で敏畳並に世置等カ匂直定したので一部重鎮のある笛f剛志別として、なるべく煩殺をさ

け遺構別に簡単に記述していきたい。

2 住居祉の調査

第2H号住居祉

この世居祉は、詰 】トレンチの北部で綾初に尭見されたoll!帽で担号祉を削η41号祉に北欄

を埋め立てられていた。今次調査で発見した住居祉中、最も完全な遺構を挫すと同時に植物性

遺物をも遺伝していた唯一の住居祉である。後槙土の土層 I~明暗であって、務作土の表土が却

師補色の逆三角堆土が4伽首、 三角錐土の含毘黒色土は、 5-15酬という府序を示L、北冊では

地星野下曲師でロームの床面に遣する。

遺構i率、高さ15-却聞の傾斜した刷抵が全周する桂 6.5mの円形プラノであった。床面l志水

平で北聞は堅〈南側l誌かい.また、北側には巾7U<m前後で床面より150m程虚高い平なテラス

棋の遺構があり、 F急上近くにまで貼床がのびていた。このあたりのピットは.テラスを切って

おり、床面に貼ったものではな〈て、住居構築時に意瞳的になされたこ ζ が措置の過程で岨繁

された.住居祉の中央やや北寄りに1.1mX1.6mの範囲に床面が焼けて非常に堅い部分がある。

(F I ) 0 また、 そのjtに織して4加"X印刷深さ 5~の舟底形のくぼみ (F2 )と曲師×田m揮

さ8闘で1J形の石困炉 (Fけが;，る。これらの炉祉の前後関係はF2の石が銭かれた柑子か

らF3の石図式戸がより新しいことだけカ匂事認できた。ピットは大小12個所に検出された。その

うち、 P2"P10，Pi2を障ρた9個庁のピγ トは柱穴としての位置と脱棋を有していたo ~ 

かで、 P"は、怪6u<m揮さ曲酬の袋杭を呈し明らかに貯蔵Jてとみられた.

遺物li.床面上を覆う古炭黒土の存在から住居が火叫に遭遇したことを示し、F祉の北1.2m

の範囲に炭化した「クリJの軍が多量に検出された。それは、あたかも夫弁から揖け落ちたか

の捕柑を皇し、藤内9号住居枇倒に額(11しでいた。土器i志、東監の近くに僧形士土器の祖形の

深鉢 (38)が横たわり、その場に、この土器の筏形であるミ ニチュア土器 (39)が滞えられて

いた。これらとF祉の西脇の土器および炉祉の状態から、この住居祉は、二度の建替の後、最

終的には躍内I式聞の最軒末に膳絶されたことが判明した.

また 北側のテラス上の鮎床の上には.井戸尻I式土器が置置かれていたが、これは41号に帰

属するものである。

第22号住居祉

高22骨住居祉は、 21号祉の南に障措する比較的浅い住居祉で、東隣りの却号祉をわずかに削

取っている。勝作土の表土は21特J止の助告と同柑で;，ったが、遺物は灰軸陶器片が加わって平

10 



安時代の住居祉の近いことを示唆していた。

住居社のプラノは、卵形に近い円形でロームの側壁は 5-lOcmと浅く東酬では認められ辛か

った。炉祉は 遺構の中央やや北寄ηtこ3個の転石を伴った地床炉仁近いものであった。ロ

ムの床面はややI街に閣制して軟かく、生活面の上昇を示す床縫土の発達が顕著であった。桂穴

は5個所カ叩富認できたが、そのフちの l個所には土器が埋立てられていた。

炉祉の西北には15聞の揮さのピットがあり中に躍内E式土器 (44)が迂かれ、また西にも生

活面上に向型式の土器 (45)が暗されていた。そのほかの遺物は極めて少なく、わずかばかり

の土器~片が暁され 東壁付近には九兵衛尾眼1式土器唖片が落込んでいた。

第23号住居祉

本祉は、第1卜レンチの詰3区、 22号祉の南にあり、東側の半分ちかくは27'38号祉を埋めた

てその韮は200m程でもある。ごの住居祉は耕作土の排土中から遺物の発見があいつぎ、耕作によ

っての破壊が相当に多かったことがわかった。

耕作土の俳土が料る前にはすでにE組竃が現れ 多量の本民 土師器現恵器片および石皿

と少量の中期に属す土器破片が検出された。

さらに掘下げると炭化材が中心に向って放射状に週存していることが判った。地表からの揮

さ57聞から完形町摘が倒世状態で也士したほか、灰軸陶器などの抽出があった。竃の南から砥

石2点を検出した。

床面の敷物は 部分的に板向酬が床に芭苦していた。また、中央部からは、曜とカヤ

の炭化物を採集することができた。

プラノは やや不整形の隅丸方形で5mX4.5mを針り、主総の方向は南北を示す。床面の状

盟は中央部が壁蹴であり、竃の周囲と商刊はやや軟弱であった。主柱穴はp，-P 3までの3
鋼所が確認できたが、あと 1個所は撹乱により確認できなかった。これらの主柱穴は、ほぽ垂

直に掘込まれていた。北壁は、ロームを約却m掘下げ直下に周溝が掘られている。周潟は、床

面のロ ムを 10-由加X5-1()明に切って揖られ、ー剖に怪 6~探さ 5~の小穴が並び土留め

と考えられる遺構であった。東壁は、 27'38号祉の逆三角土佐土中に銅込まれていたので不明瞭

であった。南監は、軟質ロ ムを掘込んで造られ約200mの壁滞iをもっ。また、南西聞の壁が不

明確のうえ それに近く配置された大きめの石組の存在から、ここに出入口部を想定すること

ができるだろう。

進l志、東壁の中央やや南寄りに位置し、嗣平石と枯土で柵築されていた。遭存状態はあまり

よくなし上部の石組と枯土囲L‘などは耕作によって破壊されていた。右循の手前にある平板

石は、竃からの転落であろう。それに陣被して配置されていた石は、寵の付高施設と考えられ、

腰桜台的機能が想定できた。また、煙道は*壁が鍋色土であるため確認できなかった。直の世

口l志、 舟底状に凹み、焚口から奥部には焼土灰が多量に堆積し、ザル一杯分以上もあった。竃
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内からは曹形土器の破片が多量に検出され、これと同期の日常什器である t師器は竃の周囲に

峰中していた。特に、竃の南の浅い土鉱内からは、極簿手の曹形土器片数個体分が温存してい

た。 土域政には、竃の蝿土灰と同置の真赤な醜土灰が後3<km厚さ 4 酬の範囲~..:~められた@こ

うしたことから、この土績除、単なる貯蔵穴て・はな〈 使用不能の食器類や車内から出る娩土

灰の捨場であったのだろう。こうした土携の倒はかなり多いようである。

次に主要遺物と、その出土状態について述べてみよう。遺物は、灰和陶器・塙珂3点鉄

製品砥石2点 炭化しと銚の実4点賓の炭化掴子会どである.

まず、北壁中央に近い床面から酷製の尾健と炭化した桃の実l.~，が残η3 占は東 It師の床

面上から検出した。鉄製品は、多12本が周溝上から出土した。高台付岬は北側の床面上10酬に

伏せた状態で尭見され、柱穴p，町北の周溝上l5a川、ら完形に近い時が捜土に車われて提見さ

れた。最も圧巻i率、大型調車器が北東隅と中央の2倒所に分散して発見された。これは本来、北

京隅のピット中に据えられτいたものと思われる.灰糊陶器I率、旅圏中央のピットにはめ込ま

れていた.このピヅトl玄、決さ-を計り.庖に石を置き、黒色土を詰め、丁度、口雄部が床

面に平行するように据置かれていたものである。砥石は、 l今、が竃の市聞にある土積の傍に揖

えられた石に主主鈴け、もう l点は土績の帽に置かれていた。

また、本社は火出に遭遇した家で、多量の炭化材ヵ，"，A存し、大部分は中心部に向かつて欽射

状に並んて・いた.炭化材町村質は、そのほとんどが巣紛であった。それらの炭化材l左大小さま

ざまの形態を示し、概して太い物は角材であり細い物は丸材であった可能性が強いように感ぜ

られた。さらに北東隅からは、抽と納穴をもっ炭化材の l岨がみつかった.納穴をもっ炭化材

は途中"('lfrれていたが会長lm巾l<km厚さ 5""程の角材であった。

これらの炭化材の聞を埋るように、 2-3佃の厚さの炭層が.竃の周囲と住居の南欄を除〈

全体に散布しており北へ行〈ほど漫暗になっていた.また、この炭層中には桂2聞-3聞長さ

5師程の丸木の様化材などを含んでいた。中央やや西寄りからは屋組材のカヤの炭化物が層を

なしてみつかった.さらに、東墜に措して、 f血の炭化"とは明らかに財質の異なる、きめの細

かな桓状炭化物が提見されたが、形が〈ずれてしまい取上げることができなかった。織か朴"

で作られた木器具であろう.図示できなかったものに佑子目状に組まれた炭火"が北西隅に認

められた。このほか、お冊Xl5aoの桓状炭化材が除面に宮脅していた.なを.向織の炭化材は

このほか3個所にわたってけた。したがっで、床には、北側半分程に部分数きではあろうが、

板敷の存在が暗恕できたのである.それから、図示した炭化"は柱や桁槽木などであったと

忠われる.また奇妙なことに.屋拙材のカヤの層より上の堆土中の各所に焼土が見られたが

これらは、火~を情すために投込まれた士が悼けたものであろう 。

竃の位雀については、時代的なものか京畿条件に由来するかの判断がつきかむた。

23号佳居祉は、弁戸民遺跡群のなかで、はじめて完鋸した平安時代の住居祉であった.それ
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とともに、豊富な遺物と多量の炭化材からは、単に上旦構造の出先疋けでなく、生活文化の擢

元をはじめとして、伝説や文献に暁されている池之袋郷の解明の糸口をつかむに必宴会資料と

合るだろう.

第24・35・36号住居祉

今回の調査で尭見された住居祉の多くは、相Eに切り合い貼ぼなどの亜彼聞係を示している

なか示、この三基の佳E祉は、全〈位置を同じく Lて重却する特総会係相を呈したものであっ

た。即ち36号祉は 33号祉に東辺を貼床され、 35号祉によって車聞を除〈遺構の大部分を荒さ

れ、 24号祉がど2集中を揮〈錫込んでいた.

24号住居祉 この住居.!JI:!!、第 lトレンチ町市端で発見された。ほとんど同 プラノで亜細

する35.36号祉を級幹的に切込んでもロ ム層中に構築されたものである.層序は 表土(織作

土)が約却面、時褐色土層15師、制色土層25<mを計り、聖穴内に持極的会レンズ状の逆三IIJの

時禍色地土層が明らかに認められ、地袋下7G個て・床面に遣する。

堆欄土田中の遺物は、表土および鼎制色土用中から縄文時代中期と後聞の土器破片と調理由

の敏片が哩在し、下層に移行すると量が柑少するとともに時聞が一定する。

遺構は、 f圭3mで東壁の 割に笑出する個所のあるほかほIf円形を穴場。高さ150酒で垂直な

欄堕l本南側を除き金周する。床面は竪〈水平で、 中央やや北寄ηlニ65X氏kmの方形竪穴石岡炉

がある。 このF祉は、 5 個の自開石を用い、韓石の上面からII'bままで袋町の揮さがあ η 、Ii'~

には8佃ほど焼土が雄摘しτいた。南盛宮わには、石董を伴った埋雪量 (69)があった。埋曹は

正位で口揖部と底部の一部を欠損していたが内部には暗禍色土が充満していた。東盟面にみら

れる巾75冊、奥行伍<mの突出師は旅田より 5冊ほど高〈、住居の内側に向つでわずかに傾斜し

ていた。また、 f白壁と床のー剖に錨込まれたピヅトは.長桂1.5m、短怪1.2mの卵形で揮さは

床面下-に遣していた.このピットは、発掘の初期では本枇に伴うものと考えられたが、底

部から九兵衛J~担E 式土器が検出され 36号泣に属すること均等'った.

本祉には、際立った特徴が2 点あった。まず第 l 点は、柱穴のない極めて小形~騒yてである

こと。次は 墜外に4個所の垂木穴が臨められ、円錐形の土屋柵遣が把握できたことであった。

この住居祉の時期を決定する材料は、床面上に温存したわずかな土鵠片と埋言語とがあり、こ

れらから曲利N式聞の住居壮であることが判明した。

35号住居祉 この住居社I~，剖号祉のプラ〆を確認した時点に於て、堕上回周囲に堅いロ

ムの床面が出たので この面を追究し柱穴 壁などを織出Lた。さらに、東側で33号枇町西帽

の鮎床を取去るた新たな床面と虫とが確認され、 35.36号祉の全線を確認できた。西援には務

込みがあり44号祉と lt，。

住居祉は、世4.5mの円形告Z、し、 5-l(kmの棚壁がほぼ全開している。床面は監く 中央に向

ってやや商科している。遺併の中央部を24号祉に漂〈織込まれて床面上の施設としては恩Eわ
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の柱穴だけであった.桂穴は、 P~ 'P3 'P7 'PSの4柱穴で.そのうち、 P2からは完

彩土器(47. 48 田)が3個検出された。この3個の土器l率、いずれも藤内E式土器であ旬、こ

れが、この住居祉の帰属を決定づける唯一の材料となった。

36号住居祉 35号祉に遺構の大剖分を切取られ、そのうえ、出入口のある南刊を26号祉に削

られて、確認できた遺構は、東壁と南壁の一部および、 P4'PS 'PWの31刷所の主柱穴と

p，の貯蔵穴疋けであった。 (

;uン-'y呼~_4.5_- 5 mの楠円程暗lU~54を示していた・
遺物は少な〈、床両上と貯蔵穴中に遺存していた土器から九兵衛尾祖E式であることが判っ

た程度である。

第25号住居祉

25号住居社li，第2トレノチの車5. 6区町調査で遺帽を格認した住居祉である。その後、

東冊に鉱張し全掴することができた。

地積土中には遺物が多〈、特に逆三角地土中には、中間のほか後聞から上層には平安時代の

土師器の破片まで古まれていた。

遺構は 卵形を示し、南町一部を陣き冊壁は金周していた.北隅町一宮Eでは、却号祉を鋸下

げ、東側では39号社を切って構築されていた。床面はやや軟弱であったが、中央やや東北寄り

に自然石を用いた長方形の大形石囲炉があり、その南には、深さ 8~て・底部がやや赤藍した凹

みが認められた。古い炉祉であろう。周溝は、 P，から P，までの聞に掴られ、柱穴は p，-

p，まて・の7個所が検出できた。そのうち、 p，と p，とは、底部町広がった袋状を呈し、貯

蔵穴でもあったことが確認された.轄にP，は大きく、大入 1入が楽々入れる程のものであった。

また、 P¥.P3.P4'PS の4個所の柱穴は、いずれも不正円で古い1i'J:J:とともに上屋町撞

惨を示す恰好な資料でゐった。

しかし、堆積中の遺物に比し、床面上の遺物は極めて少な〈、特に、土器は完形のものが乏

しかった。この住居祉の帰属は、炉祉および土器から， jf制E式聞に属することが判ったし、

一番の収穫li，貯磁穴である袋状土績が2個所も験出できたことであった.

第26号住居祉

この佳居祉は、第101Rの閤査で遇措の北半分を、その後拡張して南半分を剖宜して完掘した.

縫檀土中には遺物が少なく、わずか的判I式土器の'I-il:片を認めた程度であった。

遺栂lま、桂5.7mの円形で、25号右上のま愛軸5.5mよη大き〈大形の住居祉の都舗に入る。ロー

ムの醐壁は、東酬では43号祉の一部を切旬、北聞は、 33.36号祉を切って複雑化しているが、

ほIf金周し周溝はなかった。床面は、竪〈平担でも炉は北に片篭って叫た。 F担tはま山績の自県

石を円形に配した石囲炉で揖土は少なかった。 柱穴は、p¥-p‘の典型的な 4柱穴を示し、p，

とP.の出入口を示す南欄がやや広くなっている。P51率、袋拭の貯蔵穴で、25毎祉のP，に匹敵
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する規模をもっていた。

この住居祉の崎台、遺物(!傾めで少なく、わずヵ、に由利I式の下胴部から底部の欠けた探鉢

1帯、がま忠められただけであっと。極めて近い土i地への移動を示。表する{主居であろう。

第27・38号住居祉

この2基のfj居祉は、 23号泣に遺構の西間半分を埋立てられ、捜ηの東半分は第9区にまた

がつでいた。

まず、 9区の緋作土を取去り、 23号祉の東側の床面を追究中に立石を伴う石聞炉が発見され、

新たな住居祉の理詰が碓認されたのである。したがって お号祉は27号祉の土佐土中にその東側

の床が貼られていたことになり、両者の差は19加であった。

また、 27号祉は、床面に伏曹が南壁近〈に由利皿式闘の雄理が喧存Lていた。それから、博l

聞では藤内E式捌の35号泣に接し、さらにE案内I式期の33号祉の床面を約Hkmの深さで切って

いた。

27号祉の調査が進むと、遺構の北から西側にかけて、さらに古い住居祉の埋没が判明した。

この住居社からは持戸田E式期の御形文土器が輸出され、北叫で藤内E式朋の22号祉をわずか

に切っていた。車38号住居挫である。

そこで ごれらの関係を繋理しでみると 、 36号(九兵衛i r討~n式) → 33号(藤内 I 式) →盟

号(藤内E式)→35号(藤内n式l→38号(升戸尻皿式)→27号(曽利回式)→24号(曽利N
式)という住居枇の編年が明らかとなり、従来の編年と矛盾するものではなく 揖年の正 しさ

を韮明するものであった。

27号住居社 本社は佳 3.9mの円形で、主軸はほぼ南北を示しロームのfl!盟は確認できなか

った。床面は、ロ ム田中に掘込まれた住居でもあったから良好であった。周溝は埋型都を除い

て全周する。桂穴は、 Pl-P4までの典型的な4柱穴であった。

炉l志、中央やや北寄η:二世けられた揮さ45聞の典型的な切姫堪状町方形石田炉であった.底商

には厚さ1"'"の燐土が堆積していた。南の貴口は、眉平な'1、石を詰めた上に横長の石を平らに

やや抵〈据えている。他の3辺は、厚さ'xmほどの角石を縦にはめ込んでいる。また、北東隅
には、韓石より 段下げで小形の平石を敷き、それを囲んで2枚の厚目の平石を組み、さらに

北辺の絹石との悶に詰石をするという干の込ん疋ものであった。このような手法の施設に副炉

がある。この場合は、 内部に木炭や韓土こそなかったが副炉と考えられるものであろう。他の

3聞の桔石はこれほど丹念ではなかった。

副炉に聞巡するのが次に述べる石敷立石である。この誼施は、 北冊の炉樟に埠えられたもの

で、まず、頂部の尖った四角柱の安山岩を立て、その両脇に2枚の平らな石を敷き、北側の植

元にも2個の岡置の石を詰めて固定している。これを南捌の正面から見ると、北辺の炉掃石が

古績の rll石Jのように大き〈立掃に映り、 石敷立石を引立せでいる。これと同じ施障は甲六
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第l号住居01:桐があり、また与助理担第7号住居祉の立石左石唖も顛似する施設であろう。

Fの西北の同溝ぎわには曽fll皿式の下土幹部が欠損した探鉢を聞いた伏lI!伍5)が、届平会音

山省に把手仰を乗せるような状睡で設置されでいた。

佳居の南端には、暗部欠損の理費 (66)が正也で蝕置され.函叫には小児の頭大の石が置か

れ、ま憂き却冊、径6園町細長い石カ宮聖ぎわから倒れて埋鑓にかか勺てい危。また、埋曹の盟置

7ては、 f王が土出の口佳と胴f王にほ11'一致し、間隙はロ ム揖土を絡めている。深さは、土器よ

り2加胃程も多かった.それから‘埋瑳の底部は不聾形に割れ、内部には褐色土が暗まり遺物は

検出できなかった。土器は、い うまでもな〈何本11m式であった.

これらのほか床面上には 西側に l枚の平石と東冊に長方形の石カ匂皇されていた.

遺物は石器が主体を占め、凹石3 打型石斧14'楠刃形石器4. ~採叫石盟の不定形石器 4 ' 

乳捕状磨割石斧 l点などがある o 1孟ヵ、に、 23号祉の東側から珪且された凹石l 打製石斧3

半円形石器2 石鍬3 匙ヒ l点などを単純に加えると多くなる.これらの遺物は床面からの

ものは少なく、床面から上った生稲面からであったo ~た、これらのうら特筆すべきは、伏曹

の北個に置かれた乳棒状肝製石斧とP，内部制からフヲ打割石斧およびFの費口舗の掃石上18聞

から出た上面2孔の凹石などで"る。なお、これらの石器のうち約半数は欠損部をも っていた.

土器は少量の破片と、伏蔓Sヲよぴ埋聾疋けで24号雄の織告と同じ〈 、近 〈への移動を物揚る

好資科であろう.

甜骨住居祉 本社は、中央から市欄にかけての大部分を27号泣によヮて破1喪され、わずかに

周辺部のみが掛されていただけである。

遺構l率、各辺が平均 4.5mの不整な隅丸方形を示し それぞれの隅に拡大形の位穴がある。

え疋し、北以外のそれは.あまり深くない。周溝は東辺と北辺のみに認められ この両辺とも

にロームの側壁があって、間柱穴をはじめとする各植のピ γトも、この2辺に集中して弁戸尻

聞の終りの栂相を知実に示してい込 なかでも、 東隅のP" は揮さこそそれほどでないが大形

の臨状貯蔵穴でゐる。jt辺にある2個所の穴も由状ではないが貯車穴とみられる世俗のもので

あろう.西隅のp，には、倫形文の尭彩土器 (53)カ噴存し.この住居社唯一の完形土器となった。

炉祉は、27号祉によって撲されてしまっていたが、27号祉の倒ほょにその蝿跡がわずかながら認

められた。

遺物は、完形土器以外にとりたでて記述できるものはな〈、わずかばかりの土器破片と 1-

2点の石置が逆三角推土中から検出された疋けであった.

第28・29号住居祉

この2基の佳居祉は、弁戸mJf古館の収通産自胤建設に伴う、建世用道路数の調査によって尭見
されたものである o 2基のうち、 28号祉が南に29号祉が北寄りに位置していた。また、このあ

たりは、耕作土が的25聞と撞く直披に軟質ロ ム面とt脅していた。
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28 

q 担

篇6図富28号住居社 (l : 60) 

28号住居枇 詞号泣体、岡地の境界から10m北寄ηに位置していた.住居の錨込み1;1.地形

の関係もあって、 jt冊で・{ま4U<mと探〈、南欄て・は10酬と浅い。 三角堆土は南冊を陣いて良〈暗

遣し.理三角堆土中には石器以外の遺物の遭存カ唱車められなかった。

遺構l志、東西5m、南北4.5mの卵形を示す.中央には、安山器の一枚石を4枚組んだ方形

石岡炉があり 深さは床面から的2晶司、韓土の厚さは10帥程度でめっえ与炉の北西隅には有頭

石樺(3印)が据付られていた.この石神li.全長約却閣の角閃安山活製で、酉部が約lU<m床_c
に出ている状曹であった。

床面 1;1.比較的堅固であるが、炉から北!:!障にかけて、約 5~の高さに土壇棋の施盟があり

北堕近くに底部の欠損Lた把手村トロフ i-形土器 (67)が、的8師程埋込まれて伏せられて

いた.27号社倒と日，jL: <伏聾である.土壇の東端には平石が数枚置かれでいた。

柱穴l率、土壇および、その周辺に集中して検出され極めて梓巣号線相を示していた。南冊。。

柱穴には、狗沢式土器破片ポ遺存していたので、この柱穴に伴う住居祉の存在を考えなけれIj

ならないのかもしれない。しかし、この時点では解明するに至らな始、った。また、 I師恩近<1 

図示しなかったが桂創ゐm、揮さ7U<mに亙ぷ揖乱の跡が認められた.この揖乱は極めて新し〈、

ことによると大形土器による埋曹の存在を示しているのかもしれない。悪いことは出来ない4

のである。

一回一



パ ノタ

5φ@ー

A-U@， も淵1 @官 ¥ \ ~瓜

29 

93 @自
s 

@)' _ <;) 

島:
一-1‘A 

号、司7君 "'

B ー~B'

守でZ

， 3・
第7図諸国号住居社 (I 曲)

土器は、伏聾と炉社J:から位制皿式土器の破片が少量だけであったから、大形の埋畿はおし

かった.石器は、街頭石樺のほか、打割石斧など10.点余 凹石6点 陪製石斧2点のほか品(1111:

E製の不定形制片石器数白と石織1白など畳稿でもあった。

この住居祉は、北聞の土壇と平石および伏捜査はじめ、住居社内の尭見としては倒の少~ぃ

有頭石織の世置傘ど極めて特置的であった.それに加えて、北側に集中した校穴に伴う上座の

情遣など、今後の研究課題として興味揮いものが多い.

29号住居社 本社l志、 28号枇の北東5mに位置する.l!t土の状態は28帯祉の羽合と同捕であ

り、遺物の遺存状懇まで酷制していた。
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遺構i率、極的5mの円形を示す。側堕I率、北が高〈南は抵いが北位のー普5に約15<m床面より

高い土壇があってその部分疋け外に張出している。欄墜と床面は、いずれも堅固であった.

炉社!志、中央やや北寄りに7個の河原転石を矧いで方形石間炉と Lている.揮さは床面か勺

17，聞で焼土li13四町厚みをもっていた。

位1¥1志、揮さ由冊以上が6冊所、30a百台が2個と二通りあったが、その組合せは末時肘であ

る.

住居社内の施挫としては.土壇とその中央に主石がある。この立石(2日)は、日臨さお""位の

角柱状を示し 面にJ祭出と凹剖が3個所ある脆い千枚宕であった。また、 東聞のP，と p，の柱

穴聞にlふ口揖郷を欠損した台付土器 (59)による埋官製が控置されていた。

遺物は、炉"'の北側に大小2個の釣手土器が揖置かれていた。これらは、いずれもロ ムの

床面より 3胴上った生活面に置かれていたもので、大形の (57)は使用時のまま直立し、 'J、形

の (58)は楠転していた。またi$i堕近くには凹石が、会戸急上辺町生活面からはt肘IJI式の完形土

器l点と多くの破片がみつかった a

石器{志、打割石斧が多〈数点を世え、回製石lfil志、定角式3点と札捕状1点などがあり、ほ

かに凹石廊石など比岨的多かった。

本社i率、曽判I式聞の住居"'であるが、その終末期に坦安手法が俊入したもので 埋曹の存

花という最も新しい特異性を示している。また、本社1<，すべての繕設や大小2個もdらった釣

手土器などから推して、勿S省、 一般的な住居でi>るはずも会〈祭配を司る特殊な控物であった

ことに疑う余地はなかろう.時期こそ追え 28号社とともに、このような建物の位置する「場」

が重要となるだろう。

第30号住居祉

本社は、窮8区の調査によって確認された住居祉で、南東を25号1止によって切られ、西岡の

+ちか〈を22号社に倒取られ、さらに北刊の一部は34号祉に貼床されていた。また、西南部に

は近世の舵乱が相当に大き〈認められた。

遺構l率、桂 5-5.5mのほぼ円形を示し，;l冊にのみ冊盟ゐ噌Zめられた。中央には、従乱部に

捜しで安山岩の転石3個を組ん疋後の時捌の土績が掘込まれ、埋型炉に阻われた土器が崩落し

ていた030号祉のFの世置を示している.この策 O.5mの土峻の中には完形土器2個(11. 12) 

¥ が遭存していたほか、 22号祉中の貼柱穴にも本祉の土器カ噴きれていた。

そのf也、本祉の床面上には柱穴lJ外のピ γトが中央部に集中していて、本祉の蝿絶後に小形

の住居枇が存在した可能性と、本祉の貯蔵穴との性絡が考えられ判黙としない。

柱穴l志、 p，-PSの5柱穴であったろうが、25号"'に貼られた下の2冊「析のピットは柱穴J

りも貯蔵穴と 1与えるのf適切jと目、われた。

遺物のうち石器は、打割石斧6 凶石3 石睡 1点などがあった.
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土器の盟宗結果から本社11.九兵衛尾拙I式闘のなかでも比粧的新しい要輩の時間に属すこ

とが判明Lた.

第31号住居社

本社弘、 26号泣の南半分を調査することになった時点で同時に拡彊して確認した。綾土の状

態は、織作による間乱によ η会〈把出できなかった。

遭柵は、怪 5mの円形を示し草傾関係は認められず県立した(j自社であった。したがって側

盟は南側を除いて金問し、床面も盟l劃で典型的会 4桂日であった。

炉l.JI:l.、細長い河原転石5個を糊いえ15形石囲炉で世口却の石はなかった。

南西の出入口部には、暢判N式回同古い土器を世周した正位の埋昔話師8)が設置されでいた.

遺物は、埋型以外には、わずかばかりの土器敏片が認められたどけであった.

第32・42号住居祉

この2基は、収蔵Jj}iの敷地から外れていたが、耕作中に克形土器が晴見され、住居l.JI:の存在

州車認されていたのでヘ今次調査で吐めで醐べてみることにしι住居祉内における雄土の状
惣は最も典型的であった。表土の緋作土が約四回、日音補色の逆三角推土カ世0-却師、褐色の 三

角地土が却聞に及び地表ド70-曲四で床面に遣する。

表土中からは、縄文式土器に輔戸物までも曜在していた。また、三角縫土は二層1>り、上層か

らは腹部の欠掴した笛判I式土器が、下府からは 弁戸侃田武の完形土器3県などがそれぞれ

冒{立を追えてf金込まれていた。

三角検土の上面は、床而から、入口加で10師、奥堕で2O<mの面ょが合炭層で生活商を示して

いた。その上に的1O<mの拙色土が祖い雄械の過程を如実に示していた。遺物の大多数は、この

生活面上にあり、完形土器の l点は陸上で横転し将に転落しそうな状態におかれていた.

遺物の遺存した生活面から床面までの聞には、遺物がほとんど無〈、冊壁車下の床面上に九

兵衛尾担E式土器の舷片少量と、 1-2点の石器がみられたのみであった。

通例li.ii簡の出入口のF寝込みを除いて高さ的4白書のロ ムの冊抵が全}到する。平面形は5.5m

X 5.2mの卵形を示し床面は全体に!Il<水平を保っていた。

炉枇i玄、中央やや北寄りにあり採さl(l，mの舟底形に緬られた1&1未聞こ近い状態で1>った。班

土i主的5聞でもあったが、 Fの北側には燐石5個があり、本来、石闇Fであったのが、生活iIIiの

上昇で変化したものであろう 。

遺構の周囲には柱穴を結んで周泌が全周していた.東冊部分のように二重周海の存在する個

所もあり、外冊の周滑には桂 5-7cm、深さ 5~の小穴が速な っていた.

まえ、この周鴻の外掃は床面ょη5-10間程高〈、 rlllO-印刷の平会テラス状の段とな って

いる.JI({則のテラスには柱穴と、九兵衛I~I.直 I 式の新しい土器片があり、 P4t.:;よぴp，の重視

した住穴から他の佳届l.JI:の作在をl'lめ、これを本社に切られた刊号住居祉とした。
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32号祉の柱穴はPI-P8までの8住穴8角形が想定された。また、 pg. PIO!i袋状の貯磁穴でも

あった。

遺物は 住居町遺構が完全であったのに吋応するかのように盟書であった。土協は完形並に

器形の判別できるもの17点と多くの破片および師岡把乎などがあり、石器は、石凪 (37)が据

えられ凹石 打割石斧などとともに中聞の石器組成を示す好資料であった.

42号泣は、 32号祉の構築の聞に遇措の大半が壊されでしま った住居左上で、その存在が認めら

れた程度にすき'なかった。

第33号住居壮

33号祉は7巨と 8巨にまたがって尭見された住居祉である。椎土の状態はあまり明確で・なか

ったが、 陣按する26'35'36'27.38号祉の調査によっで、その存在がはっきりしたものであ

る.

遣梅l本、?量的 5.5mの円形を示し、南西部を26.35号泣によって明られ、わずかに残った36

号祉に貼床していた。また、北西部は、 38. 27号祉によって切η取られ、製状は輯音葉形に捜

されていた.

側壁l左京棚疋けに認め勺れ、床面は軟弱であった。樟石の抜かれた炉が中央にあるほか所

属不明のピットが多い。柱穴i率、 5 柱穴であろフがほ然と l~ぃ。また 東隅の土援には探鉢

(37)ポ、炉の;lの土横には洩鉢 (36)ヵ，c，a存していた。

遺物は 桟鉢と口雄邸を欠倒した揮鉢の2点が主なもので、これらと硬された土器破片から

雄内I式でも比較的新しい段階に属する住居祉であることが判った。

第34号住居祉

串7区で.21'30・37号祉と重複閣係をもつのカ悼祉である.堆土の杭腫はあまり歴然とし

なかったが、出査が迫むにつれ佳居祉の埋没が決定的となった。

遺構i率、 4.5X5.2mの卵形で、東欄では37号祉を埋め、南冊では30号祉をわずかに貼り、酉

刑It21号担lに切られていた.

ロ ムの側壁は、北と西だけに認められ、周溝1:西側のみに控lすられていた。

床面l志、やや軟弱で"り、地床炉の北開には揮さ10聞の凹みがあり、その凹みには石皿(67)

が置かれていたa

柱穴i率、典形的な 4柱穴であった。

遺物1:、石皿のほか打製石斧凹石などがあった.土器li.完形品は1点もなく‘舷片から

九兵衛尾担E式聞に帰属することが判った程度でしかなかった.

第37号住居祉

本社は 8'5-11'12区にわたって尭見された住居祉である。

遺構は、ロ ムの側壁が、出入口舗を酷いで企周し、西側は34号社に埋められていた。遇措の
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組棋は 5.5mX 6 mの卵形を示L.典形的会4柱穴である.床面は緩めて竪く、中央に九兵衛

尾田I式土器の底部(17)を用いた埋襲Fがみり周辺まで昔、宮していた。

遺物は者千田土器破片のほか石協が4占発見できただけであった.

第39号住居祉

本社は、 25号祉の調査の過程で存在が確認された住居祉で、巧号祉の柱穴F訟の南に措して柱

穴のイF在が調査の特るほIに会 って暗~された。この柱穴P3I率、 25丹枇構築の障に貼床されで

いたものであるa

この柱穴P3を儲って制宜すると、中に帽形で実形の右孔鍔付土器 (42)が直存Lでいた。そ

こでも.時期を確かめる意味もあって39号祉の調査に踏切ったのでぬる.

遺構!率、桂5闘の正円形で床面は竪〈、合炭層が5聞の厚きで認められた。炉は 中央やや

西北寄ηに床面を浅<< ，.め、その中心に安山岩の角石6闘をもって方形に囲った石困炉でゐ

った。この状態は、小形町プJ形石囲炉から円形石困へ移行する過躍のもので、明らかに藤内E

式朗に典型的なものである。

住穴{率、 Pl-P!> までの典型的~5桂穴で、その他の遺構"認められなかった。

遺物l志、前記の有孔鍔[サ土器のほか、炉祉の北隅の樺石の上に完形の器台 (43)が置かれて

いたほかには、わずかの破片と打製石斧 凹石町尭見がある疋けでもあった.

第40号住居祉

本社!I.収縦1l1iの建設用地の開査が一応完了後、敷地の盤備中に暗見された住居祉でゐる。

池後から比較的浅かったので、続土の状態は判然としなかった.

遺構は桂 5.2mの正円形を示し、開.tは南倒を除いて全周する。床面は、やや軟弱であった
が、柱穴は典型的な4桂穴であった。中央に不整形の凹みがあり安山岩の角石が置かれていた.

また、北壁直下にも問捕の凹みがあη、焼土が認められた。炉社降、この幾土と中央の凹から

柱穴p‘との中聞に地床式戸が認められ埋古書式戸はなかった。

遺物I志、完形土器3点と器形の判別できるもの5点のほか石田も多〈、土器は九兵衛尾植 I

式の標式的な資料であった。このほか無孔の有孔骨材土器l点が北壁直下広凹みから姥見さ

れた治、この雌L凸が、この時間の凹みとは考えられなかったので~JIJ資料とした。

本社は、中期初頭期としては、不骸形~住居祉の多いなかで極めて整然とした住居祉で‘埋

型炉こそなかったが貴重会資料である。

第41号住居祉

本社は.21号祉の調査の過躍で遺構の存在が確認されていたが、野外i更所の建設に伴って掴

査したものである。岡地の関係で完姻できなかったが遺構の半分Lλ上を調査することができた.

堆土のま後摘は、三角堆土、逆三角堆土とも良好であったが晶物は少なかった。

i量摘は、在 5mの円陪を示し、制盟床面とも調宜した範囲では良好であった。遣柵の南側
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は、 21号祉に貼床し柱穴は3個所かτ驚認できた。炉祉は、安山岩の転石を用い極端に西北寄り
に設けられ 東側の掃石がなかった。

遺物は、井戸尻I式土器1点のほか目に摺まる逸駒がみられなかった。

3 土壌の調査

剖査した土績は、主として屋内のものが多かった。これは、調査区カ寸度、住冒専用地械と

思われる場所がらであったものと考えられる。 Lかし 40号祉と41号祉との聞には、 大小1O{国

所の土績が楠出されているし、 33号令上と25号祉の中間にも大小4個所の土岐が望見された。こ

れらの土績のうち、際立った特徴を有す2-3について若干の考察を加えてみるごとにしよう。

まず 40号祉と41号祉の聞の土竣哲学であるが、割宜の過程で軟質ロ ムの上面から九兵衛尾

根I式土器破片とともに、打割石斧4点凹石2点などが散見され 遺構の埋没カ匂直認された。

遺構は、土績が10個所に丑ぴ、当初は住居祉の存在を予知していたのであったが住居祉には

ならなかった。これらの土療中からは、 7 ・ 9 -1l' 13を主体にしてM硝j~限 I 式土器の 小

破片とともに打割石斧8点、石匙悼の石器類4点 凹石3占のほか、制片石器4点などが検出

された。

土績のうち、 41号祉の東 O.8mの14中には、平担な底面に安山岩の再開転石を据え、そのよ

に完形土器(9 )を置き、その惜f!こ底部の欠損した土器 ([0)を添え出Eを伴つでいた。この

材態は貯蔵穴とは考えられず、むしろ、 一極の明術的な祭場Eの唱と考えるのが良さそうであっ

た。この岨の土績は、30号祉の中央やや東寄りの土犠が住居の中て・はあったが同種のものであ

ろ70こヲした聞は 最近、 各地で報告され控目を集めている。

次に、同規模の土績で、 石も土器も遣存していないものがある。今回の調査では、 33号祉の

北東壁外に 1;基みつかっている。この額の土績は、あま ηにも盤、吋ぎていで貯蔵穴とは考え

にくい性格のものである。

三番目には右だけ入っている土嫌がある。乙の掴の士援は、屋内にも屋外にもあり、甚績な

のか、貯蔵穴の目印に石を置いたのかの判別はっきがたい。

小形の土緩や不整形の土機の多くは、貯蔵穴と考えるのが最も妥当な組であろう。 現，fでも

農家では担革期や野菜などの貯融用にこのような穴を掘ってする倒が多い。

また 大形の土績の多〈は貯蔵穴と考えられるものがほとんどで、その代詩的なのが袋状士演

でもある。今次の調査では、 21. 25・26.32.38号の5"，から発見されている。これらの住居祉

の中の土績には、柱穴とまぎらわしい位置に存在したものまで'あった。これらの土績は、まき'

れも主く担粒の貯磁穴であったろフ。困みに、原村は上前尾根68号祉の土績底から粟の炭化種子

が発見されている。

剖



今次調査では瞳見されなかったが、世 1mを越す風呂禍状から.深さ1.5mにも遣する大形

土績の尭見が相次いでいる。これらの土績は.勿省、貯雌穴と宥えなければならないものが多

いだろう。

4 末調査の遺構

今次調査では、姥見した24基の住宙祉のうち22基を調査し、植複を免れた43 輔の2基につ

いては、位置を紀時するにとどめ掴宜はさしひかえた。

本節の執筆分担は下teの通り。

車21.23 剖 27.32.35.36-42号祉 E崎元広 第由。 29.39号社富坂光昭

策却 34号枇高林重水宮極光附 百22号右上 1M!彰 第25-26，31-33，37

38.40 叫号.1および土機武蔵緯六

第2節 遺 4却

石器

今回の調査によって出土した石器の総数は 4岨点在越える.こ 、ではそれらを住居祉別かっ

緬年順に図示しで、補足的企説明と配起をLていきたい。た疋し、 住居社が揖みるって重観し

ているところて・1;.土器のようにその所属を区別することが離しいので不適当な担入が多少は

あるかもしれない。なお、 i殉宵で断わっておいたように、石器の呼称は従米のいわゆる打製石

斧にかえて「石棺わいわゆる楠刃型石躍をすすめて「打副'6J1l丁」と思い切って改めた.また、

いわゆる石匙といフのも止めて「有肩扇状』とか「靴形」あるいは「有革J ~どのように形態

と周過を踏ま えて岬ぶことにした。輯Uτ弥生時代の石副島具の呼称を援閉するこ とにした。

第40号祉(九兵衛尾恨I式期) 1 -17 

1-7は石鍬、 8-131ま各祖形状の打割石庖丁である。これらのうち 3. 7 . 8 . 10 . 11は

片面に石材の表皮を有する。細身~石睡 1 の上半部開栂 1;融打仕上げて・臼つ 11< 潰れている。

方形石庖丁8の稜幅は三辺とも鋭〈、11は恰も二枚貝の殻みたいであり、 121ま外苛刃半月形町自E

&.. 14は分厚いが揺り易い石片で、稜蹄の一部が鋭い。凹石151ま石崎状に}(Sられている。16は

3i雌~ ;17は制離がみ られる黒曜石片であ る.

25 



第30号祉(九兵衛尾楓I式期) 18-34 

18-241ま石離で、 19.21.22の刃先i志摩揺している。25は上下端が折れた轍ともJ垣丁ともつ

かない。2oは粗雑な打割石周了。27の石鍬の表甚にはなぜかノミ療のような凹みが刻まれている。

凹石油-30はいずれもザラッとした膚をしでアパタ状凹痕が散らばる。 31は浅い石皿、 3211石

錘、 33'341主制片石器である。

6 

2 

3 

AI 

民
判
事
ロ

7 

旺乏三三三三三込 s

E 5 lO，・

4 5 

' 

" 
第8図 第40号社(九兵衛尾根I式期)の石器 ( 1/3) 

1 . 6 スレート 2.3'12.13;枯鋭治 4 硬砂岩
5 紡綾岩ホルノフェルス 7 . 14 ;砂岩ホルンフェルス

8 . 10 ;スレート質砂岩 9 ホルム〆フェルス 11;千技省

15 ;暢石安山総 16 . 17 ;期阻泊
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!il9図 第却号祉 (九兵衛尾担I式周)の石器 (1/3 31; 1/6) 
18 ;格復岩国 21.22;スレート 20・32 硬@岩田 ，ホル Jフzル九

割訂，粘板岩貿砂'f:: 25;砂岩質結板活 26 砂営実スレ ト
28-31 ;燭石委山公 33 思確后 34 チャート
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第10図 革5-14号土智駐{九兵衛尾植I式聞)および附近出土の石器 ( 1/3 ) 
35，37'43-45;硬砂岩描 40 砂岩ホルンフェルス甜，鱒緑岩

39 .41 岨 ，結晶緒 42. 47 ;輝岩~総柑片岩 44 粘鋭治ホルンフェルス

46 回，婦岩 48 スレート 51 . 52 ;綱石安山泊
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第5-14号土繍およびその付近ならびに第37，34号祉(九兵衛尾担I. II式聞)出土の石器

53-曲;5 -14号土績およびその付近 61-54; 37号社 65-67;34号社(1/367;1/9)
日，樽石安山岩田，単斜斜方海石角間石安山宕 55 因。 67 鐸石角間石安山岩

57-60 ;黒崎岩 61.62 伍 1硬砂泊臼伍 1絡調省ホルンフェルス 64，輝緑お
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第 5-14号土境およびその付近 (九兵衛尾恨I式期) 35-ω 

35-46は石轍である。全体に胴〈びれのするおはきれいな出来で、刃部は九<I¥!滅している ω

39と42は刃邸を斜めに[学り屑に浅い括れを加えている..431率制り砕くようにして大き念伍れが

入っており、制も{以ているが片冊に樽いo45は定角式の石斧組にきちんと作られ、 461:'繁材の

表皮剖を片刃にとり両冊坦に梧〈浅い揺れをつけているが‘ともに小型の轍でもあろう o47は中

緋除草呉と考えられる捕に長めな靴形石器。481ま樽身の長方形石!白1であり、背緩は酷打J捕

れし、刃輯には世周1¥1減がみられる。 49は分厚い石片、国は平たい小石を書Iって簡単に加工し

ているが、どちらも怒り岳〈作用個所の俊雄は細めにとってある.

凹石51-55のうち日はー倒面にかけで石鹸状の陪輔りがみられ、炉中にでもあったのか灰と

煤と雌土色にまみれている。551本表面が揖ぃ赤茶の酷化怯色をしたローム層包吉曜を用い、他

とは石紛が異なる。56はさらりとした粛の麿石で、ところどころ赤ノンク色町しみつきが認め

られる。 57-60は片面倒に微小制離棋のある制片である。

第37 ・ 34~苦祉(九兵衛尾恨 1 ， n式期 61-67

石岨61 臼は片面に業材の表皮を残し、分厚〈細身 ~65は刃先が土描れしている a 日は片冊

に薄いので打製石庖丁とも受け取れる。臼はきれいに晴られた細担鰯輯岩の河原石であり、ご

く微リ細~アパタ状慣がみられる以外はスルッとしている。 56も硬砂柑のそれを用いているが、

とれば片面に転石の表IJiを暁し、表裏の両面は世間の結果ザラ γとLた省腐を需わにしているε

石皿67信制いアパタが目立つ。

第32号祉 (藤内I式期) 68-145 

乙の3震は豊lI;なi¥¥物をとどめておη、石器も全セットが揃っていた。ただし堆土中には後の

弁戸尻目釘よぴ曽キ1)1式土器の投込みがめり、また九兵衛1尾担H式醐の42号祉を"して構築さ

れた住居なので、出土石器のなかにはそれらの時期の品が多少揖ぎつでいる。

石棺は、 68-101までの担占が出土した。その形態を寸法で分けると、通常の大きさのものに

対してそれよりーまわりからこまわり小さい93-閣のような小型な織と、身巾が狭〈細長い97

98のようなタイプとがある。輯じて刃先はU字形に円いが、左右どちらかに困っており、回

~師会どはJ字形の斜刃となっている。69. 71 . 77-81 田町刃先には摩滅がみられるが他は

風化しで判らない。者柄の浅い括れや黙り気ない後りを蔚に有するものは、 68-70'72-74 

78.83.91 岨蝿であり、 Hを占める。また河に当る71. 75-78 回 81田朗 90が片

聞の一部または全部に転石の表皮を萌している。 102. 103は石献とするには不定形な石器であ

る。

次いで、l加は有肩石雌とでもいう風な形聾をなし、頂端にもをたりが入れられている。105は片

面に表皮を有するスレート製の靴形石田である。藍晴しい出来であって.弥生時代に下伊務池

方で世われた靴形石器と比べても金〈撞色がない。 106も前二者と相叫た形躍の石器であり、

一 泊 ー



頂輯にさりj;¥ない快れがみられる。 107は靴形に準Uた形態、 108は有肩長方形とでもいうべき

石器であり どちらも韮の頂端に石材の表皮面をとどめている。これらに柄を取付ければ除草

具となるだろう。

109-111は片側の俊掃を刃とする畳手な石器であり、 109'110は詑彩、 IIIは厚手の謙形と

見倣せる形態である。 113は明暗な執りをもった謙~刀子形の石器であり、刃組には刃こぼれ

のような小剥離痕がある。 114も韮を作η出した刀子形のE器である。112は紡錘形、 115は外背

刃半月静、 116と117は直脇刃半月形の打製石庖丁であり、 115-117は刃韓に摩耗が認められる。

また116と117は石材の表皮面を一部にイIし、 117と115の背綾は融打H上げでつぶしでいる。

次に、凹石ないし陪石の矧は118-136までの19個が出土している。これも通常の大きさや形

閣に対して130-133のようなコロンとした小型品と、136のように不整形な粗製凹石とが組合わ

さっている。また、129のような角張ったものが含まれる。 118.119 -123-129は全般にアパタ

~ヒダ状あるいはとりとめない小凹棋の荒膚をしている。 127のヒダには位色をした暁土のよ

フなものが付いている。 120-122は削た形状をして石基のきめは剖と細かく、凹みは雨摘状で

捜ぃ。小型の130-133も雨滴状の小凹躍。日4はきめ細かくきれいに磨られ凹みも艶遣しきって

長く延びている。 135は他とは異なり、 三面にスルッとした滑らかな感触があってへ乙んだ

ようなアパタ凹檀を伴い、上下の端面は細かく酷打されている。粗製の136はいかにも軽M。

石皿 137は正也のま‘主活面上に措置されていた。皿の周樟部には加工時の粗いノミ状打療

が残っている。士械が刻まれている破片 138は静利E式頃の湛入品であろう。139-141は乳棒

状石斧であり、139は片面をベタッと平らに整形している。 142-145は片側に微小剥離揖を有す

る剖片石器である。

このように32号祉には、耕作~収瞳~製粉に亙る各作業に必要な石製農具のすべてが遣され

ていたわ付である。それにひきかえ 石織がl点も出土していないのは正に吋躍的といえよう。

第21号祉(藤内I式}明) 146-174 

この佳居にもまた注目すべき慣れた石器が官されていた。 146-153は通常の石鍬である。146

は平鍬そのものといえるスレー ト割の秀作、 148は石材の表皮を萌し敵打によって浅い括れを

作り出L、149も片面に表皮を有し厚固な刃部l志摩滅して丸くなっている 。これらに対して154

と155は士の剖に身巾が広〈、 向厚にこんもりと した表皮を有する石鍬である。その延長ょに

位置するような形態をもつのが 15oて・ぁη、有田闘状石器と呼んで差支えない桟緋周の離だろ

う。 157は小型でるあるがI貢樺な形態をもら、厨の挨りは丁寧に加工され明桔にも浅い挟れがみ

える。

158は加工途上で放棄されたと思われる石片、 1591ま祈れた石鍬あふ刊ま小型のそれとも判別

できない製品である。 160も鍬形をとつでいるが片聞に薄〈、鋭い曜が通っているので打割石

庖丁とも見倣せる。161. 162は打製石庖丁、 163も庖丁形の不整形な石器である。164はひど
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第12図 1/;32号祉(藤内I式期)の石器 (l!3 ) 
68.70.n.向 79 田 -85 帖板宕ホルノフェルス

臼，妙法貨給板L岩 71;輔輯虚 73 割前，給続法

75 ;拍板泊貨砂岩 76 田，スレ ト 77 合磁鉄鉱滞IEtt岩

78 剖 81;硬砂活 酷，砂おホルノヲェルス
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第13図革32号社(庫内I式朋)の石器 (1/3 ) 
圃，輝岩田 92.95 弼 102. 1回 l国，枯緩岩ホルンフェルス

9O，千枚岩 91.98.107;帖板倉田 'fl ホルンフェルス

制，砂'llt11粕板岩 99-101 ;硬砂岩 104 縁日ヰ校岩

l目。スレート 1岨，頁省質粘板岩
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l国，硬砂治 110-113-117;スレー ト 1l1.U4;結板岩ホルンフェルス
112 ;砂岩質枯緩岩 115 . 116 ;帖板治質砂忠
118-1担 1輝石安山総
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第15図第32号祉(膳内 l式期)の石器 (1/3 ) 
l田 1剖 1国-132;栂石安"，泊 125 . 128 ;隊石角間石安山省

126 ;角間石安山宕 127 . 133 ;単斜割方輝石角間石安山泊
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〈風化Lでいるカ可藍を有する櫨形石器であり、鋭〈通った刃棋には摩耗がうかがえる。そして

石鎌 l回以石器中のハイライトである。貧土色の滞片状に風化しているが帖唖岩永ルンフェル

ス製であっで、身は樽〈、形状も現代的r;t刈雑と金〈変らない.韮尻，.右よりに作られ、務柄

の浅い扶りも同方向にずれているが、これは片手で斜めに引くようにして刈る小蝿の形態であ

る。

凹石166e167はアパタ~ヒダ状の膚をした不務形品、小型な168はR変化鉄の厚い被I揮をもっロ

'" 
"渇 ~Q 
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く〉四

137 141 伺

第16図第32号;祉(陣内I式聞)の石器 (1/3 137;1/9 138;1/6) 
134 . 135 . 137 ;輝石安山岩 136 .138 .単斜割方偏石角間石安山宕

139 ;蝋岩 140 ;樽録法一鱒蹄扮岩 141;錬緑岩?婦猪

142-145 ;黒附柑
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第17図節目号牡(麗内I式朋)の石器 (1/3 ) 
146 ;スレート 147 .1日 155. 1団 159 ;ホルぷフェルス

148 ;緑担線療片岩 149 . 151 .154 ;使砂岩 150 ;粘縦揺苦貿砂指

152 ;鱒締結 1田 157 ;砂掛ホルンフェルス

l印 l臼 165 ;帖板岩'"ル Jフェルス 161-1日 ，枯飯お

-37ー



ーム包含欄在世間している。169は届平棒状の揮を使用 した石器である.両而とも微細なソパカ

ス状躍があり、揖にかけてはスルツと滑らかになっている。 E斧 170は体冊面に酎打畳形の痕

跡カ吻量っているが、胞背両副1;1平らに師国され、乳棒状とは古い縫い形説を呈する点、ゃ、持

妹である。 32号祉の 139も問憾であったo 171の肱には融打凹t艇が剖まれている。 172'173は制

片石器、174は石銭。

第33号祉(J車内I式期) 175-190 

175-178は石棺であるが、 175は片糊に博く、 176は片面に表皮を有 し、178は丈が恒いo179 

は厚手の鎌ないし詑形の石器て・あり刃剖はギザ闘に去っている。舟形の打割石庖丁 目011，背

綾部が融打され丸くつぶれている。 1811孟ff肩石器の韮部。 l担は山のような表皮節をもっ

1“ 

1伺

"， 

花街j
2 = 些生コ

~~ 

第18図 第21好社{陣内I武闘)の石器 ( 1/3 ) 

166-167;縦石安山給 168 ;単斜斜方縛石角間石安山岩

169 ;銅線岩 110 ;総理片怨 171;鱒岩 172-174 ;剥岨宕
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大きな石片で、片岡の峻が刃になっているo 1田は21号祉の169と問掃な石器01制もやはり編輯

l¥'の転石を同い、 1，聞が平滑面をなして細か会アパタ松田をff'入上下の端部にも訂由がある。

また185は唖砂おの転石がツルリと庖られ、桟ぃ凹熊やアパタ状の荒れを伴っている o 1861;1:.普

過の凹石であるが全体にタワ γで洗つでも繕ちない黄土色のロームがこびりついている。187

188硲微細 ~j耐l雌と加工がみられる制片、 189 . 1阻は石銭。
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第四国第33号祉(藤内1式剛)の石器 ( 1/3 ) 
175 ;粘紙岩 176 . 1田。硬砂岩 117.179;千牧岩 178 ;スレー ト

1田，砂岩質スレート 181 ;輝輯凝五反省 1由。鮎板宕ホルンフェルス

l由 l曲。鱒録法 1酪，淘石安山岩 1酔-190;黒眠岩
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措20図 第35号祉 (1車内E式聞)の石器 (1/3 ) 
191-1由，硬砂治 l担 ，スレート 195 ;砂岩貿スレート

196 ;スレート貿粕緩総 197 . 1田，粘躍岩 l曲。粘板治'"ルンフ三ルス

2岨，単斜斜方鰍石角間石安山宕 201-203 ;輝石安山縫
四4 砂場ホルンフェルス 田5. 206 ;黒岨措
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第21図第22.39号祉(雌内E式閉)の石器 (1/3215;1/6) 

207-215 ;担骨祉 216-219; 39特急t
却7 粘板岩 田8 種砂沼袋路 210・219;枯仮定普ホルノヲェルス
211 ;スレーもト 212-217 ;輝石安山1:: 218;ホル〆フヱルス
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高2耳圏 第41号祉(弁戸尻I式問}の石器 ( 1/3 ) 
220 • 225 ;杭緩おホルノフェルス 221.229. 2却，穫砂岩
222 . 224 . 234-去泌，鱒岩 2坦，縛蹄省 226 ;鮎緩滋賀砂岩

IOc. 

ZZI スレー ト 2四，枯板省 231 泊3 鱒緑磁灰岩田2 ホルノフェルス
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第35号祉(藤内E式期) 191-206 

出土点数は多くないが且要な石器が含まれでいた.191-196はいずれも出来のよい石棺でゐ

り.193' 195 . 196はキコ背に表皮両を引し‘ 195はU字形の刃都町商全体が取摘して滑らかに

なっているo197は21骨祉の156と同形な有百石器である。198は靴形石器のようにもみえるが打

製石崎丁疋ろう。199は両欄端に毘い棋りが入れられ上辺にも浅い桂りがある。これは、左右に

人差指と灘指をかけ、上辺に中指を添えではさみ持つと、冊指が下辺の刃部に当たるように出

来ている。噂北の押昭文化や下伊都地方 中部瀬戸内町弥生文化に普遍的会穂摘具と基本形態

をーにする石器であり、中国での呼称に揃Uて両側繍狭白石器と呼んでおきたい。

加0-203はそれぞれ形状を異にする凹石であり、 2021こは糞土色のロームがこびりつき、世っ

ても落ちない。204は方依状の河原石でhるが、加工の棋はよくわからず、自黙のままらしい両

帽の括れのうち片方にはい〈らか手が加わっている脱線である。叩5 却6は微細刺離揮のある

制片。

第22.39号祉(藤内日式期) 207-219 

四7-2151;1:.22号栓、 216-219は39号社出土である0207'218'219は石蝋であるが39号祉の2

倒は組た形状をな し、219は浅い扶りを.(:;して刃部斜面は土摺れの滑らかな感触がする.回81ま

LZ====主

'" 

51務.3
iU:議": ..ヂ
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238 

239 
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策お図第41号1Jt(弁戸尻I式問)の石器 ( 1/3 ) 
田7掬石安山諸国.8.240;単斜割方雌石角間石安山活
239 ;絹布!'J問石安山右
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第24図第四号l:!l(曽判I式問)の石器 ( 1/3 ) 
241-243.247.248 ;ホルンフzルス 244 ;スレート貿砂泊 245 ;磁砂岩

246 ;給級定 249. ~説。私誕必ホルンフェルス 251 ;砂岩ホルンフェルス

252 ;単斜斜方鱒石角間石安山岩 2日-258 煉石安山忠
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大き〈破損しているかもしれないo2閣は小型な石鍬、 210は石離とも庖丁とも見える。どらら

も嵐仕がひどい。片面表皮の薄い円形石器 21H之、閤揖全体が九昧を帯びた刃となっている.

凹ti212-211. 216・217のうら217には洗っても落ち念い茶筒色の付者物があり、 216の一曲に

は灰制色に煤けたようなところがある。215は浅い石皿の破片.

第41号祉(剖戸尻I式期) 220-240 
ここにも控目すべき石器が含まれていた。石鍬のうち220-2剖l率、みな片面に石材の褒皮を

有し、 220と224は厚川本棚を雌打して耐の悟れをつけている。225のー剖には光沢ある議舶のよ

うな物質が薄〈付着しているo22引率浅い主たりのある小型石暗。2271j'.分厚〈、-1l¥!を除いて周

輔が融打揖れしている石器。 2281本四辺形な打製石庖丁。 2291~35号壮の 199に単ずる両個端技

口石器であり、上辺にもうRけのないよう酎圭い扶りを加えている0230は基部カ噛損しているが

わんぐりと Lた担りを有し、両辺がギザギサ・した石fèである。細身~石鯵 231には腎かれれた.

斜角に掴って片明刃を作り出しているからである。描揖色の繍輯躍灰岩担で、韮との境には浅

い快りが入れられている。そして裏面にはなにか焦茶色のものが樽〈付着Lている。232は大型

な石鍬の敏片疋ろうか。錬蹄凝灰省副の 233は両冊而と片面の下側カ噌B分的に研磨されている

ので、局部肝製の石斧と見倣せる。

次に、234は軽い縁倉町河原石を使っている。表裏ともや、膚荒れして浅い凹みがあり、上端

にはいくらか打復が認められる o235' 236は乳棒状石斧で、田6の臨管両面にはなぜか凹石のよ

裂柄。

れ A 2M ~~ 

問"。眠副司YU
目園

革2耳盟 第四号祉(帥利I式期)の石器 (1/3 2砧 ;1/6) 
お9:.策担 2曲 誼3 婦緑通話灰岩 261 ;精恕 262 ;嫌結主雪
国4-2田 ;!崎剛省 2伍 ，千枚岩質変鮒活
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うな打躍凹みが'll'しく 大きな裂他面にもアハタ状敵打痕が見え、現繍も打欠かれた後に酷打

されている。凹石237-240のうち 2'0は綜い酷化鉄のしみつきがあと自候唖を用い 凹んだ剖

分のみ礎品が峨睡して石基が白っ!晶、。237も同捕に瞳化怯の市役を茶褐色に受けているが，両

而の凹みは白粉をまぶしたように生々し〈白い。 239も不盤形である.

第29帯主上(曽平III式期) 241-266 

酌'1'土器を二つ保有し、石柱が"る特祭会家であるが、石器では庖割石斧の在り方lこE映さ

れている。先ず、 241-割以本石離である。 243は粛に括れをつけ、244と2451率表皮部を有する。

剖4の刃先は丸減りし下半身の表皮面に及ぷIl!輔惑が"る。2'9と250は似た形状のf4ぃ石庖Tで

"るが、 249は浅い挟りを有するので形状から Lても石雄とみるべきだろう o251は外苛刃半月

形の石庖了。252-2団は凹石あるいは庖石であるが、 2521判別措の大きな打怒揖が目立ち、 258

は石轟がきめ細かく、きれいに躍られてその状態が両面の凹穴の中にも亙んでいる。

特傑舎のは、それぞれ形酪の追った 5J~の石斧を有したことで、今回調査した住居中て'.Qも

多い.しかも、2日はもとl手手L樺状石斧であったろうが石槌と呼ぶべき状態である。下lIi却は敵

打されてすっかり演れ、政端師も酷打聾形されて、 fφ却の両面および個面にも二次的な打痕が

みられる。そしてこれも二次的会加工らしいが、聞から上を全体に括れき句会ている。2曲も見か

けたことのない作りの石斧である。ニれl主婦輯曜灰岩の属平会転石をそのまま γルツルに研磨

している。 261-263は定角式石斧であるが、他に同タイプの石斧は炉の隅に石神を埋設した祖

母枇に見出されたにすぎず、一般的でない。 261は時服青色の錨翠割、 262は蛤刃町大型晶、2日

は細身でうす〈両面に手垢のような摘いしみつきがみられる。

266が住居北隅に立てられていた千枚府賀藍鱒岩の闘い柱松石である固一面の中央部は膚ずれ

して3個所ほど凹穴が並び.真中のは回転揖のごとくすんなりときれいである。これは特別に

大きいが同種の石器としτ'1特祉の234と28号祉の話。があるo2臼は組製の石錐状、 265は微小

刺瞳のある刺片。

第26号祉(曽利I式期)および第31号祉 267-283 

267-281 は第26号祉の石器、石雄.282. 283は31号社(曽孝IIN式剛)出土である。石鍬 267-

271のうち 269と271はや‘巾広で似た形棋の小型品である o 269は部に表皮を暁し、 2701志震

に操りをもっ。凹石272-276のうち訂2の片面は破flとも整形遣上の削りともつかない状聾を

呈し、 273はやわらかな肌色の表庄を被った自問曜のー舗を打欠いて整形した組制品で、 276の

片面は石曲状にきめよく出られている。 277は小さな?可原石を削ってその周障を打欠いた厚手

町刃畠である。石鍍278-281が4本出土Lている.

第25号祉(曽利E式期) 2剖-333

この住居も豊富な石器セ γ 卜を出土し、特に凹石顕に特融がみられるが，それに反し土器セ

ットの遭存は貧弱疋った.石離はZ剖-297までのl' ・~.o286はひどくネコ背な石材の表皮却を片

- '6ー



面にとり、日が括れる。 287も派手に直り追った作りであるo289の項唱には捜い棋りがつけ ι

れているo 298と299はともに靴形石田とみられる0298は頂端に石材の表皮をおき、相対する主

い棋りをもち、樽ぃ刃剖は使用樺れしている0299は片面に表皮を有し 刃部は丸〈取耗しでも

第26図

'" 
2鎚

2悌

215 

AI AI 1¥1 
m m ，.， 

m 

お2

主 "倫

第26号祉{曽利I式問)および第31-:号祉出土の石器 (1/3) 
267-281 ;お写祉 282.za :31号祉

国7 ホルンフェルス 2曲，粕仮岩田9;千枚結 270;スレ ト

271 ;粘板岩ホルンフェルス 272 ;樽石角閃お安山宕

目3. 274 ;単斜斜方蝋石角関石安山岩 275 . 276 ;輝石安山縫

目7.2田，硬砂岩 278-281;黒陪泊 2田，千枚岩質スレ ト
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第百図第25号社 (骨利E式聞)の石器 ( 1 /3 ) 
描4-袋路 301.305 ;ホルンフェルス 287 担8 目1-293 却4 枯紋岩ホル〆フ ェル免
田9 砂公 290;砂泊質枯厳岩田4.2咽。スレ ト

四5 四7.粘坂浩質砂岩ホルノフェルス 296 千俊治

300 鱒輔岩 3皿却3.3岨，硬砂岩

48-ー
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第28図 第25号社(世利E式用)の石器 (1/3) 
307 . 310 . 311 ;粘板岩 308 ;粕板岩ホルノフェルス 3凹!砂'"

312-318 ;錫石安山泊 319 ;揮石角関石安山石
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るが一部を欠失している梗捕。 3曲は分厚いが刃舗は鋭〈、背破も丁事に仕上げられ丸昧を帯

びた石器である..301-却41まいろんな形状の石国丁。舟形の3D21ま背に表皮を"き、締形の303

1ま表皮部を刃却の欄tニとつでいる。3D5は笈皮をー械に萌す両欄縫扶白石器.306も表皮をt.ち

ギザギザと加工されているが、両冊箱に極く措い扶口カ弔Zめられるふ071志野カピ色に風化し、

韮尻が少し折れでいるが21号祉の 1651ニ匹敵する石鎌であり、金く同形な作りとなっている。

却8-311は不定形!l石器主いし石片であるが'.3{)8 却引率小型石棺 310. 311は冊輯を):Jとす

る石器と思われる。

'" 

l2・ 認3

別協
'" ヨ7

E季刊管切 ~~ 島1m 
ぉ. '" 

3JO '" 
富田図 詰25号祉(曽手lJll式闇)の石器

E 

A~ 
33' 

(1/3) 

'" 

，，~ 

一

認o.322 ;単割 ・斜方輝石角間石安山岩 321 ;輝岩 3坦;蹄石安山岩
3目;輝暗躍灰岩沼5-333;黒岨岩
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次に、312.313.314は普通のものとはや、遣った凹石である。 3聞とも形状は盤わないが石

基はきめ細かく滑らかな膚をして、両面の凹彼は細かなアパタ調にとどまり、片岡面に押しつ

けたようなスルヅとした浅い山みカある固 313は上下の端部に細カ il打出がみられる。 314の醐

面の凹みは爪を押Lつけたようであり、さらに上下端にもツルッとした浅い凹みを伴う。そし

て各面の凹みの周囲には黄土色町土がLみつき、抗っても務ちない。これに対して妥磁i面の樟

は微かに膚荒れ担昧で、灰白色な岩石の色をみせている。 315-318!まいずれも両側面に凹みが

ある通常の凹石である0316は片面が石曲状にちか〈肝られ楳色に変色している。踊平石鹸状の

318は凹みも長〈延びでかなり匝いこまれたような感じがする。 319はさらっと庖られ、320は盤

形してなく軽い。大型な 322も自炊輔のままであるが金f~にスルリとした膚で 片[冊は亀の甲

緩形を里す。 323はきれいに府勺れた球形町丸石。 32l1i縁結の河原石を用い‘両面に噛でっつ

いたような制Z組長の集合がゐり、両先端にもアパタ状の細かな打出がみられる。

324は刃部をわずか研隠した局部閉石斧である。沼5-329は微細"制簸を有する不定形網l片、

沼山本石雄、 331は石銭形の両国加工品、 332 お31:'石雌である。

第28号祉 (曽利山式j聞} 334-360 

話4-3371ま石離である。耳4と 3361~片面に j(J}: を有し、お6の斜刃は丸〈摩滅している.お8

li有岡田状石器でみる。 339-3421ま打製石1包丁であり .339の刃組"少 LjL~を帯びで刃こぼれ

の組制緩彼がゐる。長手~ 3431ま詑形石器と目される。 3441:鋭いl淘踊をもっ大きな石片o345 

~担91;1凹石およびm耳石。 345は片面は荒腐をして両側面も打出荒れが目立つが、池田面は石曲
状にテカテカと暗かれているo349も連鎖状アパタ併で荒れている部分以外は滑っこい。 3461ま

周縁飾に打欠き躍を暁す粗製品である.詰Uli輯泥片tiの届平躍をl変った石器で、両面とも膚荒

れLて2個所づっ浅い凹みがあり、周桔却にごく閣かカーボン障のこびりつきが認められる。

351-355は微細制緩踊のある不定形制片、 3561孟石倉健である。干し棒状石斧357の刃部は融打さ

れてすっかりi貨れ、出いものにならな い。的端から洞，臨背却にも二次加工と思われる打出ア

パタが箸し〈、 29号泣の 259の糊告とよく似た状態を呈LているJ団は再利用品ともみえる干し

惨状石斧の裂片、359は定角式石斧である。そして、炉の 角に頭部を出して埋め立てられてい

た石織が 360である。角閃石安山岩で作られ 石基は蹴官で削と重い。裏面の中央部は平らに

麿民植本はカキッと折ったよう会組睡である。 29丹羽tの税でもふれたように、時期は踊たっ

ても28号祉の石器の在り方と29号祉のそれは相似する点が興味探〈、二肝の家の特E家主性絡を

考える手懸かりと会る。

第27号祉(曽利回式期)および第23号枇推土中 361-399 

361-3871ま27号社出土の石器である。石鍬361-372のうも 361. 362 .368 . 369 . 371は片聞

に表皮を布すo361.3621ま上半がゆるやかに括れ、描lのU字形町刃摘は思輔して丸L、3631ま斜
めな現状の刃が腰の辺でよく収減している。また府iニ浅い快りをもっ。耳8も同タイプらしく、
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話X潤詰盟号祉{曽利回式期)の石器(1/3) 
担4.338 ;複砂省耳5-337;給板結白9;スレート
34.0. 342-344 ;紘級公"ルノフェルス 341 ;ホルンフェルス
345 担7-349;鱒石安山岩剖6;単斜斜方輝石角間石安山総
3団。総泥片岩 351-3国;11¥岨岩
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やはη蛇りがみられる。 373. 374は鍬とも庵丁形ともつかない。 375-378はや h 不定形な石庖

丁で、 376の刃融には摩耗が認められ、 378は片面に表皮がある。凹石 379はきめ細かくきれい

に陪られ、片面は石曲状になっている。 380は普通の凹石、 381は斑品が浮いた組製凹石である 0

3田は石斧の破片、 3田-3851ま不定形な制片石器、却6は剥離加工された蜘j片である。また詔7

は理費に懸念、っていた悼棋の石片であるが、一方の先端はいくらか献打撮れしているように見

える。

担8-3991ま、平安期の23号祉の堆土中から出土した石器である。 388-39邸主石鍬、391は両辺

の厚きが不埼等で石拙ともつかない。392は片面表皮の薄いスレ 卜製石1庖丁で、弧状の背後に

直空しで剖目のように見える簡単な研庖擁棋がついており、この部分はIfl耗感がする。393は滞

身な有踏石器 3941;1:凹石、 395は浅い石皿である。 396は石錘。四7-3問主石錫ゅ

第24号祉(曽幸UN式期) 400-422 

400-408は石鍬であるが、 407は石直下状とも受け取れ、4081こは不審な快れがある。409と410

は有腐扇状石器である。411は上辺ヵマ葺く括れるが対応する欠けは砿備のようでもあη、靴形石

器とも判断つかない。 41mi~い映りが入れられた石舵の革部であり、 4131附銭形石庖丁、 414

は鎌形石器である。415は片面表皮の穆いスレ ト製てヘ左辺の上手カ河童〈剥離され、対応する

右辺のや、厚固な援は躍られている。両剛端技白石器の仲間といえよヲ。凹石416-418のうち

417は鱗形してない帆製品。4191ま踊平な侮輯岩の河原石をmい、凹慣がピンホ ル状様~アパ

'" 

3珂

」 l{)~m 

'" 。 20cIII 

措31図第28号泣(曽和l皿式期)の石器 ( 1/3 3曲 ;1/6) 
357 ;縛岩 358.359;練絹凝灰岩 360 ;角悶石安山岩
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第3~耳 第27号社(曽利国式醐)の石器 ( 1/3) 
361 時4. 371・3η378;硬砂岩 362. 376 ;スレート

双)3'377;スレート奴砂結 措5 スレート質砂岩ホルンフェルス

誕)6'370; 粘板岩 367. 373 . 374. ;ホルノフエルス 描8 婦縁岩

369 ;千枚岩質スレ ト 375 ;枯噸岩ホルンフェルス 379.3曲 。錫石安山岩
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タ状彼~凹穴と集合推移する雌が蹴察される。420は緩宕の転石であるが枠に打痕や居時はなく、

淡い手垢惜のものが付いていてタウンてe洗つでも務ちない。 421. 42211$j片石器である。

母1
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(小林公明)
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ζコ
第27号泣(僧別l皿式用)および第23号祉推土中出土の石器0/3
381-387 ; 27号泣 388-399 ; 23-吟社堆土中

381 . 394 . 396 単斜割方輝石角間石安山岩 3田 393;帰結凝灰省

認3-386'397 . 399 ;織田主主 387 ;砂岩ホルンフェルス 388 ;粕続岩

389 . 391 ;ホルノフェルス 390 ;絹雲母片岩 392 ;スレ ト 3田 1嫌石安山治
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第34図 描出号祉(曽利N式問)の石器 ( 1/3) 
4叩 405'413;砂岩ホルンフェルス 401 . 4田 407. 409-;粕仮泊ホルンフエルス

4但 404 . 406 . 411 ;ホルンフェルス 4曲 414;粘板岩 410'412:硬ゆ岩

415 ;スレート 416' 418;輝石委山宕 417 ;単斜 斜方輝石角間石安山岩

419 鰐嶋倉 4田，縁結 421 ;黒曜岩 422 ;チャート
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2 土器と土製品

第三次醐宜では、 23基の住居祉と14個所以上町土療を尭見し調宜した。それらの遺構からは

土器をはじめ土製品 石器など多量の遺物がみつかった。本項では、それらのうち 土鍋と土

製品について完形または器形町判別できるものを主体に図示し、それらを各型式別に10大別し

て各遺構ごとに観棋の結果を要約して移身に供 LI::こい.

九兵衛尾根I式土器 第35-37図

第37号住居祉の土器第35図 1-5

本社は、 34号祉に西側のー却を埋められた住居止であるが完形上部はー点もなかった。

11志、口輔の内閣に平副竹菅による爪形の結節状i:.t融文を三絡めぐらす措鉢であるo 21阜、

阻い縄文による地主の上に、 ;1輯による玉抱き三主主を街き人形告表現する被告形態士のー却

である..3-4は上腕部の破片で、 31<辿続Y字文を袋わし、篭岨E式の手法を畳継いでいる。

4 1ム句 胴般に特盟{向~結節縄文を持つものである。 51志、底部であるが、このように医師まで

沈線文を施主し 張出底となる出形は、 篭制日式の系統をくむものである。

なお本祉に"，出37図17のような強11¥庇で、底部まで斜韓宝の施された土器による埋型炉

があった.この土器{阜、金書母を古みぼろぼろに焼けただれていた。

第40号住居祉の土器 第36図 1-8

本社l率、 重複聞係のない単独な住居祉で、 37号祉と同~<九兵衛J~l.艮 I 式闘に帰属する佳居

祉であった。

8{掴の資料の うち、探鉢が6個と圧間的に多く査形に近いものが2畑体あった。

これらのヲち 強出底は2であり、器高も超大の田酬といフ大形であった.この器形に額叫

する 1. 5 . 7 . 8の4相率、いずれも壇叩式から畳融がれた器形て'完成したのが2の土酷と

みられる.

主練1.，平行沈棉を主体と守る土器 1. 2と、縄文を主体とする 7. 8とがゐる.これらの

うち、 7と8とは、口唇直下に円または渦文が持間的であり、51率、口融部に細い刷毛目状の

平行it線が瞳り電制H式聞の膨曹カ句蛮いo 1 は どちらかというと電姻I式の施主手法を強〈

残しているものである。

3と41阜、器壁の全面に縄文カ苛値され、 41左目縁却の肥厚帯上にまでも縄文を押捺する特妹な

もので，8は、口密の内墜に縄文が押様されて関西的な匂いのするt置である.

三角剖宜をもつものには、 2' 6 . 7 . 8があり、5のよフ に ト字文を有するものは、この

時期としては符典会手法といえる。

また.土器町成形には 輔植法が多いが， 3 1志、給横f貞治噛1箸で手づ〈 ね手法を観察するに
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は絶好の資料である。

焼成は明るい茶備色あるいはチョコレート色て・金書母を含むもの2. 5と、角閃石の目立つ

もの8がある。二次世成ほ、いずれもみられるが、特に¥ • 3 . 8に著しく、内援に炭化拷の

附帯する 2. 3のうち、 2弘、中辺より下に、 3は.中央部に附脅するほか外壁上に煤の問者

がみられる.

このように、 40号祉の土器セットは、前剛最ヲ択の鰭畑式聞の器形および施主手法在世継い疋

典型的会九兵衛尾揖I式土器といえよう。

第14号土壌の土器第36図9・10

この土舗は、今次制査で提見された土峻のうち、 土器の遺存していた唯一の土演である。

土器{傘、 2点とも揮鉢で‘そのうち 91主、平行枕融を主体とし、純文は口融と上胴部に集中

する。そのうち、三角連続刻文は口皆、顕割、胴中央の3本があり、文様予告の区切りのアクセ

ントとしてつけられている。これらに区間られた各主描帯には、それぞれ特置があり、踊喝式

と呼ばれていた「群の土器の缶統を引くものであろう.この土器には、顕部に碩状の突起をも

っ結節瞳栃が4本懸垂し、蛇1*宜の原酵を形成している。10は、口縁部に細かい斜縄文を臨し、

平行沈融による雄形文と円文を組合せ、その間で、口昏との聞に前聞の路確B式期から査局す

る玉抱三貫主を配t..顕部の無文帯を介して胴都にI!結節縄文を施主している。

焼成li.9が費制色で良好でるあ句、外壁の上部に煤が附着し内援の下方に炭化神が附着しで

いる。101ま.錫色で埠成が悪〈、胎土に11母を含A.1'飽維である.内聞の上部に11，炭化浮の

附着痕跡がみられる。

第30号住居祉の土器第37図11-14

30号泣1;、34号社 {九兵衛尾担目式)の下部に摘策されている.本社からは、実形土器2点

と器形の判別出来るもの2点とが尭見された。そのうち 漆鉢は 11'13'14で銭形に近いの

が¥2である.¥2以外は強出底となっていた。

本社発見の土器1;，平行沈韓を縦捕に駆匝し、パラエテ に2臨んでいる.また、構屯する区

劃帯には三角割目を吏&1こつけた輯備状主が盛行守る。縄文の掘されるのは¥2の口密部だけで

他にはみられない.

ところで， 11の胴部にみられる弧状の沈観と ¥2の四角押引士が気にかかるが、これらは明ら

かに析しい要素である。しかし、全体としては、ま疋古い要素が強〈九兵衛尾恨l式とするの

が正しいと考えられる。

揖成i傘、胎土に金雲母を古みいずれも良好である。 二次火，.~の畳けプヲ l率、外冊上部に煤が認

められる11. ¥2があり これらは内壁の胴部から底部にかけて炭化津田跡と熟車部分が認め勿

れる。

さて、 一通η祖察結果を記してみたが、九兵衛尾恨I式の範暗に入る土器のなかには、¥，ヲ
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第国図 第37，42-36.34号社出土の九兵衛l副u，n式土器片 ( 1/3) 
1-5; 37侍枇 6 ;42完祉 7 ; 36丹祉 8 ; 34号社
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第描図 第40号社および第14号土拡出土の九兵衛曜栂I式土器 ( 1/6 ) 
1-8;40号栓 9.10;14骨土絃

よぴ拓彫の 3. 5のよ?に極めて古い罫曹を持合せているものと、 2. 3 . 9 . 14の畑〈確立

した要素の土器および、 7.8-10-11-12のように新しい要薫の生Uた土器というように3

つの要3憶が組合さっていることが判る。

九兵衛尾根E式土器 第35・37図

第42号住居祉の土器第35図6

本社，.， 32号祉に遣憎の大半を切取られて遺物は少なく、第35悶 6 が図示できた。器形，，~
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第37園 第30.37，36号祉出土の九兵衛尾根j.U式土器 (1/6) 
11-14; 30号枇 15'16，36号右上 17 ; 37号祉

頭部のくびれた褒形で、口結部と胴部に縄主の地主があり、上胸部には、沈舗と陸帯て・三角区

割士が交互に捕かれ確立する。区劃中には玉抱三主士と四角押引士があり、下胴部には述続する

Y字文が三宵学肉彫文を抱いている。蝉成の良い土器である。

第34号住居祉の土器 第35図 8

本社{率、 37号祉と30帯祉の二つの九兵衛尾根I式期の住居祉に貼床Lてあ、り、これらよりも

新しいことになる。

本社には完形土器はなかったが、厚手の深鉢形土器がある。たがい違いに斜行する縄文の地

主の上に隆帯で三角区劃文を施し 口径直下には巾広町深い枕組をめぐらしている。三角区劃

文の中には円と渦文を捕き、懸垂隆帯を底部近くまで垂下させている。また、口容には、府虫

頭を思わせる把手が2個一組で聞けられている。

胎土には花岡岩粉末を多量に握入し、構成は揖めて悪くざらざらとした感じである。

第36号住居社の土器第37図15・16第35図 7

本社は、 24'26.35.33号に切られ、わずかに三ヶ月形に捜った住居社である。

第括図7が大形であるほか、いずれも小さく薄手会作りである。15は、小形の壷形土器で胴

却に縄文の地士がある。 口容には刻目があり、口縁部から頭部にかけで4本の四角押引文が施

きれている。胸部には、四角の区副主が艶生し、半肉彫士と枕韓 国角押引文による謹形文

匝ミ委主などを配している。
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l6は、口揖区副主が新たに加わり、極めて新しい聖誕となり、 拍沢玉突に移行する前段の形で

あろう.

鍍351濁7の拓影は.厚手で大形の漆鉢である.口密は肥思し縄文による地文がある。岡部に

Ij:， t尤棋による連続Y字文と三本の沈顧の組合せが半分と、辿続Y字士の上に2粂の沈醜且ぴ

油状文の組合せが掛る半分を埋めている。口掃部と顕舗にかけては、 2粂のit舗と互伺文が組

合さってめぐる。

焼成i率、 l5が最も良好で他の2点は普通である。色調は、いずれも出褐色でl5には、生躍を

撞布した担跡が暁っている.

九兵衛尾椙日式土器にもI式と同じく‘第35図6.8のよう傘省三の土器と、第3咽 7およ

び革37図l5の確立した要素のもの並ぴに第37個16のように新しい要素の3つの組合ゼから成立

っている。これらの他に、今回は図示できなかったが、口掃部のi完結がY字杭に変化するも町、

四角押引文と胴剖が量削控形によるぎらつきのあるもの符が加わってはじめて完成した状腫と

なるのである。

藤内 1:式土器 第38-40図

第32号住居祉の土器 18-35 

32帯主tは 42号祉 {九兵衛尾拙E式)の大半を切取って摘第された住居祉で、推土の1ft酬は

理悠的なものであった.

なかでも、床面上10-宜km上の生措置からは、完形土器IU豆半完形土器5占副而把手l

内などが暁っていた。これらの土器の大半は側壁土の土棚のJ:にあったらしく、土相に完形土

器が今しも落ちんばかりの査で置かれでいえ。

器形は、浅鉢1点と衝形文上田2点のほかは、すべて探跡であった。

藤内I式期の土器の最大の静置は、同といっても描iR式土器の伝統を引く指圧僚と盟削り聾

形にhると宮える。 18. 19-21 認のs点がそれであるo 181志、ロ縁慌俳文が三角であると同

時に三角押引を多用し、明らかに新進式の伝統を引くものである。 191主、指圧植が著し〈桔構

成形の顕著な倒で、ゾウリ虫栂の抽Iil文の施主されたこれも典型倒である。また、口容直下の

四角押引による抽a文は、 21 とともに拍間式の影響が拙い。 20は、指圧棋と盟削 η の班点~具

備した土器で、抽徴主の提遣が著しい。 321ま、区劃文が主体であるが車削り手法によって空間

を案出するテクニァクは卓越したも町子ある。それに 白は、縄文と蛇体文 抽象主をI史周し

ているが 素地の嗣置は置削りであって、その上に文様を施している聞である。

また、 20 自のような永田文と 26のような円形l~出縄宜も強い特徴町一つである。

縄文を地主とする例に23-27.33の6点がhる。これらは、 23を除き、いずれも屈折ほの前

段である丸l庄の形聴を示し、新追式からの伝統が掛されているもの?みる。

描沢 新進式聞の伝統を引くものとして忘れてはなら会い特聞の}つに捻り把手がるる.l8 
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25などがその好例である。

把手では、ミミヅク犯手20'34のほか、捻り把手から転化した班環把手に32'34があり、変

ったものに33 担の蛇頚把手と35の顔面把手がある。

次に、浅鉢は無文であるが箆削り手法により、 28'29の僧形文土器は、いずれも初期の形態

を示している。特に28は櫛形士を欠く点、藤内I式聞のものである。 29も御形文の教が多く

通告する。

新しい要紫の土器は、 25.31・34などがあげられる。 25では、ムカデ文こそあっても、その

他のE告書曹はすべて新しい。 31の胴部の楠帯区割士も力が弱〈散揖きが目立つ。

ところが、 34は、力が弱いどころか極めて精力的会感Uで区副主Jが脳動し、新しい嬰紫のす

べてを掛め込んでいる。即ち、度包Eをいただいたミミゾク把手が桂しく器内をみつめ外{聞にも

目を持って瞥戒する織は、まさに、ミミプクの生障を削実に現わしている。それに、器壁の各

所に円を多聞すると同時に半肉彫三史文渦文矢形士 手形文単文杉華文銭形文など

を巧みに組合せて特奨な形の人体像を表現Lている。これについては、日'1項で詳細に記述する

ことにしたい。

新しい要素の一つ!:屈折底がある。本壮語見の土器で完全な屈折底は担えだ 県だけであっ

h 

~。

顔面把手35は、その顔貌からすれば、新しい要素がかな η強い。しかし、背面に聾形の女性

器を表現する~ど、かなり構細な査現方法を具備しているので、この時間のものと考えて差宝

え会い"'-ろう。

本祉発見の土器は、 28のl点を除き、おLなべで班成は良好である。ただ、指圧担および箆

削り整形の土器と地主に縄文を荷する 群は器監がざらつく傾向がある。

器壁に棋の付着するものに18. 19. 20 . 21 . 23 . 32・33があり、民化淳の付着は、 18-20'

21'23-28'33の6点に認められた。

なを、 30の桟鉢の内壁には赤色j顔料を撞布したもので部分的に残っていた。

第33号住居祉の土器3ii. 37 

話号祉は、西棚の半分を切られ、特に西南を35号祉(藤内E式)に、北冊の遺物の多い喝所

を甜号祉 (井戸尻皿式)に仲jられて遺物は少なかった。

36の揖鉢は、不正円形で口障が強〈内脊するこの時期独特の器形を示す。屈折却は、指頭に

よる連続液状凹みをめぐらし、その中央と上部に三角押引法文をあしらっている。これは、新

進式期に強い特置で、古い要量とみなければならない。器壁内面には匝用による荒れが底部に

かけて存在L、修理用の結束孔が2個あけられている。

焼成!ま良野で灰黒色を呈し、底部は栂色に変化L火熱を畳けたことカ呼4る。

31の揮鉢は、口樟部が欠損したもので、上胴部に描帯区割文がめぐる。胴部は、枕組と縄文
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描4(潤第21.33，3'昭祉出土の蕗内r.ll式土器 (1/639，1/4) 
36 ..37;担号社調-41; 21骨右上 42.43;甜号1110

の地主が2班の蛇体主によって区切られている.

蛙成{主事補色で良貯であり、外壁上方に煤が、内竪の底部に炭化擁カ附着している。

第21号住居祉の土器 38-41 

21号樹立、担号祉(九兵衛尾植E式)を切り、 41号泣(井戸尻I式)に埋められた住居枇4
土器は3点にすぎなかった.
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第41図 第22.35， 41，甜号牡 {也出土の藤内E式，弁戸尻I.血式土器 ( 1/6 ) 
44-46 ; 22号枇 47-印 ;35号社 51.52;41号祉
53;38号枇 54-56; 32号祉推土中
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38のi障鉢1;10、備形文土器の祖形をなす土器で完形であった.口雄部の突起の下に"， 連続液

状回瞳帯が下η、胴師の〈ぴれにもめぐる。下胴師にl阜、すでに御形文に転化する直前の区割

が尭生Lでいる。上胴部には、まと文雄が施されているが、口輔引率、惜f管区劃文の出来る下

地がみえはヒめている。

391率、明らかに38に対する ミニチュア土器で続ごi-の釦〈ー耐に並んで置かれていた.

40の産鉢は、区制の中央に波状沈臨を配しともので、あまり期間がな"。

411ま‘赤褐色を呈し、 よ底状の台を附けた有孔鍔付土器の底部である。こうした台町附けら

れた有孔鍔付土器町類例は最近しばしば措見されている。有孔鍔付土器と台付土器が不可分の

間儒にあることを証明する資料の一つであろう。

いずれも班成は良〈、特仁38は、貧褐色を里し事母の揖入が多い制りには硬蝉舎でしっかり

しているうえ、内外Eまとも生漆を瞳布した揖跡が認められる。また.下胴部の内墜には炭化浮

が附脅している。40にも様化滞の問者復が認められた。

第三次調査で発見された膳内I式土器は、 jfij型式内で中から新にわたる組合せをもっていた.

このことは、住居内で比眼的に時間の経過に敏感に反応する炉祉をみても、そのことがうなず

けよう.

藤内E式土器 第40.41図

第39号祉住居枇の土器 42'43 

究 9-~.祉は‘ 25 号iII:に西耐を削り取られた住居3止で土器は 2 市と少なかった 。

42!J.，槽形の有孔鍔N土器で.縄文宇野と無文裕とに別かれている。縄文帯には葺形の啄摘が

あり、無文符Ii，聞から連続する描状の把手を介しで下胴割にまで垂下する陸惨によって区切

られている.胴師の中央には、隆司手を進桔させるプリ ッヂがかけられている.

胎土は柑遣され 構成も良野で壁面には黒揮を換布し、内盟には丹がJf<躍っていた。まι

この土器は.柱穴の情仁埋められ.酒造呉tしての後能を裏付ける出土状態であった。己う L

た出土例は比較的に多〈、将に居間尾植に好聞が認められている.

43の畠命は、揖成も良野で灰銀色を呈し胎土に河砂および粘板1'1の小片を握入するという符

Sもな副作方法をとっている。この出台にもよ面から周辺にかけて県漆を撞布している.

器台は、土器の韓成の陣、その台座として悼周されたというのが今までの宥え方でもあったが、

本社倒で、 f也の生活用の土器がl点もないのに、器台と有孔鍔付上器疋けが硬されでいた事実

から「器台は、ネf孔骨付土器の台であるJ という結舗が導き出された。

第22号住居祉の土器 44-46

本社は、 30号壮{九兵衛尾担I式)を切り、 38号壮 (弁戸尻町式}に切られた住居祉である

土器は少~<、この 3 占が主たるものであった。

44の理鉢は、制縄文の地主をほ消してロマンチ ッ クな抽~文を継している. 大の字文l率、
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の時聞の量たる梓聞の一つである。胎土は長石を含み、黄禍色で二次火鍬が強〈かカりもろい。

外l誼は上部に煤が附者し、内砥には全体的に浮のしみつきが認められる.

151主治のある変形区劃文が士体の土舗で、口揖却は無文惨となηt:lり把干のl狗段とも宵える

突出しがある。主拙は.三PI剖文 学肉周五三宜主を組合せる。この土器も、 二次加熱を拍〈畳

け、よと併は灰出色 下胴古川主J特例色をE起す。外壁の煤は、口絹舗に付き内醐には全体に炭化搾

が附箸していた.底部は、いずれも屈折曜の初期の段階で、唱がやや発遣を示している。

461宴、櫛形文土器の底部で、御形文どうしは接続し初聞の段階を示している.内壁にはこの

樋の土器の特置としで炭化神の附着が著しい。

第35号住居祉の土器 47-50 

35号枇は、遺構の中央部を剖号111:に挫され、西南問の土績に4個の土器が哩込まれていた。

47の探鉢l率、屈折低がやや提迫 L新しい要章が強い。 胴部I~.地主の縄文を4個所十字形に

摩市し、曲冠状の蛇踊を持つ蛇{φ文カ明fけられでいる。

48の探鉢i率、同併底の上剖が極地にしまり底部出帯文の区副が明暗に残る。胴部i率、地文の

縄文をB寝泊してiJliiliを示し円主治鳴る.これらは.いずれも古い事業である.中央には コプ

ラを表現した把手が附けられ蛇体の胴体l判定〈ハネ上る。

491率、同折底をもっ濯鉢でよ剖を欠く .これも日1祈剖の上が強くしまη48と同捕な傾向を示

す。やはり古い要素の強い土器である.

回は、阿祈暗 揖れ把手 Jjt陸帯ともに持遣した新しい要素の拙い土器である。

本祉発見の土器l阜、胎土購成とも長野で色調1;.上半部が胤昧がか句下半部は赤簡で二次

加熱を受けている。外壁には、 47が中央から上に、 481率、それよりやや下から、日は口揖却 に

燥の附者が認められる。内抵では、 48のほ出と立上り邸に多い。回では、日時の内倒町一部に

附着している。

今@の闇査で尭且された勝内日式土器は、同型式のうちで、 39号lJtを陣き、いずれも、新し

い書3憶が多くて強い土器が多かった。

井戸尻I式土器 第41図

第41号住居祉の土器 51. 52 

41号社l率、商学で、 21号右上 (隊内I式)を埋めて構築された住居社で、貼'"部分に土器が遺

存Lていた。

51の探鉢i之、口樺剖を欠くが胴部以下は完全であった。屈折曜は完成し、胴仰の区制文も余

裕があり禍士を多用している。

日lム胴割に縄文の地主のある探鉢で、口唇に大形の繕状把予のつく土器のほ却でもある。

51は、胎土曜成とも良好な土器であるが、火熱を受け上胴部に燥が附着し、内壁に1;.炭イt

"*が全面的に附着している.世は、貸出色を里し二次火熱を畳けたために舷摘したことが判る。
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いずれも、判戸尻I式閣の典型例である。

弁戸尻田式土器 第41図

第38~号住居祉の土出 53 

38号祉は、 27号祉に遺構の中心部を盟され23時祉に西明を埋めたてられ、土器i率、日ただ 1

圃に寸官なかった。

日は、本来、織形文土器じなるべき器形であるが、この時期に阻って、この閣の器形と施文

手法の土器が存在切る。施主の梓僚は断面半円形の埠揖文をもって人惨文とか、円士、半円宜

等を訴で止めた知〈に連結することが多〈奇異な感じのする土器であるa

用i量i志、勿筒、車器であるが、すでに受口が尭生する異極的(;土器である。また、この時期

には新出方面からの影響が強い土田が多い.中期も末輩期への過渡的(;傾向である。

胎土は柑遣され焼成も良好である。下胴却には二次火鼎を空け、外壁に煤の附省がみられる

が内陸にはない.

第32号住居祉の土器 54-56 

32月祉の直三角縫土中には、 2層の遺物包古層があった。そのうち、下層には、 3欄の完形

土器が古まれていた.廃棄による控込みの土置である。

同の備軍文土器は 口唇が完全に抽立しで立ち、文掛1阜、口縁部の内可する部分に限られて

いる。こうした聞両は、弁d尻式聞でも初期の作品にはみられない.

胎土i率、やや糧であるが焼成は艮〈、下胴部は二次火P.!を受けで赤蓋し上部には煤が附着し

て黒置している。内壁には、形通りに炭化樺が開喧している。

55の躍鉢は、綴れ把手が晶化し、太田の結節状隆帯が再び畳泌する.区劃主も採れ把手と同

惜に過化し最早回世する余地のないまでに会り下ってしまっている。

韓凪『志良好であるが二次火黙によ η貧出色を毘し、上半分に煤押7務し、内堕には、やや席

目に炭化浮の附者がある。

56の鉢は、 55と向ヒ〈結節状隆帯で文椴帯を区切る区割宜の転化したものであるが下胴舗

に汰脇による思垂士が出現する。

出盛は茶同色を呈し 特に内抵の醐監1.帽掛な仕上げをしている。
ヲt-戸毘凹式聞における土器の施主は、中間中華盟から末若返型への転調を示す要素が入究り極

めて植雑多睡である。特に、この時期においては、八ヶ岳I何種型の土器が中期の*'葉期に向 It

で順次変化するなかで、伊郷谷をはUめと L、北陸方而からの文化の流入がはげしく、先に述

べた釧1<一つの躍乱というか一大転機を畳!えた!t\~が土器の斑文の画ばかりでなく、器形の面

にまで・2且われている。
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曽利I式土器 第42図

第29-&イ主居祉のニt指 57-60 

29号枇は 一般的会住居祉ではなく、艇部内で祭誕Jを司る特殊会人物の居住しと住居Pあっ

たものと考えられる。したがって‘釣手土器が2個もあり この時間には一般化されない理費

まで存症した。

日目的手土器は、炉の北京醐に鋸置かれていた。この土器の形容は.まず、正面に人体を彩

取る。願期は欠損しているが、左右に5本指の手を現わし、中央にl彦、枕棋で首と1宇部および

脚を表現する。正面の曹は融袋を共用して女性であることを示す。背面には.íiJi~を逆立て日

を見聞いた明書が神に変身した師院をまを境Lでいる.このような施主手法は井戸民田式聞に多

閉されるもの疋が、的手土器という特殊性から伝性も考慮しなければならない疋ろう。

この舎炉形の釣手土器i率、賞褐色で胎土に猛灰治粉末を多量に出入し厚手で堅手な造形であ

る。外側正面の下方に煤の担跡が少しついているが内帽にはない。また、項目5には画面が附け

られていたろうが緋作によって欠落したものでゐろう。同とか且つけ出したいものである.類

同に伊殉市師陣織遺跡出土情があるが、それは、本嗣よりやや型作年代が下る宜醐構成である.

小形の釣手土器581率、 57の在手前に位置して尭見された。形盤的には57聞と同一であるが、

小形で一般的なものである。文雄構成は正面に57の背面の輿筋に用いられている三角剖宜主主

をあLらい頂部に釣手孔がある.

焼成It並であるが、世間がi散しかったためか鉢はさほどで辛いが釣手部は盟けで脆くなっで

いた.色嗣は臨銅色を呈L、鉢の上部にはカーボンが附著し、外壁と的手の外面には煤町附着

が認められ、的手の内面にはターJレ状のカーボンカ年付着して明かに灯火用に使用したことが判

る.

591率、高杯形土器であるが、高台部と口掃部を打欠いて住居祉の東冊に埋雪量と して埋めてあ

った.おそらく、この佳居枇の』最後の段階で埋聖子法を行う習怖が強要された鞘巣の産物であ

ろh 施主構成l率、蛇行する蛇{本懸垂文が出現して新しい要棄を示している。色調は下部が質

変し上部には蝶が附務しているが内盟はきれいである.

曲の探鉢l志、口幅削に無文帯をもっキャリッパ形土器で、胴却には平行決臨による慰霊文

が"り 4本町陸起懸室長文で区切る。ニフした施主構成l率、区割文の過化したもので古い要書で

ある.器(本l志、茶色で揖成のよい土器であ η、外盟上部に煤の間着カ唱草められる。

第32号住居祉の土器 62

32号祉(藤内I式)の週三角推土町中層に控込まれていた土器が本倒である.

田のキTリッパー形深鉢l率、他の曽判l式土器の破片とともに持見された完形品である。円

織無文得と、顕却に瞳踊による2出犬の描帯主をもちJ阿部には、結師随帯の懸垂文と間聞は、平行

啓畿の地主でうめたZ、銅色で構成の良鮮な土器である.
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高42圏 第四 26号祉，他市土の曽利I式土器 ( 1/6) 
57-曲 ;29号社 61 国号枇但 ;32吟社機土中
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第4耳宮 高25.27-28，31-24号牡，他出土の世利IT，皿， N式土器 ( l/6) 
臼制 。田号祉 65 伍 ，幻号社 67;盟号社由;31号祉
69; 24号祉 70 ; 40-号右上堆土中

第26号住居祉の土器 61

26号祉は、 円形石箇炉をもっ古い形態の住居祉であったが、土器は6lの l点だけでもあった。

611玄、日時無文帯のあるキャリッパ 形の深鉢で低部を欠〈。士樺構成は62と問時であるが、

周部の懸垂士が乱れで簡略化され、 62より、それ自体新Lい要点を含んでいる。陪土には、多

量の花筒岩粉末を寝入し醜成は悪"0色調は茶褐色で二次火熱を強く到す、外壁土剖には躍が
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強〈っき、内墜には炭化滞が全面に附帯して者情用土器であったことが削聞であった.

今次調査によって発見された曽利1式土器1;.煮鴻器3内と供献品3点の針6点に場ぎ舎か

った。

そのう色、子宮沸畠i率、この時期として普遍的な器形でもあったが、曲が古い要棄が抽〈曲って

いた。

{共献J誌は、 f'乎土器の 2，~.1が、いずれも伝 l止的色酔が強〈、高台付の高軒、形土器li極めて新

しい要量が強〈興味深いものがある。

それから、本来、埋曹は、その住居祉のなかでは最も古い要軍司強い土器を使用するのが通

例であるのに、 29号右上聞では、最も析しい要棄の土器を哩めている点に注意しなければ〈まらな

L、。

曽利E式土器 第43図

第25号住居祉の土器 63・臼

25号祉は、 30号祉と39号祉の 部を切取って構築された住居祉で完全会lll:構であった。しか

し、その酬には土器が少な〈克形土器は l点もなかった.破片の大部分は曽利H式土器でも新

しい要素の強いものが多かった。

63の探鉢は口融部を欠〈。胴剖は、ササラ状の細かい平行沈組を施しで地主とし、その上に

坑輯で厳干宜 蛇1事態垂文を描いている新しい要薫の土器である.胎土には砂粒を古み地成は

並である。二次火熱により下胴部は赤褐色を呈し外援の上舗に煤の附者がみとめられた.

臼l之、畳形土置の上主幹部である。主槽li顕師以下にみられる。色調li灰白色を呈し、胎土

韓成とも良野な土器である.

今次調査で1;.典型的金曲利E式土器は破片以外l点もなかヴた.

曽利回式土器 第43図

第27号住居祉の土器 65・66

27号主1は、 38号社{弁戸尻田式)の中央部を録して構築された住居桂であるが、土器は伏曹

と埋曹の2点だけであった.

65の深鉢li，伏曹にf史うために胴部を軸績の接点からスッパリと切取っていた。口帽部の文

雄帯l率、渦宜と円文で飾られ口唇には浴私寝起が4個所ある。胴部!j'.2粂の沈揖てa懸量主を、

地主は沈副で躍杉状に施している。典型的会曽手1I田式土器であるカ、やや新しいかもしれない.

日四課鉢li埋型であるが、下胴部以下を平に切断している。口蹄部の惜併文は、関東系の施

主手桂が聾されたものである。胴部の地文は、半吉川竹菅による平行Ik線でもあるが、弱々しく乱

れがちで、〈ぴれ部を境にz段につけられている.色割は灰黒色で胎土に花岡岩栂末を躍入し
組成のよい土器である。内壁の下部に炭化滞が目立ち、埋曹に転用する前は煮沸具として世周

されていたものである。
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第28号住居社の土器 67 

28再祉も27号 29号祉と同じく ~ie用の佳居であったと考えて藍支えのない住居I止で、 一般

的会土掛"少な〈完形に近いのは67の依愛ただ 1白々付であった.

67の両耳畳の文柑裕l率、中帯舗疋けで 方形文と荷主の組合せて・ある。底部は不組則に脅lり

取られ、{大!I!の用途を考える上で草li'である。胎土にま愛石岨の目立つ策褐色で焼成の良時会土

器である.炭化浮や躍の附着は全くな〈煮鴻器でないことが額ける1器である。

曽手IJ凹式土器は、 65.66.67の3点であったが、いずれも、この時聞を代表する器形と施主

手法を有していた。

また、 40号祉の三角堆土中から提見された70の童形土器は、有孔時付土器から転化した器形

で、この時期に相当するものである。

曽事IJW式土器 第43図

第31号住居社の土器 68 

31号祉は、遺構が皇室っていた削りに遺物が少なく埋曹が唯一の土器であった。

曲の揮鉢I主、口昏部を欠き取っているほか底部も円(IJ<かれていた.横帯主は2粂のは輯と

化し、 4個所に政策手状の懸垂文がドり、その間聞をうめる続杉憾の地主の中央に蛇行する蛇体

懸垂文が下るa古い要素の暁る土器でもある.

胎土に花出岩粉末を含み粗維な作である。下部は赤置し‘ 上半却にJ1蝶がつき自慢得色となる。

内壁のド半剖には即日の炭fti惑が官等しでいる。

第24号住居祉の土器 69

白骨枇l率、 35号祉 {藤内E式)町中央却を掴下げて構築された住居社で、やはη、埋議l点

カ句隆一の土器て・あった@

69の揮鉢は、口容と底部が明断されていた。器形1;'胴太の諜鉢で、口融構衛文は、 66から聖

化した文様構成を示す。胴部には弱い汰棋で地主が絡かれ、蛇体層重宝が4本下る。

二次火鼎を拍〈受け、下部は灰赤色に変色し、 上部には厚〈煤が附着している剖分がめる.

また、内抵の上部には炭化沖が控脅している.煮沸置として世間した後に埋裂に転倒されたも

のである.

今次調査で葺見した僧利N式土器は2白疋けで、セ γ トとしとらえることはできなかった。

との点は、他の曽利1-皿までの緒型式と共通する点でもあった。

土製品

土製円板第44図 1-4 

'; ， 11志、剖号社尭見の土製円極で、[掌削りによ η丸〈聾形したものである。袋市にはiJ:鼎2本

とfI縄文が積り九兵衛尾担I式土器の破片を利用している.

42は、 37号急上提且の土製円極で.Il<削り手法により盤形している。表面はl!<耗していて文暢
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は不明であるが、胎土の状聾から九兵衛尾椙

I式土器片手IJIIIとみ勺れる。

3は、却号祉艶見の土割円桓で、 11/<仰iη手

法により畳形している. この~J板は、 f是の小

さい剖には厚手町土器片を利閉している。文

相は半円形のl'i輔が1本みられる疋けである

が、顕部の破片であり九兵衛尾担I式土器を

利用している。

4は 32号祉の雄土中から発見した土割円

睡で、 III削り手法により整形している.無文

の土器片を利用しているカ嘩内I式に相連会

L、。
高3次の嗣査で捷呈した土製品は、図示し

o 
h 

G鱗

C二コ

第"図土器片円板 ( 1/2 ) 
1 ; 2-1号祉 2 ; 37号hl
3 ; 30号祉 4 ; 32号社地土中

た土製品板4点的尭見疋付でjfuにみるべきものはなかった。

土製円板を土魁品として扱ったのは今回がはじめてであるが、今までに尭見されなかった訳

ではな くて、ただ、無担してきた疋けでもある。このように、めまり目立ない遺物を無担するの

は良くない瞳度であったと今更舎がら匠省している.こうした経過から必似の結呆として土製

円似の使間目的すら把担喝きていないのが廃品?ある. (富寂光昭 武膳緯六)

3 平安時代の遺物 第45図

23号"~からは土師器 ;.RM!:器 灰軸陶器などと共に、銑割品および磁石のほか木製品の小さ

な断片など多数が提見された。

それらのうち放も多かったのが土師置の土器で、次に型車器灰軸陶器の順であった。これ

らのうちから完形t草原できた資料金摘出して図示し若干の観療を加えでみよ う.

土師置の土器は 1. 2のようなロクロ盤形によるものと、 3. 4のよう辛口クロ監曜の後に

盟削りを加えた2通ηがみられる。 1/'貧錫邑でやや阻い胎土を周い韓成は良好で・ある。ロタ

ロ盤形自が底部近くで消え、ややZらつき加減で糸切底となる.色割，.、外E置が貧鰯色を呈L

内織となっている。21率、やや大き目で外設が灰色を呈するほか 1と霊らない。この場合 11 

盟に煤が内墜には炭化擦の付着が顕著で煮織の用にも1Iもしたことが窺えた。 3は、策赤色を量

し元来甫手e作りである。ロクロ盤形の後に五ままで直削りによって聾形している。 4も3と同
微な胎土で毘削りされ、底の中央部では3てがあきそうにまで!W<している 。この描の手法の土

絡は、山梨方面に多〈みられるそうである。
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車'5図 詰23号社出土町平安時代の遺物 (1/37;1/9) 

土師寅土器には、 1-4までの杯とは別に5のような皿も小量ではあるが存在する。5の皿

は、ロクロ整形の後に高台を貼付けている.給土l率、 ややぎらつき加減であるが焼成は艮〈、

色綱は内黒外赤と傘つでいる。

調車質土器{ま 2.. aが図示できた。 6I志、頂部に撮みの付〈董で1M却を欠〈。色調i志、やや黒
味を帯びた官芭でロクロ蜂形である。7は特大会護軍土置である。内壁は'"圧!lIカ噌し〈外壁

は叩回復て・顕部からよI!ロクロ整形療が掛る.色調ほ.器の約半分が紫~輯色を呈し、半分は
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灰邑である。周部に灰軸がわずかにふりかかっている。また、口唇は波打色、庇却を欠〈 。

灰糊陶器lま8の l点があった。ロクロ監形曜が内外壁に認められ、軸の流下した様子が良く

わかる。軸は全面にかかり、内監のl底部に量醜の高台躍が丸く残り 、口5;;[下の外壁に約10酬

にわたって他の器の一部がS産省していた。

その他、 23-:号泣からは、多量の土師賀土器暗片が問見されているが、級も多いのが内鼎で糸

切庇をもっ師であった。また‘土師置の曹の破片が竃および収拾織内から提見されたが器形の

判別できるものがなかった.

石器では、 9. 10の2点の低石が主なものである。91彦、 J"f.W色をLとスレ ト担の砥石で

仕上岡に慣用されたものであろフ o 10Ii赤禍色をした鱒輯凝灰岩製で、低石としては中維に相

当するものである。

最製品は、 11-14の 4 点が瞳見されている 。 まずllli/~錠であろう . 相当に腐蝕しているが

皮革の断片州ず著しでいたo121率、打曲げた顕郎カ留められ縮分的に角張った個所もあるので

島製の角釘であろう。 131率、 12よりやや細いが.これも鉄軒とみてよかろう。141ま刀子の断片

であろう.腐触が甚だしいが薄手であり量質も良時である.

木製品1; 器碩が明らかなものは1市もなかったが、明らかに木製品の炭化断片と認められ

るものが数点あった。

以上が23号泣尭見遺物の慨要であるが、図示Lたもの以外で、持に土師置土器については、

後目、新ためで破片領令書置理して詳細に報告する機告を待ちたい。 (平出一拍)

4 自献遺物

第三次朗査で措見した自然遺物1:;1:.， 21号祉の雄内式聞と23号祉の平安時代とであった。

うち、 21号抵では多置の採が、お号祉では桃と米査などの炭化樋予が控見できた。

21号祉提見の炭化栗l玄、住居の北寄りから集中しで提見された。その状態lふ1.2m四方に胆

られ 炭化Uこそなかったが、火輔の上に乗せられでいたものが火出によって転落した状鰻で

あった。提揖によって提見されたのは、火棚に乗せられていた栗のうらの一部であっで、大多

数の莱は揖けて灰になり‘韓け瞳ったもの疋けが曲されていたのである。

業l率、すべて炭化して非常に唖〈、水洗いLても彼損することが舎かったロまた、皮も前皮

もな〈虫食いもなかった.この状聾は、正に拙築そのもので、乾燥貯蔵の典型的な形状を示し、

つい先頃まで、当地の農家では、これに叫通った歎然組にして貯蔵する方法が硬されていた。

23号社からは、遺構の項で述べた師(.各組の炭化材が掛されていたが、それらは、非常に

脆〈簡単に取上げることは不可能であった。したがって図示することもできなかった。しかし、

桂と桁紛などに、四角に調聾した"が認められ、かっ、納と柄穴が微かに確認できるものも£
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った.また、床の一部には、制桜カ噛包できたし、崖相の茅材も 5-1O::mの厚さで多量に確認

できた。それから、押えのナルl主役竹と緯木町細材が用いられていた.

23号祉からは踊師r反して木器の罰~)11発見できなかったが、桃米 安の炭化種子をみつ

けることができた。帥は、現在、山野に自生する租に近い大きさと形状を示していた.米と萱

11.. 23号祉の生活面上町推土を水洗して提見したものである.これらは、集中することなく、

いずれも単独で縫土中に遭存していたもので生活中に帯こぼれたものだろう.置は小麦であり、

米は短種の現在楓に近い形状を示していた。 (武藤雄六)

第3節 結 5苦

第三次調査では、 21丹社から暗号社までのIt22基の住居維と14個所町屋外土援を調査した。

これらのうち、 21基は縄士時代中聞の住居挫でめ~， 23号祉だけが平安時代の住居祉であった.

土演は各種の形態を示しでいたが超大帝のものはな〈ー般的(1形状であった。

住居祉では、 40.32号の2基が遺物も多〈遺精も叢っていで、それそ・れ.九兵衛尾椙I式朋

と藤内I式聞における住居と遺物の閑悼を知る上で数多〈の新知見を得ることができた.また、

21骨祉では、炉の移動に伴う住居の改築と炭化栗カ尭見され、 27号祉では、中剛末葉朋におけ

る炉の柵聾の特性が把躍でき、24.35.36特急上においては、同心円内における重複カ句童認でき

た。さらに、 23号祉では、平安時代における住居の構築ならびに遺物の在り方が、この時期を

代表する住居で冊られたことは撃であ弘二。

土後では、住居内に袋状の貯厳穴が数多〈尭見されたが、 25号泣尭見のものが典型的であっ

た。ただ、住居祉が街集している上、重拙もあって、時期別に区分できないものや、本来、住

居外にあるべきものが他時閣の住居内に入った りしたのが判開としなかった。

遺物l率、縄文時代中期の石器 ー土器土製品および巣の実の炭化物など臼棋連物を古めて英

大な数訟に遣した.

~かでも石器は、その大部分が生産問具であるから必要性も多< 422点の多きに返した。し

かし、土器に比べ石器は、従来とか〈蝉ぜられ、形態上から典型的なものを抽出し図示して蹴

察するのが常であった.E近では、表にして図を省く例も多い。そこで、今回l志、そうした酔

容を破るべく金量を図示して形態別 機能別に新名称を与え観察するという新しい方訟をとっ

戸

川"'

土器は、それぞれ、その機能の醐療に的をしIf旬、施士のいかんにとらわれずに使用目的が

判別できる資料として、二次加融の有機 煤 出仕浮の附着などをなるべ〈記述することに拍

めた.したがって 聞によ η完形または器形の判別し得る資料を中心に扱った.

こうした祖点から得られた結果は、別項で第四ー五次調査の結果と合わせ考察を加えたいと

思九 (武高雄六)
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第三次発掘調査参加者名薄

調査会細川光貞小林動 武藤盈 平出今朝美 平出紫朗 小平辰夫

平出美保一小池宮腰吉小林保久小林拳穣小林正一 小林泰

五時敬造五味逸郎

調査団平出佳介宮坂光昭小林公明岩佐今朝人長崎元広功力彰

高林重水小林良史小林竜史 小林直登 山田三郎古田寛

河野ハルエ 小林富彦

高校生清水俊明有賀光弥山本博彦浜保一 有賀まさ子坂本みち干

辻文子岡谷南高校地歴部諏訪二業高校地歴部岡谷京高校地歴部

中材日男 三上徹也

般武藤信夫小林泉宮沢隆良功万そめ武藤きみ子吉田重人

事務局功刀久木五味高雄武藤貫一

発錨担当武蔵雄六
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第4章 第四次の調査

第 l節 遺 構

調査の方法

第四次醐宜の目的は、考古館建世に伴う進入道路敷の開査であうた。道路1;(，現道を左右そ

れぞれ約2mの巾で拡植し、総幅貝6mにする計画で進められた。

そこで、分布割茸を実施したところ、西倒は、現遣の路肩から魯蛸斜となり、埋立てになる

と同時に遺構の埋没は認められなかった。東制では、路面との豊田-80闘を有Lて掴または水

田面となっているが、道路より平地2-3mにわたっては、地表が制色を呈u車輸の散布も極
めて少なかった。

このように、道路の拡強によって晒峨される遺跡の状態が同一条件下にあったので、現道に

そって、誌損部の東端に巾 1m、長さ 5mのグリ γ ドを僧利遺跡の全体にわたって控定L、北

寄りから 1-羽グリ ッドと Lt，。

調宜は南帯りの18-30グリヅドから実施Lた。この地区では、勝作土の表土は極めて薄〈、

15-20伺で地山のローム府に遣し、 30グリッドを障いで遺構は金〈認められず、桑樹の植付語障

が認められた程度であった.

国グリ γトでは、確実に落込みがみられ、住居枇の埋没が確認された。このあたりは、進入

路が本近から離れて岡地内に入る刷所であるから後刻拡張して住居祉の聞査を行うことにLた。

13-11の5グリ ッドも、 18-29グリッドの場合と同じ〈耕作土は浅く 15-2Ocmて・ローム届に

逮し、遺構はもとより一片町遺物も提見できなかった.

1-12グリッ卜の嗣宜に移行し、はじめて遺構に到遣する。 1グリ γドでは、耕作土は比較

的理〈却曲以上に遣したが打製石斧 l点のみの発見で遺構はなかった。

2-12グリッドでは、現地表下回-80剖でローム層に逮L、明らかに河川敷と考えられる遺

構が連続Lていた。この河川敷は、幅員深さともに一定せず不組則であった。即ち、最小巾15

句から最大巾l.7mとなり、総体的に巾の控い所は深〈広い場合は洩〈て石や遺物が多かった.

河川敏内では、ローム町小粒および砂鉄小石・膚摩滅した土器唖片ー石器などの集中箇

所があり淀みのあったことがわかった.
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2 用水汐の制査

きて、このように盟則性のない状躍の河川敷は、現在の悶用水汐や水鋳』草草地に見られる.

この抄跡をグリァド刷に追っでみよう。

2 . 3グリ ッド 2グリッドの西市から、はUめて汐祉が出現するo 3グリ γドに入ってよ

うや〈汐としての形態が明俸にとらえられた。この抄は、土手などを構築した形跡11全くな〈

白血に斑下した拭態を示Lていた。まず、皇女個の石が集中する臨所が3箇所あり、南側の2箇

所では淀みのためかiIJが広がり1.7m推定に遣して車寄りに大きく湾曲している。

遺物は、構刃型石器と粘順岩の石片2痛と摩滅Lた土器の小破片などであった。

4 . 5グリッド 3グリッドで東寄りに湾曲した砂は、 4グリ γ ドで東寄りから入り. I!I~ 

南北の方向で南下する.

4グリ ッドでは、石片的集中が特に顕著で構刃型石器 打製石斧片 黒岨石チップ石鋒

凹石などのほか摩滅した後期の土器片などが多かった.

5グリッドでli，j.少の中心が車寄りに隠れるためか、グリッド町南寄りで石の集中する箇所

町一部がみられる寝度となり、遺物l率、中期と後聞の土器片のほか打製石斧片1点、と凹石ぐら

いのものであった。

6 . 7グリ ッド 6グリッドの北半分では、本誼は東寄りに外れてしまうが、袋状の淀みが

みられ、多くの石が集中すると同時に摩滅した土器暗片と凹石のほか古手の染イサ陶器の破片 l

点が握在Lていた。

6グリッドの中程から袴び本流が現われ、 7グリァドにかけて、幅員のほぼ半分が直に南下

する。石の集中する由所は 3苗所あり、 6 グリ γ ド分でIIHiのほか黒臨石の石措 l 点~どが提

見で告た。

7グリッドでは、問医滅土器片のほか‘クサピ形石器と凹石2点などが石の集中薗所でみつか

っている。

8 . 9グリッド JI(寄りに逸れていた本流が8グリッドに入ると方向を聖えて西向きに入。

グリッドの南寄りで2本に分睦する。そのうちの1本は、 9グリッドの中程で東南寄りに逸れ

尾拙の中央部に向っている。 1本は、グリッドの北隅より 1m ii何で現われ12グリッドまで輯<. 

J!t物は、 8グリ γドの分鞍点ft近の淀みに集中し、膳石。凹石2点のほかw.輔土器片が多〈

9グリッドは急流のためか、抄中に石もなく遺物は何も尭見できなかった.

10・11グリッド 10グリッドでは、汐がT庄グリッドの中に納まり流れは平凡でも密化に乏し

かった。しかし、凹石 局師庖製石斧など小形の石器や小砂利が多〈みられた。

11グリットでは、北半に石町集中する苗所があり遺物もこの小Ji!'に限られていた。ここから

は、磨製石斧2点と、ほかに峨輔土器片と時代不詳の同片などが尭見された.
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12グリッド 抄跡は、 12グリッド町東北隅で南東に逸れてしまい、却グリッドに亘って再び

現われるまで、その聞の杭況は不明のままである。

却グリッド このグリッドの汐跡は、北から南に向っていた。グリッドの中央部で汐によっ

て西学分を削り取られた方躍に近い石回炉が提見され、また西側の法面にかけて柱パ状のピγ

トがあり佳居祉の埋曲が暗定した。

3 住居祉の制査

今回の第四次開査で発見し醐査した住居祉は、45-49号lJi:までの5基であった.

う色、 45-47号祉の3基l主、 30グリッドを拡張Lた輯査により発見した住居敏である.

また、 48.49号祉の2祉は、今次嗣査の最中に闘査区のすぐそばで、池主的一入、功力祖平

圧が、たまたま野菜の埋穴を揖軍中に尭見し多量的遺物の出土がみられたので賠急に醐査する

ことになった。

第45号住居祉

団グリッド調査の過砲で、すでに住居祉が確認されていたので拡強しで間査した.まず、 東

西は、30グリッドの巾で5mとし、炉リッドを中心に南北にそれぞれ1.5mづっ拡張して 5m

四方を調査することにした。その結果、南倒では、炉祉付近から貼床となっていた。そこで、

汐を追究したところ、石闇Fの南約1mで埋聾Fに到遣Lた。埋聾11'(71)は九兵帯庵担I式て・

も新しい書曹の強い土器で汐の中央に世置していた。九兵衛尾椙I式醐の住居祉である。との

埋宮製Fを伴う住居祉を話45号住居祉とする。

45号祉は、遺構の南半分が地形町聞係で、すでに梢失していたが、北半分は妙に中心部を削

られたほか完全であった。

遺構は、不完全な円形を示し、中央に埋雪量炉が1> る。炉は韓けと堅手~状の凹みの南北に 2 個

の土器を埋めた埋型炉であったが、汐により大半が打滋され、わずかに損跡をとどめる担庄で

あった。

柱穴l率、炉の周囲に4個員有者認されたが、そのうち、 Fの竪穴剖に揖込まれたのは、 46号祉

の柱穴であり、他の3個所が本祉の桂穴であろう。

E震はロームの叩きであったが、側壁は、北酬にのみ留められ南側では判ら(1かった。

議土の状態は、残された北半分が、 46号枇構築の障に侵乱されて明確さを欠i 遺物は打事

石斧とチャート製の横刃形石器および埋型炉に悼用されていた土器だけであった。

第46号住居祉

46号泣は、グリット調査の障に信認された住居社で、比眼的浅いものであった.したがって

雄土の堆積輯睡も明確でなかった。

一白一
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革47図 第45-46.47号住居社 ( 1 印}

遺構倍、円形を示し、来型の一部と西欄だけにロームの欄盟カ呪められ、 東北冊の大部分と

西南町貼床部分では.ロ ム躍りの醐堕が線認できた。

E震は‘銀苦韮彩にロ ムの床があったほかは、いずれも貼床となっていた。

柱穴は、西冊に2f匝と45号祉の炉中に抱込まれた l個所の肘3個所が確認されたが.東北側

の鮎床冊分を調査しなかったのでこれ疋けでめった。

炉は、安山岩の角躍を組揖えた方形石圏炉でもあったが、西市削分の半分が汐によって壇され

5個の蝿石と結石が残っていた。

遺物は、炉の東寄りに集中し、実形土器l点と土器植民並に土製耳簡のほか、石器が緩めて

多〈打割石斧凹石石皿石匙陪石石盤クサピ形石器など細螺も歓も多かった.土器

は、いずれも世利I式の新しい時聞に属するものであった。

本社は、画制I式問における生産形態を知る上で、最も良野な石器七 γトを伴出Lた住居祉

として控目に価寸るものでみる。
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第47号住居祉

本祉は、 30グリットを北聞に鉱強し、 46号祉の床面を追突しでいる過程で確認した住居社で

ある。本祉の場合、道路の拡張に聞悟な〈、その上、 46号祉の床面より相当に深いこともあっ

て究揖する必要もなかった。そのために、本祉の存在を確認するにとどめた。しかし、この段

階ですでに祭主的完形土器が尭見され、藤内1式聞の住居枇であることが判明した。

第48号住居祉

本社は49号社とともに曽利遺跡の最も1t縫から持見された住居祉で、これから北は、後晩期

の遺跡となり大花遺跡へと続くのである。

遺構i率、且控5.8m 短桂5.2mの卵形を呈し、ロームの醐盟が会周する。周溝はな〈、床面

ベ

送電も

第48図第暗号住居祉 (1曲)
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は硬く平鐙であった。

柱穴は、門穴2 奥穴5の典型的な7柑で井戸尻式期に特徴的舎ものである。各桂仏とも

2個所あり重鎮を伴って建替を示し碍石を暁事。うち 西市隅の時石はI石であった。

炉"，1之、中央やや1t寄りて.;(口に縁石の辛い円形石廊炉がありえの南に接して土器(83)によ

る副炉を伴った炉祉の植跡カ市在認された。これも建省を示す資料のーつである。

本社i卒、その外壁に切合いなどによるE被がないにもかかわらず炉祉の北に貯点ノてが3個所

あり、それらの中央には安山岩塊が3伺量かれていた。貯蔵穴はいずれも詰状を呈して深〈、

炉急上に近い2個所の貯蔵穴は埋められて、上部にはロ←ム粒と炭とを混合した蓋がしてあった。

北壁に近い1個所は、古い蛙穴と一部が重複していたが、最も完全な形で残り最後まで班用さ

~ていたことが判った。 F街壁近くの古い蛙穴も、その後改造されて貯蔵穴として使用されたと

Eが明隙でもあった。

遺物は極めて豊富で、土器は、商側と車寄りから北寄りに多く西側には少なかった。なかでも

L南寄りには、完形に近い櫛博士土器(91)と上部だけの同形の土器(92)のほか、探鉢(85)、凹

百などがあたかも、火民にあい家財道具を持出しかけた状態で提見された。また、北寄りの貯

否、¥A

@@  
49 @ 

@￥さ》

.聞

第49図第49号住居社 (1 : 60) 
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政穴町中央には土器底部{田)が損害れでいた.石器は、凹石16 厨石2 石皿破片 1 車製石

斧2 石匙l 打製石斧14 摘刃醇石揖10 石雄2 石鍛 l点など組類も数量も多〈、これら

はJ何から西{則的生括面に集中していた。

こう Lた遺物の在り方lふ中期中華の弁戸尻I式剛における生産形態を探求するに最も良好

な指標となるであろう。

第49号住居祉

本社l率、 48号祉の西3.3mに位置する中聞でも是末の住居祉である。

遺構i率、東西4.4m、南北:4.9mの楠円形を示し、周溝はな〈、ロームの倒盛が全期する。

床面は、やや軟弱であったが平坦に構築されていた。住穴は5桂穴であり、東西に小形で坦

状の貯磁穴が2個所ある.西聞の貯薗穴の北寄りに挫して床面カ明けていたが性格は審かでな

"0 
1I'.¥lI:I率、北墜に近〈桂 1mをこす大帝の竪穴炉であった。こうした監穴炉は、この時聞に共

通するFの形態である。

遺物i率、中期最末の曽利V式土器が3-4点と‘石器l率、目l石7 廓石4 打割石斧3 摘

珂形石器4 出製石斧2占などのほか血形の製粉具などが遭存して、この時期の生直形態を代

表する石器の組合せであった。(武藤縦六)

第2節 遺 物

石器

汐社出土、他の石器 423-435 

抄祉から見つかった石器のうち特極的なものを423-433に示したo 423は一方向原を少し傷

めているが有肩同組石器であり、 4剖は両刃紡錘形、 425は直輯刃半月形、426は抽形のそれぞれ

打割石庖丁であるo 427は刃剖の辺と同開躍が局部研隠されているので、石斧の未成品とろう

4281まチャートの制片石器。4却は白色砂岩製の短い石斧、 430も下半身を研躍した砂岩ホルンヲ

ェルス割の小型石斧であるが、どちらも上方の大花遺跡から流れてきた後聴聞閣の遺物であ弓

う。 431は三角廟平(;鴫の底辺を打欠いて厚目(;刃を作り出した石器であり、全〈同Uものが'4f

号祉から出土Lたo4321まぐるりと浅い揖がまわり、 4331j:両舗に切込みをつけた.それぞれ主

鍾である。角閃石安山岩を加工した灰白色の石柱の破片434と石皿4~1率、畑の隅に石乙ろとー

絹につ〈ねられていた採集品である。石血lは大型でも重〈、皿の周揖部から袖にかけてはアバタ

状の加工躍が置わに盟っていた。

-88ー



第46号祉および第45号祉出土の石器 436-474 

436-469は46脅社出土の石器である。石蹴436-440のうち 436は片両刃部に石材の表皮剖を

利用しているが、土半が分厚い。 438はネコ背な表皮を有し、 肩を浅く括って斜刃にっくり、叫

た形態の439は酷打潰れした厚い刃をもっ。 440は腰の位置に大きな快りを入れている。 441は両

百を探〈扶った有肩石器、 442は有韮石器で、ともに中耕除草具とみられる。 443は打型石包丁。

叫4は 舗に表皮を残L、片辺が鋭い刃をなす。445は小型的右暗とも包丁杭とも判断つかない。

凹石や磨石割は446-457までの犬小12個が出ている。連鎖状の凹癌がある446の片棚面には岩石

の亀裂ないしヒダがあり、 447の片面の穴はワングリと Lてその周りはスルスルに麿られている。

450は転石のままで殆ど整形されず、 452は片面がツルッと躍り減っている。築様に大型な 453

の周酷から側面は 削ったよう会打揖ァパタが荒々しい。 4日 455はやや不整形、 456.4571ま

コロンと Lた球形に眉られた丸石である。

‘η ‘笥

調己
'" '" 

'" 

U騒Oふク
0..鍋

革5c図 汐祉出土，他の石器 (1/3 434; 1/6 435; 1/9) 

42ト 433; iタtI: 434. 435ヨ昼間也
423-425 ;硬砂谷 426; *M反省ホルンフェルス 421 ;煉緑凝灰岩

428 ;チャート 429 ;砂岩永ル yフェルス 430 ;砂翁 431 ;縁結指

432 ;錫石安山岩 433 ;泥岩 434 ;角間石安山岩

435 ;単斜斜方縁石角間石安山省
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第51図車46号"，(曽利I式剛)の石器 ( 1/3) 

436 . 439 ;硬砂お 437-441.443;絡伎宕 438 ;坤ルノフ zルス

440 ;スレート 442 ;頁岩 444 ;錫総省 445 ;変則軍省

446 . 447 . 449-451 ;紙石安山岩判8;鱒石角間石安山宕
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460.461; 1/9 

462'463; 1/6) 
( 1/3 

452-岨9;4&:号祉 470-1¥74 ;暗号祉

452'454."出 457. 460 . 461 ;縛石安山岩 453 . 456 . 458 . 462 . 474 ;鱒石角間石安山積

459. 4臼，鱒帥岩 463;角間石安山岩 4白，変似岩 4師-<曲 472.473;黒曜岩

470 ;チャート 471 ;硬砂お
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4団は方柱状的役石である。全体にスルスルとした手触ηで、 400とも平滑。わずかにアパ

タ状回線がみられ、一面には微か~カーポンの付着が臨められる。やはり偏平方位加の 4591主

婦輯績の河原石を聞いた石器て'i， り、片面のみ滑勺か~Ii舗をしているが他は全身や・ぎらつい

ている。石皿4印は北西墜と汐祉の空点にかかって出土したので、 46号祉の遺物では~いかもし

れ~ぃ。石lfll46 1 も半舟に削れているが、皿の蹄に澱粉捜津が出化したらしいカーボンが付着し

ている。また4位は作りたての小型石皿である。加工打復のある皿の部分にはまだ眉痕がみられず

裏面~側商および誕の部分は躍って盤王手Lている。 463はツルγルと磨かれた白灰色の石幡町砧

片。 464は三角板杭の暢をクサピ状に加工した石器てヘ汐社出土の431と対をなすから、これも

上手にある遺構から週ばれてきてこの住居祉にこぼれた遺物であろう。 465は石斧、 466-467は

石銭、 4曲は織の未成品、 469は石躍である。

次に、 470-474は45号社出土の石器でもある。 470は背綾町一部に表皮を暁すチャート製の刃器

471は石雄、 472-473は刺片石器、 474は大型(1繭平庖石である。

第48号祉の石器 475-523 

この家は石器 。土器とも良好なセァトを遣存していたが、石輔の在り方が変則的であった。

475-478は通常な石鍬であるが、ネコ脊なき襲皮をもっ476は唖摘しているらしく.475も分厚〈

てあまりよい，i¥釆ではない。これに女サLて主体を占めているのは、 479-485のようなV字形の

刃先をもっ蝿状白石器である。いずれも割と樽身で両醐辺は鋭い援をな L、先端には土擁れも

みられないが、全体に身巾があるので掴樺のように着柄する石掛と考えておきたい。 486は全

体に土曜れのみられる細長めな靴帯石器であり、 4871:'片刃の扇状石器である。 488-4911まら

ょっと判断のつかない鍬状の石器である。 491の刃剖は土揮れらしい滑らかな感触を呈すが、斜

辺は針損しているのかどうか判らない。 492'4田は片面淡皮の岨大な庖丁状石器で、 492は曲刃

全体に刃こぼれが、 493の刃腕は表皮面倒にかけて隊滅が、それぞれ見られるotr製石庖1のう色

4担-497は背後部に石材の表皮をおき、 498は片刃に出来ている。 4四と5冊lま細身な鎌形石器

である。

凹石鮪は多〈、 501-517までの17個が保有されていた。そのうち512と513は住居の南東日誌障

で吋を傘して〈っついていた。田1-5141ま不整形会開9を除き総じてサラッとした腐をしている

が、凹みの状態はアパタ状、雨漏状、穴状などいろいろであり、回5団7.512はスルリとした石

麟状に磨られている.印5と508には煤と聾土の付着がみられ、 502は全体に悼土がつき、 5111こ

も焼土の付替がみられる。 515は西の柱穴障に他の石とともに据えられていた。軟らかい淡褐

色の被膜がかかったロ ム眉包含離をそのまま周いた組大品で、大寺さの酬に軽〈、躍の付着

がみられる。 516も岡崎に茶描色の被膜がある軽い療を盤形ぬきで使っている。 517はざっとし

た小型磨石。石皿518は浅い。 519はスペスベした海石、 520は粗悪な刺片に加工があり、 521li

組制石畿である。石斧522は定角式、 523は両冊に細かな二次酎打を加えている。なお、この住
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第日図揖4&号社(弁戸尻I式嗣)の石器 ( 1/3 ) 
475.481.4朗-4叩<193.496.4明，硬砂岩 476 . 477 ;給板岩ホルンフェルス

478.492.495.5叩，粕綾岩 479.482.4剖 485.494.4蝿 ，ホルノフェルス

4田，砂岩 4田，頁経質砂省 4国，千枚岩 487 ;銅線岩 491 :スレート

497 :粘仮岩買砂抱
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高日圏第'8号IJI:(弁戸尻I式剛)の石器 (1/3 ) 
田1-511;嫁石安山泊
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第日図筑48号社(弁戸尻I式問)の石器 (1/3 518; 1/6) 
512'513'517.518;繍石安山岩 514白銀石角間石安山宕

515' 516 ;単斜斜方鱒石角間石安山省 519;海石臼Q'521;MUI治

522 ;輝岩 523 ;郷緑宕
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第田園第暗号祉(曽手'JV式期)の石器 ( 1/3) 
5剖 525 ;痩砂省 526;ホルンフェルス 日7.52S 日0;粘紋省ホルンフエルス

529 ;砂省日1 日4 日5.537 日8;海石安山岩

日2 日6;単斜斜フヲ暢石角間石安山沼 田3;鎌石角間石安山治
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居からは他に硬砂省、ホルノフ zルスなどの石片や残桔が10占ばかり出ている。

第49号祉の石器 524-549 

この住居も打割石器に封 Lで凹石輔の歓が目立つ。 3 点の石鍬のうち分厚く;k.き ~524は、耐

{間辺が献打加工され、刃部はツルッとした感触に摩輔している。 525は片面に表皮を若し粛は

全体に括れ、刃を斜めに作るo 526も蔚〈ぴれする。 527-5却は阻維な出来町打割石庖丁であ

る。凶石ないしE石類531-5411主総Uて石基が細かく、サラ γと躍られている。 日3は火鼎を

畳けた由跡がみられ、片而は凹穴のなかも滑らかである。 5担の両倒面は細〈尖ったアパタ自が

ハ
]
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革57図第49号hl(曽利V式期)の石器 (1/3 臼4 副5;1/6) 
日9・542;鱒石角間石安山省 540・544;単斜斜方鱒石角間石安山活
541 臼3 臼5;鱒石安山泊 546 ;輝岩 5<17 ;結晶片岩(?) 
548 . 549 ;胤嗣省
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目立つ。日5は半壊形。日01主購土、 541は蛙土とカーポノ町付着がある.日6-5381!様w-砧睡
体に眠られた丸石である。日2と日31本企〈同じ偏平方桂杭の挽石であり、全体きめ細かく晴ら

れでいる。方桓状の石皿544は、地山町宮含躍をそのまま使い、凹面部以外は茶剣色の殿イt肱践

に植われている。 5'5はオムスピ彩の蝉巣石で、 一冊面にも 6-7個所.底面に2-3個所の

不胤~IJ.z凶みがi，る。石斧5'6の型幅面白樺は二次臨打されて丸昧がかっている。 547は完形の

定角式石斧。 日8.549は刃こぼれ棋のある1M片石器でみる。 (小体公明)

2 土器およひ'土製品

第45. 46 . 47号祉出土の土器第58図

71は、 '5号祉の埋哩Fに使用されていた九兵衛尾植I式土器のーつである。器粛はチョコレ

ト色を呈し、火熟のためにポロポロしている。串田図の lは、砂粒が目-~つ白描色の土器で

あり、地付のものではない。垂れ下がったような凸帯が口障をまわり、縄文が瞳されているが

胎土や色聞からみて府郷地方から掴入された品だろう。他に破片では、九兵衛r尾担I式的新L

い嬰曹の強い深鉢と浅鉢の破片がめる.

72は、 '7号祉に属する雄内l式の輩宜深鉢である.外壁はヘラ聾形の障についた砂粒療が目

立ち、上宇都が蝶け、避に内壁lま下学部にお焦げの残者がみられる。他にイf孔鰐付土器の破片

が出土している。

71 
73 

74 

⑨ 
zz 

72 
t ".・

第担図 第45.46 . 47号枇出土の土器および土製品 11/677，1/2)
71 ; 45符社 72;47勾社司-77;46号祉

-98-



市-76の4点は、 46号祉から出土した強制I式的煮沸器である。いずれも車文日韓で胴剖tk
は平行竹菅文が引かれでいるo74を陣<3 聞は上半却が煤け、内盟下半却に~，~げ付きがみられ

る.他の器植として以彩色鉢や輩文口障の曹の破片が出ているonは滑車状耳飾である。茶出

色で少L膚荒れLているが完形であって、住居の車壁近くから提見された。

第48号祉の土器セァト 第59ω図

48号祉から出土した弁戸尻I式土器15個のセット{率、深鉢9 革器5 浅鉢lとなっている。

78-田は通常の君鴻用器であり、 78と聞は器壁上半都町内外にIIIげ付きと需こぼれや轄の付

着がみられ、 79は内壁全体にお焦げが控り、日韓にも無こlまれのJ撃が厚〈こびりついている。

屈折底の811i、厚〈お焦げがこびりつき外壁はザラザラと摩耗している。また82は内面が且l色

に仕上げられているが.やはり焦げ什きが認められる。83はF的手前に火畳のように埋置され

ていた屈折庄の漂鉢でもあるが、胴部の宜織は縄文の代りに会るい三角押引文でうめられている。

85.86.8N大型な需献周深鉢でめり、大柄な隆帯で区劃したなかに渦文や三主主または巾

広なiI:融を引いた胴部文雄都も共通してμ る。 85と86は黒~時褐色をしているが、庇にかけて

の索文部l討す躍的に赤~担制邑をLて、その内壁面にはお焦げのこびりつきが認められる。 87

は、顕削がくぴれ l 対の半環状把手が付けられた腰の~jい型形ともいうべき土器で、 口容は水

平に内回 Lて巾広くめぐり、一緒には装帥把手が立つ。出来のよい大型品であり通常の衆靖器

と依遭うと思われるが、やはり胴部文捕手持から口雄剖は嘩付で融~紫暗色なのに下半の業主帯

は置に赤~華街色となっており、底から 5醐ほと・ょった内陸に10冊mでぐるりとパンド故にこ
びりついた厚いお抽げが暁っている.

88 回叩は器躍を開iJtくする高器の上半剖であり、いずれも外聞にはススの材者がみられ

紳に88は内酬にもびっしりと焦け'1tきがあり、器堕はかなり〈たびれている.

91と92は全〈同じ形につくられた燕器であるが、直立する口揖 r<J字形に強〈折れ仙がる

肩郁簡のように立ちあがる嗣剖 それらを粂せてなおも銀大胆の曲率て・張っている腰部から

成る器醇i率、高器と してゆし分傘〈完成された姿である。施主も帽妙をきわめており、高器と

してこれ以上の作品は望めないo911i描形町醐から上が掴ないし紫がかった暗色調で、織形文

のある腰部は革禍色をして明暗を分けている。そして内面は、腰部の張り出L直下の位置にぐ

るりと厚いこびりつき が残っている 092は、 9 1や85~ どと一緒に住居南東の壁聞に、下半を欠

失した状態で据えられていたがヒピ削れも無い。器埜は非常にきれいな赤鋼色に捜きあげられ

外置には黒紫色をした曹のような世跡がみられるa日開を蹄る:>tl.設は三角押引文と三叉状枕文

が組告わされて一分の聞もなく、寛堕なtl'，釆である。

坦鉢剖は、器壁がよ〈研府され黒紫がかった縞色を呈する図

土器のほかに、この家からは土製品と土器片円盤が1点づっ見出された。931ま長さ 6.5師、

量1.8<mほどの枯語体をした土製品で、片聞に細〈尖った著のようなものでつけられた三角押
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第59図 第暗号祉の弁戸尻I式土器(l/6) 

83 

守j風主主織が8粂める。邑醐は褐色、 一見して土情的臨みたいな感じを畳けるがそうではな〈

何とも性格不明会品といわZるをえない。第62図9の円盤は 有孔碑付土器の唖片を利用して

いるが、他にこの器種の土器片は見当らなかった。

第49号祉の土器第61・62図

49号l祉では4占が傑元できた。94.95.96は普通の煮放m探鉢で、外壁の上半は館けている.
粂韓の地主に蛇行するtJ:揖治情通された94は曽季!IN式ともいいうる古いタイプであり、いわゆる

「八J字文の施された95と96は様式的な曽利V式土器であるo971;1:.，大きく軍士口躍がひら〈

不安定な形態町大探鉢でもススやお焦げはmめられない。これは、曽利E式に出現した特大級の

- 1曲 一
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15c. 一
軍団関 第48号祉の弁戸尻I式土器および土邸品(J16 由 ;1/2 ) 
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描61図第49号祉の曽利V式土器(1/6 ) 

深鉢がたどった最後の器醇である。 X把ミf'が退itした耳杭の把手が配され、低い陸待文で限ら

れた聞には術指状工具で描いた同心円弧文が互いに主主するように施されている。他の器種で

は醇色査の依片などが出土している。

第62図2-8には口縄師唖片的拓影を示してみたo 5-8は口揮をめぐる、 i>るいは口樟か

ら垂れる枕輯と大柄~曲輯文とで限った或る部分は索宜のま‘おき、他町大部分に蝿文を転が

している。また器墜には組い砂粧が自主ち、酸化銑分を多量に古むレノガ色の石粒がポツポツ

と点在するのが符極的に見られる。このタイプの土置は総個体位からすると多いわけではない

が、この時期に及んで茸湖Lて〈るので注目をしたい。(小林公明)

第3節 結 自書

第四次町調査で葺見Lた遺構は、江戸時代末期から明治初期にEって問持された水4控除祭摩地

に引水する用水汐と、縄文時代中期の住居祉5基などであった。

水掛掠草地は、現花でも行なわれており、汐の本輯もま観の松睡も金〈同一で寸分も聖ると

ころが~ぃ。現存の抄からも同相~各樋の遺物を提見することができる。

縄文時代中闘の住居社では、 46号社から土事1耳桂が提見された。当地方の曽利I式聞の土割

耳桂の措見は本間が最初である。
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第四国 詰45. 48 . 49号祉出土の土器片および土器片製品 (1/3) 

暗号祉 2-8 ;49号祉 9 ; 4B号1l!

咽 49号祉では、中葉および歳末期における住居祉の在り方を把握することができた。

遺物のうち石器は 120余点あったが、そのうちk以上を48号祉が占めて庄醐的に多かった。

敏量ばかりでなく、 48号右上の溺台、すべての機能を具備した良好会セットでもあった。そのほ

か49号祉の石器では凹石類が比較的に多〈変則的であった。

土器では 48封祉のセットが級;告であった。耕作による依草裂がなければ、図示した15J~は、

ほとんど完形であったのだろうから、中間中薬開の土器の組成がいかにすばらしいものであっ

たか想像がつくというものでゐる。

49号祉のセットも、この時期としては最高のもので、 48号右tともどもに土器+石器の相関々

係lま揮式的なものである。 (武藤縫六)
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第四次発掘調査参加者名簿

調査会河角巌 小林誠人 小林酌 小平辰夫 小林保久 五昧敬造

小林泰国枝熊治五味逸郎平出今朝美平出紫朗小林t自己

和田元一 小林忠幸 'J、仲幸穂

調査団小柿公明平出一治小松島幸田村事l幸樋口喜美

般武藤きみ子功刀そめ功万百代武藤さと江

事務局功刀久木

発掴担当武藤雄六
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第5章 第五次の調査

第 l節 遺 構

龍五次調査は、本館の敷地となる東西45m.南北16mに張出部を加えた範囲内を対象とした。

そのなかには昭制3肘手の第二次醐査の時に尭掘された区域がふくまれでいるので、その部分を

外した。したがって調査区は2つに分かれている。

調査に先疋ってグリッドの設定を行った。グリッドは便宜的に、曽手lの台地を躍に区切っで

いる畑の境界揺を基準として図面上で10m四方の制りつけを行い、遺跡の東北隅から南へ 列

並びに lから番号をふった。さらにこの10m四方内を 5mのコマに分かち、.-dとLた。

発掘の結果この区域内には 縄文中期の住居老t26野と多数の土拡ならびに石組土拡群、縄文

後期初頭の生活祉と配石および夢l石社5個所、縄文晩期の敷石社l個所、平安後期の住居右上2

軒、明治初期的汐祉などが埋世Lでいた。尭掘区をおおざっぱに眺めてみると、 iまJ中央を汐

の祉が通り、 ;t棚の張出区に平安聞の住居社2軒が隣接Lていた。中央の北西側と東北隅の表

土下には後期初頭のものと考えられる配石と、弧状に哩を並べた遺構が見出された。また中央

から東寄りには暁期の土器片を伴う敷石があった。中期の住居祉である68号祉 65号右上 60号

祉のそれぞれ上層に当る表土下からは、 f延期初頃の土器片カ噌Uと出土し、配石や韓土植が見ら

れたので、その時期の生活祉と判断された。しかし、何分にも措いために遺構をとらえること

はできなかった。中期の住居祉は初頭から末葉の各朗にわたって密集めるいは亜被しでおり、

個々について詳細を把握することは困難であッた。土拡もまた個々の時期性桔を確定するこ

とはできないが、一応その分布にしたがって群としてとり担った。また発掘区の南東部では特

異な石組土拡がー到に並んで尭見され、その性絡が注目された。

第二次閤査にか 、わる遺構については、14号祉と16号祉の一倍5を確認し、 17号祉の東半分を

再尭蝿Lた。

第日阻に見る通り、遺構の密集ないし重複が甚だしいので、その度合に応じて、提鋸区の西

側から以下の記述を行っていきたいと思う。

なお、後日における植樹に陪Lて、第三次調査で聾掘された第四号祉の南々東に九兵衛尾担

矧の住居祉カ可愛認されたので、それを第79号祉としてある。
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住居祉

第57・74号住居祉

この2軒は地表下羽酬の軟賀ローム置にあって非常に浅く、 一部は耕作の痕が及んでいるの

で住居の壁は-VJとらえられない。 57号祉は地床炉、 74号設は埋婆炉であり、両者ともほ J同

ーな平坦面上にある。柱穴は浅く、それぞれのFをはさんで2個所づっ検出されただけである。

これによって判断すると、"‘よそ57号枇は桂5m、74帯主tは桂3.6mていどの大きさと主ろう。

住居の床面にあ付られている土拡のうち、 二つの炉祉の間にある凹みは、炉祉のよフに火黙

を畳けた醒跡が見られたが、後述する60号泣や65号祉の上層の場合と同陥に、 I象期初頭の生活

祉に間わるものかもしれ主い。 57号祉の北西側にゐるオケ形土拡には 大きめな曜と石皿lの破

片および九兵衛尾担E式の大形土器片が入っていたので、この家に付属する施設と目される。

また、 57号t止の北韓には柱穴杭の穴と垂直に掘込まれたオケ形町貯蔵穴があるが、帰属はわか

らない。

遺物は少主いが、 57号壮では九兵衛尾恨H式、 74号祉でi志向E式をふ〈むI式の土器片が出

土している。 74号祉の埋墾炉の土器はボロポロになった暁欠でるり、九兵捕植I式に属する。

第60号住居祉とその土層

ローム面への掘込みが浅く、周囲には土地群がいっぱいあけられているので、棚監は部分的

な微帽斜のほかに確認でき主ぃ。桂 4.5mの円形をして、床は南半部に輯き軟弱であった。中

央に石囲炉がある。西南側には大きめ'"極状の石が立てられているが、他は小さ'"曜が並べら

れ東北側は聞いている。炉床は浅く凹み醜土の発達は弱い。柱穴lま、 Pl-P6を該当させる

ことができ答。佳居の北と西醐にはそれぞ'れオケ躍とタライ形の土拡がみるが、周囲の土拡群

を考嘩するとその帰属は決められない。また、この住居祉の外措をとりまいている土拡群のな

かには、窪 揮さからみて柱穴と考えられるのが7-8つある。しかし、とりえてで相間関係

をつかむことができないま、である。

ところで前後するが、 p，付近の床面からや‘浮いて境土の串跡が認められた。それに遺物の

在り方は、制色土局面の上面あたηから後聞の最初頭に屈する土器片カ唱lと見られた。また曽利

H式の土器片もまじっていて、遺構面にかけでは藤内E式と小量の九兵衛尾E式土器片が出土• した。印号;祉とその外骨では石器の量も多〈、全般に出色土の上部から出土した。

以上から判断すると、曲号祉の宜上に載って後期初頭の生活祉があったと見世すことができ

る.60号祉は、出土した土器片と炉の形酷からして藤内E式期とおさえられる。

第50号住居祉

表土を剥ぐと移しい土器片が出土し蛤め、住居祉の中央ゃ、車寄りの範囲にEの踏場もない

ほど大量の土器が散乱している状態カ司晃れた。時期は曽利H式であり、床面から床上却omまで
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に恰もつくねられたような思ヒを畳けた。石器では石盤の出土占章受カ清4と目立った。

住居祉は荏 4.6mの円形をなし、東側で70.75号祉と重複している。側壁の銅込みは西側で

深く、ローム面下回師近〈を捌り、 三角堆土の尭遼がみられた。床面は硬く、 Il'-'平坦で、柱

穴は、 Pl-P"まで概ね等間隔に配置されている。南側を陪いて周泌がまわっているが、ちょ

うど柱穴を二分する位置には、それぞれ壁にかけて小さな柱か杭のt止と考えられる穴のあるこ

とが在意される。 P，は櫨合しているが、建替えがめったのかもしれない。九円脇から壁にかけ

けでは、床面上25cmの厚さをもっ三角形の顕著なロームのプロックが盛られでいた。 P，の傍に

は甚状の土j広があり、クルミの民化破片が抽出された。南の壁陪にある凹みは浅いもので、挙

大の石がi司{固か入っていた。

中央から北西に寄っと炉祉は、奥壁を残Lて結石が接取られ、ツメ石が転っていた。その東

南咽には、これも炉祉であるかのような帯状の凹みがある。そしてF床から凹みの西半分にか

けでは 5~厚に赤〈融け、特に凹みの南揖は周りよりも若干高〈明暗な焼土を残している。先

行する別会住居祉の地床炉とも思えず、 50号祉の炉施設に聞わるものι考えられるが、途中に
介在する凹みの底まで織に班けている点が疑問である。また、後日になっでF石町揖から、

埋め貼りされていt，穴P'が抽出された。

なお、西南の壁外には柱穴状とタライ状の土拡各 lがある。

第75号住居祉

団号と51号祉の聞には.高さ30佃の明暗な壁の立上りが彊状に残っていた。床は51号祉より

い〈らか高く、田号祉には1O-15cm差をもって切られ、幸う Uて韮をとどめているのが75号:-tl:

である。この住居祉に開通する柱穴は、 50号祉の炉端に抽出されたp，ないしその北側にみるP6

と、 51号祉の柱穴と複合しているP万を当てはめることができる。それ以外は不明疋が、北抵の

まわり具合から察して、小さめな家だろう。

時期についても決手となる遺物は無いが、 50号祉には新坦式をふくむ藤内I式と、次いで九

尉階尾根E式の土器片が握入していたし、 51号祉からも九只揃尾担1. II式および雌内I式の

磁片が見出されている。したがって、九兵荷尾担E式期もしくは柑内I式期のどちらかに属す

る住居社と推定される。

第51号住居祉

北倒で35~ を訓るロ ム壁が、か~りきついカ プでまわっでいるが後は続かない。住居中

央の南北に長〈、遺物がひ'っし りと集中していた。土器は弁戸民I式で出土越が多く、橿元で

きる個体も非常に多かった。

石困炉はこ宮んまりと片聞きにつくられ、石皿の半晒片と凹石が値われている。柱穴は炉を

はさんで4f園所が吋応している。北側の桓抗1本すっきりしたもので障りに袋状の貯蔵穴があけ

られている。南側は不安定な形状であり、東西両側の柱穴はそれぞれ複合しているが、同程度

107ー



の深さを宿する 1対の組P臼'PS1'が当てられよう。床はしっかりとして商にいくらか傾斜して

おり、尚北方向におしつぶLたような長円形をした小さな住居祉て・ある。

第71号住居祉

51号祉と岡~<ロームの間壁は北酬にだけあり、浅い周溝がみられる。西側で51号泣と柱六

を複合させてまわっているが、床面のレベル差は錘くひとつづきのローム床となっている。東

南の半分近くは54号祉の上に敏って軟弱に貼床され、それが苛0-15田ほど説;下して不確定な状

盟て・あった。遺物は割合に多く、土器は曽利1式である。

炉右上は住居の奥に寄って、東南側を埜口とした長方形スタイルである。右辺の石固いが二重

になっており、元は隅丸方形であったのを改悼したことが姐われて面白い。また融石の一部に

は唖砂岩が聞いられ、 3個の凹石がそれぞれコーナーに置かれているのも目をひいた。典の炉

石の上には土器(145)がおしつぶれていた。

炉の奥に世置する柱穴は3つが連なっているが、 E集中は51号祉のものと解し、左右の2つを

この住居に当でたい。 Fをはさむ柱穴が両方とも大きめだから 炉の改修と時期を同じくした

駐の瞳脅えがあったかもしれない。南西倒の柱穴は、片方の障に安山岩の転石が置かれ、すぐ

惜に土器(148)が転がっていた。また反対側にも花同省と蘭平な安山岩が並んでいた。他に柱穴

と党しき穴が北北東の壁近くにもある。東南町貼床部の柱祉はよくわからなかったが、日号祉

の西壁際に位置するPnと、北!1ょηのP71'をあてはめていいだろう。 f走者の傍に当る世置から

は完形の石皿(814)が崎せになって出土した。また、 54号祉の北西援の下には大きなタライ状土

拡があるが、曜とともに曽制I式土器(146)が転がっていたので、これは71号の施政と考えられ

る。さらにその北障りで臼号祉の側壁にかかっている、曜の入った浅い土拡も71男に腕するの

かも Lれない。

床は南にいくらか帽斜して、らょうど日号祉の墜に沿うような床面上に3個所、鞍らかな醜

土曜が抽出された。しかしその性格はよく分からない。

第刊号住居祉

この住居祉は当初、大きな平たい安山宕の聞石を組んだ炉祉があらわれた以外にこれといっ

た遺構をつかむことができ辛かった。!1'1ふ南醐の石が障かれたら Lいが、深さ35聞に迭する

曽利皿式岡町立派な切短蝿松石困炉で.底は12"，厚にわたってパリノ〈リに龍けている。

床は浅くてきっちりとしたローム面にまで逮せず、ローム粒の握った柑色土となっている。

東西両倒はそれぞれ54号制;と印号祉の上に載っているが、貼床を捉えられる4実態では辛かった。

71号祉との閲順についても、ダラッと輯く岨いた同ーの平面上にあって段差以みられない。

柱穴I;L田号祉の入口部に検出されたP，唱と、後lこ士戸をはさんだ対応位置に見い出されたpro

とが相当でき、 4本柱と考えられる。控目になって遺構面が乾暁してくると、炉の北冊にくね

る周溝があらわれ、 t戸の{告に垂直に掘込まれた土拡のあることが判った。
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遺物は少なく 、土器は曽利田武であった。叩号祉の南半は昭事国年に尭掘しと第6号担lと重

複し、 6号泣北婦の落込みが確かめられた。

第54・76・73号住居祉

54号右上は課々と掘込まれた大きな住居であり、北監の高さは日間にも達する。東南棚の壁i孟

臼号祉に切られ、南側は未発揚であるが、長桂6m余短桂5.5mの長円形をなし、南東向きに

構築されている。壁に治って三角堆士がよく提達し、北側では大きめな板状の石が数個、な疋

れ込んだような状態で見られた。これに対して住居の中央部は、暗描色の盟三角堆土となって

いた。遺物は、石器の出土点数が彩しかった。土器は藤内I-ll式で出土量も多かったが、そ

の割に橿元できる個体は堪かだった。

住居の奥寄りに方形の石囲炉があり、その一辺に蹄色岩が使用されているのカ守主しかった。

床面は 壁に治う周帯を除いてはロームのプロックと禍色土カ噛らに混じった貼床杭てヘ中央

へむかつでなるく傾斜していた。そこでこれを刺さ去ってみると、平均10間前後でロームの硬

い床に遣し、炉祉の直下付近からは藤内I式の深鉢(24)がペシャンコにおしつぶれて顔を出し

石囲炉の真下にまた別主F祉が見出された。それは方形の石囲炉疋ったらLいが、炉石は取去

られて碍に蛙土曜をとどめているだけである。そして54号祉の松沢を直韓的に結ぶように捜い

周泌が抽出され、 54号制tに先行する同心円状の住居祉があることが判ったので、これを76号雄

とした。

一方、南聞の貼床の下からは2個所ならんで赤く揖土を残した炉祉があらわれ、それぞれ新

道式の埋獲炉の暁欠が見出された。そこでこれを73号祉としたが、 76号祉の床面とはひとつな

がりになっていて、レベル差はない。

76号祉の時期は藤内I式期であり、 54号祉の土器との聞には大した差奨がみられないが、日

号祉の土器片には躍内H式とも見倣せるものが古まれている。したがって、両者は連続Lた聞

係にあって、炉の位置や桂の配置からみても、同心円状の重徳というより拡椙建替え疋と理解

した方がよい@

柱穴についてみると、 76号は、 Pl-P6までのほ.'2 m間隔で配置された 6本柱であり、 54

号の段階でP7-P9が加わり、 p，やp，は建替えが行われたものと受取れる。 p，の底には石皿

の磁片が入っていた。東南から南にかけては、これらの柱穴配置に添うように小さな柱穴が並

んでいるが、日号祉に付属すると考えて差し貰えないだろう。

73号枇についても、炉祉が2個所なので控替えが考えられるが、この家の柱穴としてはPl0-

Pnが該当し、 p，，ま日号右上と複合しているだろう。なお、 p"の南には柱の盟強りらしい炭化材

が楠倒しになっていた。出土遺物は少なく、新進式の土器片と石器が若干だ付である。

出号祉のjtから束では、壁の直下に杭の祉と思われる小さな穴が並んでいる。また北半分の

監の上には不明瞭在説い凹みがい〈つも総出されたが、何とも解釈できない。北壁の一部にあ
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けられている土拡-3は床より10田高〈 出土した土器片により後の世利H式嗣唱の仕草と判

断されたが、他に石器数点が入っていた。(;台、北西の壁1昨にあるタライ状の土i広カ引号泣に

帰属するものであることは既述の通りであるが、その北慢には有孔時付土器(123)が転がって

いた。

第69号住居祉

桂3.6mていどの不藍円形の小さな住居祉である。北側の監は明確だったが、西側は臼号祉の

壁を切りとって 7~ほど高い床をつく η 、周溝を入れている。また東の側壁は周溝上にある土

ま広のために君Lれている。

炉祉は、ずんぐりとしたブJ桂状の河原石4個を組んだ方形で、東辺が安山岩、他li輝桔岩な

いし輝輯拍宕の転石を選んでいる。このうち、西辺の石カ他より憧〈沈んで据えられているの

で、この炉は西側が費口だと思われる。揮さ20佃の炉内には炭混じりの真黒な土がつまり、底

l主赤〈暁けていと。

柱穴は壁際もしくは周構内にあり、東西の2本は普通並みだが他は浅い。南東の床にl主河原

石が置かれた浅いタライ形土地が、南西棚にも不現則に広がる凹師があるが、こσ:住居とは別

な遺構と考えた方がいい疋ろう。また束の周溝上に割り込んでいる土拡は、その上面~中位に

2個の躍が載せられているので69号の坦坦後に掘られた基拡と見倣したい。

遺物は住居の南冊に集中していたが、出土畳は少ない。土器怯曽利N式である。

第52・53・68号住居祉

ここで弘、予想外にも表土をはねた浅い位置に後期最初頭の生活面(52号社)があり、その直

ぐ下位に曽刺町式聞の浅い住居祉(日号祉)が存在L、さらに却凹ほど下に新道式聞の住居祉

(68号祉)が埋没していた。しかも後期初頭の住人によって相当の撹乱が主されたらしく、曽判

H式聞の遺構は殆ど分からなくなっていた。それらのために、この個所の遺構の解釈時煩雑を

きわめ、かつ種々の不日~J な点を残さざるをえない。

まず、表層の黒色土を15-印刷制ぐと、後期最初頭の土器片および曽利N式あるいは曽利E

式土器片の出土がグリッド全体にみられた。同レベルで雑然と囲んだ障の聞に韓土が樟出され

その西帽にもまとまった躍が露わになったので、黒色土層の下面に位置する生活祉と認めて52

号祉と Lた。その時期は、最も多出する土器片から推して後期制面と Lた。炉祉と思われる石

組の西聞に据え置かれた4個の躍は、手前に石英閃長岩の届平な円い河原石があ旬、その脇に

は安山岩の石柱が卵形の断面をのぞかせて26~埋めこまれていた。その西に措L て 2 個の平八

たい輝緑扮岩が面を出しており、これは接合して元の河原石となった。石柱のある祭壇に相遣

なかろう。

つづいて全体を下げてゆくと、北側て-'52号祉の下に埋没している住居祉の輪郭が現われるk

ともに橿元可能主曽利JV式土器などが出土したので、この時間¢柱居祉を予測して作業をすす
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めた。その結果、南棚の床面近〈から同期の底部穿孔埋空(203)の底部が持出された。

ところが、縫土中から出土する土器片以後期初頭 曽利町式のほかに新進式がかなり多く

九兵衛尾根I式も握じっていた。ぞうして、ロ ムの床に遣Lてみると、也居祉の中央には軒

遣期に特有寺小型の方形石囲炉が睦置されており、かっその一辺を掠めて桂 1mのオケ形土岨

4があけられていた。一方、後期初頭の52号越の炉祉と目された遺構は、炭提じりの軟らか

な焼土が長在 1m 厚さ却聞でちょうど新迫期のロ}ム床まで金田賓しでいで、しかも中央のオ

ケ形土拡の西半却に載さっていることが判明した。また この韓土の堆積は炉によって形成さ

れたのとは契なるという所見も得た。

次いで、これを陪いでみると、 1，0"真下町床上に厚さ 7聞の軟らかな蛙土が.恰も担のよヲ

に残置されでいた。その一部はオケ形土拡によって緩め取られていた。こ、でオケ市土拡-4

について触れると、これは新道式周の住居の床面下62酬に垂直にきりこまれた大きな土埴で、

推土中からは九兵荷尾担H式、新車式、曽利n-町式、後期初頭の各聞にわたる土器片が出土
した。したがって、この土桔は52号期と閉じ後期初頭に掘込まれたものと理解される。

以上の結果、連中lこ浮いてしまった曽利H式期の住居祉を53号祉とし、新道式期の住居祉を

団号社とした。

そこで改めて52号杜と53号祉について整理すると、的手IJW式期の臼号壮は、先行した新道式

期の住居祉とすっ 13'り重さ~るようにして、そのほ "20田上に宮まれたと考えられる。6B号祉

の床面北偏りに暁されている蛙土痕は、深さ20cm<らいの石囲Fの火床であろフ。また、6B号

祉の南床から楠出された埋曹の残欠は、もとは口組まで30聞くらいあっえ毘鉢が埋められてい

たものと思われる。 LかL、日号祉の廃絶後の後期初頭に王って、6B号妊の床を植って大きな

オケ形土拡があけられ、同時に53号のF右上はじめ貼床や埋聾などの諸施設もかなり損>;;われた

にらがいない。そして耕いには、オヶ形土地も埋められ、 53号の炉祉のあたりには長円形の土

拡が掘られ、どういう事情かその中に蝶土の楼輔が行われ、礁が鍬せられたものと推測される。

次に、6B号祉の遺構面を眺めてみよう。6B号泣は桂4.5mほどの円形で、南{則を除いて20田高

の剛壁がまわっている。床は固く、同心円状に中央部にむかつてなだらかに幅制しているa中

央に小さな方形石囲炉があり、これに接して省、〈輯けた地床炉がある。石阻炉の火床はあまり

焼けていないので、地床炉に代つで新築されたように思われた。きらに北へ帽った床上に、日

号祉の炉床と考えられる焼土がある。そしてこれらを抜めて、桂1mのオケ形土拡がすっぽり

と掘込まれている。石囲炉をはさんだ東西の床上には、それそ・れ安山岩と斑筋岩の円い転石が

置かれていた。ただし、後者は上下の位置関係から推して52号祉に関わるものだろう。また特

筆すべき遺物と Lて、石圏炉と地床炉の間の床面直上から、後期初頭め所産とみられる蓋状土

製品(第I羽図6)が尭見きれた。

曲号祉の床面にはいくつも円柱穴があけられでいるが、それらのうちPIS-PI8は浅〈、世置
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からみても日号の柱祉と考えて差支えないだろう。深い柱穴はl割田所ばかり検出されたが、炉

祉の在り方と合わせて2時期に分かれよう。 Pl. PZ . Ps . PSはほぼ伊棋な寸法と掘込み方

疋ったので、これにP1Zを加えた5本柱を考えたい。しかし他についてはどのように関連してい

るのか判断に迷う。

p， ，率、オーバーハング気味に掘られ、底から10咽程の位置に躍が3個あ月、それから底まで

はローム握じり土で埋められていた。 P13も、 p，に似たサイズで垂直に掘られている。炉祉を

はさんだ東西に叫対称号るような探い控穴がある。 p，は底に転石があり、 puは深さ 1mに遣

するが複合するP10のレベルまで埋めたてられていた。

F祉の南に検出された斜坑P141主催めて特異なものてeあった。これは‘床面に吋しておよそ65・

の角度て曹たれた桂却聞の細長い斜坑であって、揮さは斜距離で2.2mにまで遣した。埋土は一

般的な同色の単粒土疋ったが、底ちかくではかなり湿負を帯ひ'てや・粘る土質となった。持に

遺物はみられず、新道式および曽利E式以降くらいかと思われる土器片が憧か握入していた疋

けである。このような斜坑は刑を見aいが、柱穴の類とは思われず、地下の揮所でー定の温度
と櫨度を眠った特殊な貯蔵穴と考え、 一応日号祉に付属させておきたい図

以上のように新進式聞の師号祉は、外周よりも全体に畦い桂3mていどの小さな住居と、そ

れを同心円状に拡げた住居との2時聞があったと理解される。ただ新道式とともに九兵衛尾担

I式の土器片も割と出土しているので、あるいは先行する住居は九兵布尾植式聞であったこと

も考えられる。

最後に、住居祉の車墜にかかって大きなオケ形土拡が埋世していた。特に遺物は見当らなか

ったが、 68号ま止よりも旧いEき用のようである。

第59号住居祉

北~西醐の壁はロ ム面下20"，前後に蝿込まれているが、東~南側広地山との差がなく、南

障は68号泣の上に絞っていた。桂5mの円形を呈し、床法平盟で硬く、周務は北援の下に疋け

あり、深い。西壁には土拡が2っかかっていたが、両方ともロームを握入した埋立てがみられ

たので・この住居よりも古いものと見倣せる。

主桂穴はPl-P6までの6本が司植な寸法を示し、全体に深くしっかりしている。 P6-Pl

の間隔がや・聞き、炉の向きとも一致するので出入口は南東棚疋と察せられる。ここには垂直に

掘込まれたオケ形土拡が埋没していたが、この家に先行するものと判断された。

東の床にはタヲイ形の土地があり、 65号祉などの場合と組ている。 P5に接する大きめな土j広

からは民化ιたクリの実が検出された。 P，の底には打製石器がl点、その北隣りの桂穴には凹

石が2個入っていた。住居の東南半かち屋外にかけては柱穴風の穴がいくつもあけられている。

西壁外にも見られるが、それらの時間性格は判断しかねる状態であった。また、住居の南西

障にも帰属不明な土拡がある。
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方形のF祉は、西の炉壁のみ結石が暁つでいたが他は無く、ツメ石がくずれ落ちていた。

4G聞と揮〈、底は8剖厚に挫けている。炉の東南樺にかかって床上や‘高〈 無頭石樺(951) 

と~利 E 式土器 (186) が並んで横転していた。 これらの傍には炉石ともつかない厚自の石がめり、

さらに炉の輯からは都合3つの小穴が抽出された。石樟の以態からうがってみるならば、 3つ

の小穴のうち真中のは石樺を立てた祉とも受けとれ、傍に据えられでいる石には祭壇のような

性格を与えることもできるだろう。

遺物は全般に北側に多く、床上15~前後の厚さをもっ三角錐土より上から出土している。土

器は曽利1-0式を主体とする。

第62号住居祉

これと次の63~号祉は平安後期の住居祉である。この宰は東西3.8m 、南北3. 2m 前後の西倒に

張った方形で、北~西捌ではロ ム面下20~に掘込まれ、 3夜明は65号祉の土却価弱に絞っでい

る。床はいくらか軟弱疋ったが平坦で柱穴は無い。

東南隅にカマドの火床が認められ、土師器の砧片がや、まとまっで出ヱしたが、カマドの石

組は分炎桂と覚しき石を捜すだけ疋った。また東北隅にも燦土の痕跡が見られたが、これは後

遣する伍号祉の上層の場合と同捕に縄文後期初頭のものかも Lれ辛い。

l!物はカマド付近に少Lあったのみで、堆土にはむしろ縄文武期の遺物が担入していた。

第63号住居祉

南北3.2m、東西2.9mの正方形にちかい整った平面形をもっ。ローム層中にきっかりと掘込

まれ、北側でロ ムの壁高40叩疋った。北京と南西のコ ナーにはそれぞれ深さ30酬の斜めな

小穴が総出されたが、柱穴は無い。床面は粗桑を投入して煙いたら l<、極めて固くきれいな

平坦面を保ち、後植している黒褐色土がぺラペラと剥がれた。

カマドは南京間寄りに築かれ、煙遣が細長く抜けている。カマドの石にはススの付着がみら

れ、重なり告った両循石と火床との開聞に曹の破片が入つでいた。カマドの右手壁燃にIA落し

穴がある。

遺物は、カマド付近と灰落し穴に土師器と須恵器の暗片が少量あったにすぎない。なお推土

中には縄文期の遺物が哩入Lていた。

第65号住居祉

住居町北側でローム面下回個、東倒で40田と深〈揖込まれ、特に北半分では褐色の固く Lま

った、ほとんど遺物を含ま主い三角縫土が著しく量逮していた。平面形は長桂5.2m、短桂4.5

mのいびつな円躍で、北西壁が大きくなだれている。北~東半分を周泌がめぐり、 iまぽ問寸法

の柱穴が5個所ちょっと重ん疋持棋の駒形に配置されでいる。床面は平坦でしっかりしでいる。

甫の入口左手に柱穴と思われる穴が検出されたが、帰属はよくわからない。

中央ゃ 、奥に長方形の石閤trがある。費ロには角柱状の角閃石安山岩を据え、他は霊山宕の
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曜を組み、開聞には小石をつめ込んできっちりとした箱形に築いている。第二次調査で発掘L

た18号祉と同タイプの炉桂であり、炉床は厚〈焼防ていた。

住居の東隅にl本袋杭の貯車穴があけられ、東の桂穴に接しては浅いタライ形土拡があって、

この中には石皿の唖片が入っていた。入口右手の住穴の構には3個ほどの曜とともに半様した

石皿があった。西壁を割って浅いタライ状土拡が検官。されたが、これは65号とは別な時期のも

のである。

出土遺物は少なくて曽利I式の深鉢l点のみだったが、意外にも提掘の最持段階になって北

西の周溝上から完形の土偶(第129図2)が聾見された。床面上13=の綾土の中に怖せに埋もれ

ており、恰も住居の奥まった棚か夫弁から落下したような状態であった。出土した破片の多く

U僧利 E式に属するもの~ので、炉の形態と合わせてみると、このヨ震は曽利 I 式後半から E式

期へかけて詰まれたと考えられる。

第65号祉上層の生活祉

65号祉の南東部に当る位置、地表下四闘の禍色土府下面は、貼慌のような状態を呈し、続土

の痕跡が2個所に認められ、後期最初唖の土器片と石器の出土をみた。この時間の上器片は、

101aグリッドの北半部の霊長土下および65号祉の屋外来棚にかけても散見され、かなりの量にの

ぽった。しかし、特に遺構は見当らないまま生活祉を確定することはできなかった。 65号祉の

車北壁上の浅い柱穴や西南床上の小さ会阻みなどはこれに聞わるものかもしれない。 62号祉の

東北偶にも阻たような班土寵が見られたことは既に述べた通りである。

第64号住居祉

桂4mの少々ぎくしゃくした円形を示す小さな住居である。確固とした佳穴が隼く、南入口

倒に浅い柱穴が相対している。北半分を周溝がまわり、奥壁に潜るようにしてスリバチ状の大

きな土拡がある。

耐の入口部には埋聾が相接して二つあった。手前の方が離分布〈埋腔され、その障に先行し

た埋警は半分媛されている。両者とも曽利阿武庫鉢の日韓~口頭部を欠いた正位の埋裂で、旧

い方 (2曲)は底部穿孔、新しい方 (199)は底部を抜いている。また、これらの右手にわずか鑑

れて平板状の手頃な石があったが、董石がずれたのだろう。入口にかかっている浅いタライ状

の凹みは別時間のものらしい。

炉祉はこぢんまりとした野穴炉で、底は10棚厚に揖土が提遣していた。炉の右手に小高いロ

ームの盛りがみられ、平桓状の安山岩が桶き、その脇に長さ70聞の三角柱状の婚時岩の折れた

部分が倒れ重なり、その封に当る部分は炉の曜に横倒しになっていた。さらにこの個所には深

さ78聞のすっぽりとした桂戸止犬の穴があることがわかった。この家の上屋構造とも関連して〈

るが、これは通常とは異った性割を与えられた柱の祉と推察される。そしてこの桂の内倒に寄

りかかつて、ロームを盛り聖めた上に平極石と三角白石柱を据え、事壇としたのに相違ない。
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いずれにLてもこれらが事壇であることは疑いを入れない。

遺物は、割と石器が多く 西南の床上には完形の石皿(j040)が伏せられでいたい模様か

ら奥に寄って黒阻石盤のf:路市が出土した。

第55・78号住居祉

55号祉はロ←ム面への掘込みが浅〈、北側でも抵い伺U!置の立上りがみられるだけで為るが、桂

4.6mでいどの円形をなすと思われる。東床の一部が'66号祉の上に載り、全体に床面は軟弱気味

で凸凹と Lでいる。僅かづつであるが全面にわたって揖土が散見されたので、廃家となってか

ら火災に遭っているかもしれない。

費口に平根な安山宕を据えた方形の石圏炉は、典の閤石が見当らず、そこが陥没したように

凹んでいた。これは出号祉に先行した盛状土拡が埋没していたからで、決みこん疋炉石町一部

が見つかった。

柱穴は、はっきり Lない。北側に総出された150m前後の浅い凹みP55とP55'を当てることがで

きるが、その他は不明である。炉祉を除いで全体に遺構は不明瞭であり、出土遺物も少ないう

え各期の土器片を古んでいたが、曽利E式土器が出ていることとFの形態から、曽判E式期の

旧い方に世置する住居祉と判面される。

ところで、炉の費口の床には厚さ 5聞に及ぶ軟らかめな揖土が残されていた。また少し離れ

た床面にも凹んだ炉原の祉が、 55号祉のものかと思われる土拡に切られた状態で露わになった。

これらによって、 55号祉の浅い床面とレベルを同じ〈する古い時期の並居祉が重視しているこ

とが知られた。 55号の炉口の蝶土はその炉に村槌した火床とも受け取れるが、次に述べるよう

な聞係から別時期の地床炉と Lて扱っておきたい。後Eになって遺構面カ苛E燥して〈ると、 55

号祉に先行Lた住居祉の面影が韮をあらわした。それが78号祉である。

55号祉の北壁はひとまわり後退して確かなロームの冊壁がとらえられ、これは新道聞の66号

祉によって切られていた。また55号祉の外輯にP.. P7が、北床!こP2が検出された。これらの

位置問時から追うと、 66号祉の西壁倒的柱穴P3-P6が在意される。このうちP'と西墜にかか

っている畠状京昧の穴は、66号祉によって埋められたことが明らかだった。P，-P7は、 p，を除

いていずれも50-司酬を捌る柱穴で、 P3-P6はそれぞれ2個所の地拡炉に対応するような位

置関係にある。つまり、炉の移築にともない住居の東倒が臨らんだ畳桂6m<らいの長円形の

也居枇があったと後定される。地床Fでゐること、新道式捌の66号祉に切られていること、中

期初頭の土器片が少量であるが出土している点を考え合わぜると、この78号祉は九兵荷尾担I

-rr式期の住居である。
日号祉の炉端にあけられている丸石の入った穴は、石の位置ー25間以下がロームプロァクの

哩ヒった土で埋められていたので、炉の下町袋捗e.ItT車穴などとともに百号祉に属する施設とみ

なせる園田号祉の入口部に相当し66号祉の壁にかかつては、 2つの土拡があけられている。片
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方は上面に石が置かれているが、所属や時期など不明である。

第66・67号住居祉

師号祉は桂6mのIl'-'円形を呈する大きな住居である。西醐でら5.7B号祉と重植し、東北側

は56.58.72号祉の下に埋没していた。表土を除いて暗褐色の後土に移ると、住居の東に嗣っ

て、遺物が多数の石を混じえてガラガラと晶朝したようにまとま って出土した。土器は新道長;

であーη、個体敏も多くて良好なセットだった。また西棚で55号祉と重複しみう辺には、生活面

上に据えられたふうな恰野で台付浅鉢(11')がポツンと;nされていた。住居北棚では明掴色の

三角堆土がよく発途して、その先端は中央の炉祉ちかくまで延びていた。

南倒を砕いてロームの倒壁がまわり、床面は南側にや b 傾き、監から 1mほど内酬はローム

が斑に曜夜する固い明制色土が床をなして全体に少し凹んでZいた。中央にある地床炉It，剖と

広い範囲にわたって真赤な班土と炭粧がみられ、南東倒に11固の石が添えられていた。

ところで、住居内倒の床をローム固まで剖ぐと、東冊は10四ばかりに段落がついてぐるっと

壁がめぐり、 66号祉に先行する同心円松町住居祉が10田弱差で存在することがわかった。床は

平坦でかたい。そして8聞に及ぶ厚い揖土をとりはらうと、ベンヤ yとおしつぶれた状躍で絡

沢式の浅鉢(1011が現れた。これは探き1&mほどに凹めて浅鉢をはめこんだ措沢式期の埠壇炉で

ある。そこでこの住居祉を67号とした。

ここで柱穴の配置を眺めると、内側の墜に沿って6ないし7個所の柱穴がならんでいる。 一

応は67号祉の柱穴とみられるが深さは全くパラパラで、その点が気になる。 一方、タHF唱の66号

の桂穴は、側壁よりもかなり内に寄って67号の壁外に援して配られている4個所が挙げられる。

Pu-P!・は方形に正確な間隔を保ち、寸法もは J一致している。少し大きめIlP14は7B号の柱祉

と置なったからだと解したい。この喝告に註目されるのは67号。:四分点に世置するPI5-P17で

ある。これらはいずれも探くてp"とp"とは66号の柱穴を桔ぷ一瞬上に符合している。したが

って、特異であるが'66号は方形に配置された7本柱だったと考えられる。この住居の北と束の

間壁がかなり躍やかな曲芸与をとっているのはそlのためであろう。

このように措択式聞の67号と新道式期の66号とは短時間の聞をおいた、ないしは連続した時

間上にあって、 66号は67号の同心円杭建替といって差支えない緊密な問悟をもっていることが

祭せられる。

次に、 66号祉の壁直下には深さ10田あまりの小穴がぐるりと検出されたロその中には適当な

問闘をおいて、いくらか大きめで深さ羽田を越すような小穴がある。これらは住居の監を支え

留めた杭の社て・、木杭と土壁の問には粗昆とか木皮あるいは竹などがまかれたものだろう。

炉祉の南東にはオケ形土拡があり、躍が3個人っていた。住居に付属する貯窟穴かと思われ

る。またその商障りで67号の入口にかかっている土埴は桂のものである。北西壁の角に他大き

な土地ー 5 があけちれている。 66号祉の床面からの深さ50師、壁土からBO~あって、底か 020
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聞の位置に石皿の砧片をふくむ10個ばかりの石が雑鍬と放り込まれ、それから底までは大きな

ローム塊で埋められていた。後期の最初頭にかかる土器片が出でいるのでその時期に掘込んだ

ものと判断された。

最後に出土遺物は、 66号祉の新道期を主体と Lて、 67号祉の諸沢式土器片と暗号祉にかかわ

る九兵衛尾根I-U式土器片が少量づつである。

第56号住居祉

北側で時期古い58号祉とほほ凋 面で重徳し、西半分は66号祉の上却聞に敏η、東南部は

軟質ロームの録 上面を床としている。浅いために側壁はとらえられず、床の状態も軟弱疋った。

66号祉の壁にかかった炉は、 4放の薄い極石を箱形に組んだ曽利回式聞の典型的主形態て・あ

る。四隅には小石をつめ、うちl個は凹石を克でている。深さは3C酬で外床は真赤に厚〈焼け

ている。

柱穴はよく確定できないが、 67号祉の壁際に抽出されとp"とp"および炉を1;さんだp"が相

当し、桂3.5m<らいの小さな住居だったと推定される。 LかしFの手前にあるタライ形土地の

揖や住居の南東入口に検出された柱穴と覚しき穴は、どう聞速させるべきか判らない。

遺物は少なく、 1裁は曽利回式であった。

第58・72号住居祉

58号祉1;，北~函で初m前f去のローム壁がまわるが、南側は重槙が'"って途切れる。北側に

三角雄土が発達し、遺物の畳は多くない。土器は曽利E式を主体として、堆積土の上部からは

後期初頭の土器片の出土をみた。

奥壁寄りに大きな石困炉がある。円躍や長めの石を使っているが、削れた石皿を裏返して附

いでいるほか、凹石と字U拳状石斧の破片がツメ石になっていた。炉建は凹んでよく融けている。

床は、 56号祉のIF'Iこ王るまで少し闇斜Lている。炉より北倒は硬いローム床であるが南半は

少し不安定で、 5，，"ほど削るとしっかりしたロ ム面となっで、炉祉の雨時には韓土復が見出

された。そしで、こ‘は凹んで藤内I式の埋主題炉の破片が検出されたので、 58号の床面下に僅

差で遣されている住居祉を認め、これを72号祉とした。

柱穴は、 58号祉の床面に遣した段階ではP31-P33が検出されただけである。 p"，は大きな掘方

をもって揮さl.lm.f;り、これより北壁の下に周溝が延びていた。東北聞はー部が15号右上と盟彼

し16号祉と陣接するが、大きな土埴が3つ連らなっている。それから一月ちかく放置しておい

たと ころ、遺構面の乾燥化に伴って多数の柱穴が現れてきた。しかし、その配置関係は紛らわ

しくて判別できない。

国号のPwP33に対応するのはP34'P3S f':: と思われる。 p"は西~から大分は吾れているので

この西壁の一部は72号祉の壁であることも考えられる。また、 56号祉のFの北怨lにある台状の

安山総は58号に帰属する也置にあり、l'z3の西障の凹みからは僧利H式土器の下半部が輸出され
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た。したがって 応、日号祉の炉端に埋世していたp3<を58号の柱穴と見倣して、住匡田市帽を

推定しておきたい。

58号の炉祉の周辺から66号祉の北京コ ナーにかけては、いくつかの柱穴がばらまかれたよ

うになっている。曲師を越す語いものと浅め容ものとがあり、漂い方は7z骨の桂祉疋と受付取

れるが、その配置をうまくつかむことができ辛い。7z号聞の藤内I式土器片のほかに斬道 措

沢 九兵衛尾根I式に及ぶ土器片も値かにみられ、埋愛炉の南東にずれて悼土の槙蹄があるの

で、設い桂穴はこれに関わるものと解釈して、さらに九兵捕尾根式問岡町住居祉を推定するこ

とも不可能ではない。 66号祉の壁にあけられている袋状気味在深い土拡についても帰属のほど

は定かでない。

第77号住居祉

珪掘に当って主主目されたのは、住居北寄りに内接するような円形の寵圏全面にわたって、硬

いロ ム床から10-15佃町厚さに置と蛙土の層が推積していたことである。北~車にかけての

外締では、この民化膳の上に明柑色の堆檀土が載っていた。そして結局この範囲は、住居の奥

に曲つで主柱穴の内聞にほどよくおさまっていることが判った。それ紋この範囲は、床上に丸

木村や本の粧が並べられその上に厚い草亜のような敷物が敏かれて生活面を在していたが、廃

絶後の聞もない火提によって不完全酷韓のまま炭化して残ったものと考えられる。

掘りあげると.東西の桂6mで南北に幾分おしつぶしたような面円形を呈し、北剖の壁院は

35酬を測り固く平坦な床をもっ佳居であった。桂穴1; ，同ヒ盟事告でほ.~~手間隔に 5 本が配置さ

れていた。西側のそれには平たい石が叙さっていた。周溝は北~東倒にみられ、南同時で壁の立

上りは消えて入口倒の一部は17号祉によって掴なわれていた。中央や・北寄りにある炉は、南

側の費口の石だ付が硬砂岩の届平な河原石を遭ぴ、他は平板状と方桂状の安山岩を用い、ベタ

ッと据えている。炉をはさんて・匝廷しあうような位置に一対の浅いタライ形土埴があって、片

方は柱穴にかかっているa

遺物は多くなかったが、西の柱穴の惜に曽利I式の完形土器(1臼)が横たわり、 1tの柱穴の

脇には半分綴れた浅鉢(155)か'liっていた。同じ柱穴の陪から手U拳状石斧が出土し、近くの周

溝にかかって一対の凹石が並んでいた。

ところで住居の北西融1;，堅からはみ出して相吋する浅いタライ形の凹みが盟けられ、これ

らの間以床上回国の高さに土壇状をなして 分厚くどっしりとした安山岩が置かれていた。さ

らにその奥は土壇よりー却聞すなわち床面と同レベルの土拡とな η、花両省をふくをr4個の礁

が入っていた。その東側には、また別の遺構がつづいている様様だ.ったが、尭掘区外であった

ので嗣査を打。]った。土器片 なども見出されず、特に決手と~る遺物を欠くが、これらのi!!lR

によって住居の北西揖が乱された様子もなく、また住居の壁がこれらを塞いでいる林惑でもな

かったから、この家の施設と見倣してよいだろう。
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第61号住居祉

17号祉の南東部に亜観して61号祉が営まれている。 17号祉は深さ27，間前後に'-'ぷV字形の周

溝をめぐらせているが、 61号祉の炉i孟その直上に構築され、重複却では前者の床面をそのまま

継いで周溝を切りこんでいる。

この住居は長桂5.3m、短桂4.8mの問丸方形に近い平面形をとっている。北の墜にくいこむ

ようにタライ艇の浅い土拡があり、全く問柑主施設が住居南側lにもあるが、前者は17号牡に屈

するかも Lれない。柱穴は4本柱のはず疋が、どうしでも北隅のそれは見つからなかった。困

隅では17号祉の柱穴と複合しているが、いちばんタ同lのものが舷当するだろう。南西の周講に

接して埋費がある。底部を抜いた位利回式の両耳把手付曹 (198)であり、安山結の董石が沈み

こんでいた。またこれは、ひとまわり大きいフラスコ状の穴を揖って製置された状態であった。

この住居右上でや ‘ 特殊な~情として興味をひくのはF祉である。長桂 1 m 、揮さ45閣の大き

な切組弛状の炉を構成する極右のうち、2辺のものは抜き取られてツメ石が炉揖に残り、炉の

南障にその抜かれた石がヒピ割れたま‘置去りにされていた。それに、;t倒の炉石も手前に押

されてのめったよう主状態をしており、西側のだけが動かされずにあった。これらは、住居の

廃絶後に炉石を再利畑しようとして抜き取ってみたが、火熱のためにバラパラに割れてしまっ

たので断念したことを物語っている。在お、炉の火床は 8~厚に醜土が尭遣している。

炉祉の南側の床面は、剖と広い範囲にわとって厚さ 9~に:&んで赤〈焼けていた。この下を

17号祉の圏構が止り、直上には抜かれた炉石か被置されているので、主炉と併用されたことが

確かである。

出土した土器は曽利回式であり、 17号祉に関わる曽利E式土器片のほか九兵衛尾眼E式 跡

内I式 ・弁戸尻I式などの土器片も若干量づっ見出された。また、西側の縫槙土中よ り新ili期

頃の土協の胴体が出土した。

61号祉の南西側は、 14号祉と29号祉の聞に相当するが、ここは空いでいてパラパラと土拡が

検出されたにとどまった。

2 配石祉

第59号越北辺の配石祉

101d -lOlcグリッドの59号社;t捌の 帯は、表土眉を除くと軟質ローム面上にかけて点々

と礁が顕在出した。特に59号祉の北東側から62号祉の中ほどに11，唖砂諸の石片や石皿の破片

をまじえて集中する個所がみられた。これらはとりたでで秩序もな〈散黙として、他に伴う遺

構も無かった。遺物も少なかったが、後期最初頭の土器片が審1]と目立って出土したので、 応

その頃の遺構と考えたい。この場合、平安聞の62号祉の床面上につくねられた雌は別で、カマ
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ドの石が見当らないからそれらが該当するかもしれない。あるいは汐祉の延長上に当るので、

汐中の石溜まりかもわからない。

弧状の列石祉

58号枇北酬の表土を剥ぐと、東西にのびる離帯があらわれた。いくらか弓なりをして続いた

が両端とも途切れた。これらの躍はありふれた安山岩類で、 一 部l孟58~地上の北壁土にせり出し

ていた。層住は地表下筑同の軟質ローム面上にあり、おそらく住居南倒の土止めであろうと思

われたので、 86.グリッドを拡張してみた。しかし遺構は全く見当らず、わずかに数点の打製

石器と後期制顕の土器片が散見されただけだった。したがって後期初頭の剖石として差支えな

いが、性格については同とも云えない。

第66号祉北西縁の敷石祉

86dグリッドの南側、 66号祉と64号祉の聞に相当する辺では、表土をあげると晩問中頃の土

器片が出土した。そしてローム面よりや・高く、小さな鉄平石が敷かれたように散らばり、一

部は64号祉の入口あたりにもとんでいた。その東側には、安山岩田厚めな離片が苛tt火と溜まっ

ていた。遺物との聞係から暁周の遺構と判断されるが、それ以上のことはわからない。

3土拡

土拡l率、その世 100を越え個々日ついて全てふれることができない。提掘の時点で時世宜よ

群として扱ってきたのでそれに世い、近接する住居祉を基調書としてそれらを包括的に表示して

おきたい。そして個々の土地についての説明は最小限にとどめ、その表示も必要なものだけに

群の番号と合わせたこ桁の数字をふった。また住居祉の項でふれた土拡については除き、全体

として住居社以外の遺構平面を概観するようにつとめたいと思う。

第60号祉西域の土壇群一 l

114dグリヅドの表土を剥ぐと、土器や石器が割と多く出土し唱 57号祉と曲号祉との問I:t.， -

面に密集する土拡のたまり場と~っていた。それは、揮めなタライ形ないしオケ形のほか不定

形なスリハチ状に凹んだものとが被告している。

このうち1iのほには一個体分の藤内E式土器(125)がパラパラになっており、担元してみる

とほ J完形であった。 12にも伊時期の土器の下半部(126)が入っていた。 13の揖には少し離れ

て2個の石が置かれていた。師号祉の北西際に接している土拡群の14'15には数占の石器が入

っていた。

これらの土拡群は桂・深さともほ J共通してまとまっているので、同時期頃にあけられたも

のが多いと考えていいだろう。描色土~ローム面にかけて出土した土器片および少なからず土

拡内から出土した土器片は、九兵布尾恨E 躍内n.曽刺Eおよび桂期初頭の各期にわたって
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いたが、このうち曽利E式がいちばん多〈、石器も同期頃の特植を帯びている。したがって大

体その時期は、曽利E式聞と見倣しておきたい。

第，7号祉東縁の土地 2 
114dグリッドの土拡群に連らなる西北冊は、 57号祉の東掃を侵してとりとめもなく広がった

不能則な凹みと細長いスリパチ状の深い土拡となった。ところが、市西倒の壁は不確定でしっ

かりしたロ ムにぶつからないままであり、 Lかもその辺町ロ ム画以いくらか高いレベルを

示し、ザラサ'ラした粒状の持殊な状態をしていた。そして部分的には、この下に滑り込むよう

な細長い暗褐色土の個所があった。

世米の多差損ではこのような遺構に遭遇したことがなかったため、援債の時点ではそのまま打

ちきられた。しかしその後こうした遺構に当る機会がしばLばあり、いわゆる「ローム マウ

ノド」と呼ばれているものであることを知った。土枯は畳程3.5m 短桂2.5mの規績で、その

南西半分に粒状のロームが津島状に雄輔されている。

土埴の上部から多少の石器と藤内E式~弁戸尻I式と曽手rJs式の土器片が出土Lた。時期の

確定はでき{<いが、これも曽利E式聞の可能性が強い。 I

第7，-，4号担t北域の土法群 8 . 2 . 4 . 3 .' 
75号枇から臼号祉へと逮弧状に壁が巡らなる住居社群町北倒一帯は、住居の(;ぃ空地となっ

て土拡が分散している。この辺つまり125a .115 c .115aグリッドは、表土層が25佃で軟質ロー

ム面に逮し、耕作が且んでいるところもあった。遺物は少なく、九兵捕尾植式・曽利E式 。後

期初頭などの土器片が散且された疋けである。土拡は総Uて地積土の色剖が紛らわしく、鮮明

な暗出色を呈しでいるのは少辛かった。形状は浅く不定形なものとタライ形とがある。

提掘区の酉障の81には九兵衛尾根I式土器の底部(98)が遣されていた。

日号祉の北{闘の土拡群2のうち21は中位に石がゐるスリパチ状、 221ま上面に石皿の破片が載

さった浅いタライ形、 23は上部に平石があり底に立石状のずんぐりした石が入ったオケ形の土

紘である。これらの村近からは曽利E式期頃の石器が数点出土した。 51号祉と71号祉の北壁に

かけてはダラッとした浅い凹みがみられた。

臼号祉の北111の土拡群4 の41は浅い凹みで石が蹴り、九兵衛J~I~式の土器片があった。 42

43は理子のような土埴で、どちらも石が入っていた。剖の上面には石皿の破片が載さつでいた。

またタライ形土地:45からは石睡と九兵尾担式土器片が雄山された。

曲号祉の南暗にかかつては、 3グループにまとまった土拡群3がある。このうち31は平たい

安山岩が2個づっ並べ置かれ、その下は浅い凹みとタライ杭の土枯となって、九兵衛尾植式土

;s片がみられた。 32はEいに緩しあうタライ形土拡瀞で、西北棚のひとつは他に先行したもの

らLぃ。 33は柱穴のような穴をふ〈んでいる。

これらの土拡の時期はというと、;J;物との関連からみで、土J!む群2は曽利E式用頃.土拡群
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8と4と土地31などは九兵荷尾栂期頃のものだろう。そして、上部に割と平たい石が絞ってい

るのは基拡と考えてよいだろう。また印号社南西の土拡群321ふその在り方からみて同社西域

の土拡群1と同じなかまであろう。

第68号祉南傍白土地ー 1

68号祉のI領には 長桂l.8mの長円形をした風呂楠のような大型土拡か埋捜していた。監は

垂直)![くに立色、漆さ出師ある。さらにその車北隅に法-40聞の差をもっ土拡があけちれてい

る。これは日!な時期のもので被告していると考えられるが、前後の関係を示すよう堆植松酷

はつかめなかった。この西側にもローム塊ま Uり土で埋められた揮さ1田町に透する土地がお

ったので、それと対をなすように畳けとれる。

土拡内には特別主遺物もみられず、推積土中から九兵衛尾担式前槌式 曽利W式および後

期初頭などの土器片が若手量と打製石器4点が抽出されただ吋である。非常に控目されるパン

とした土埴であるが、時間を決定する瞳Eのないことが惜しまれた。最近の調査事例では、こ

れに類したタイプの大型土拡が後期初頭にあり、貯蔵岡の畏穴と目されている。

第59-60号祉北辺の土拡群 9 

59号祉の北緯から印号祉の;1:1揖にかけてもいくつか土拡がみられ、 59号祉の北西壁にも2つ

の土拡が埋没Lていた。タライ状ないLオケ状のものと浅い凹み、それに柱祉と考えるべきも

のとがあるが、どれも所属時期が不明である。

59号祉の北柵一帯は、掲色土層からローム眉への移行が漸移的で厚〈、遺構の検出に手間取

った。これらのうち91の凹みには、石器の材料としてもたらされたと思われる揖色岩の石片が

置かれ 92のタライ形土拡の掃には石がzつあった。また93からは石器3点が出土した。
第65-64号祉南域の土拡群ー7

65号社から西は59'68号祉へ、東は64-55号祉にと分布している住居祉群の中間1;.尭掴区

で最も空いたところとなっている。グリッドでは101bと102.が相当し、署長土層3O-40Clllでロー

ム面に遣し、各閣にわたる土器片が少し出土した。この地区は土拡も醜らであり、その空白を

つくように南東方向に汐の祉と考えられる浅い溝カ噴出れていた。

土埴のうち71は上面に2個の石が載った浅い凹み、隣りの72も同様に浅くて打製石器2点が

入っていた。両方とも基拡であろう。なおまた、これよりiタ祉をはさんでとんだ倒号祉の東南

にも似たような石の入った土t広73があっで、やはり甚拡と考えられる。 Lかしいずれも時期"

判らない。

第69号祉東方の土地群-5

69号祉から102bグリッドの南西学部にかけては、世居祉の壁かと疑われるようなロ ムの置

い蕗込みが不規則に認められ、いくつかの土拡が抽出きれた。

51 は揮いオケ形土拡、 52.53 日は相接していずれも上面に石があった。臼はー剖謹状とな
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る貯蔵穴タイプの土拡で、藤内 E式土器の底剖(127) が出土 L た。 55は揮さ lOO~ に迭する深い

土拡で"る、中位に離が入っていたほか黒附石製の石橋が控見された。 56も揮い冗だが、上面

やや浮いた位置から凹石2掴と石盤が出土した。 57も55問機に深さ1開酬を醐6。

これBの土拡も時期を確定することができないが、グリッドからは暢利H式土器片が出土L

ている。したがって隣りの石組土地詳との開通からみても、その多くは僧利E式期と考えられ

る。まえ壁状の段差に泊っている穴は多分に柱祉と考えられるものだが全体の性絡をつまび

らかにすることはでむきない。

第66号祉南縁の土拡群-6

66号祉の南側lにはいくつかの土拡が集中しであり、その上面と拡内からは石器が割と多く検

出された。

61'62.63は観念する土抵で、目的底には鴫が2つあり、 63の上半部からは石器3点が出土

した。ほかに、 66.67号祉に関わる古式的土器片をふくむ曽利E式土器片がや、まとまっで出

土した。この西南側lの64.65も複合する深い土拡で、底にはそれぞれ石があり叫た輯態である。

65に入つでいた石のうちのひとつ以石王殿岩の彼片であって、それ1;66号祉の北西壁にあけられ

ている大きな土拡5に放りこまれていたものと接合したロ底に雑然と石が入っている状態から

みても、土拡5と同ピ頃の似た性格のものにちがいない。

次に、 66.67は理干のように対をなす似た土拡で、上面からは石器各I点が出土した。闘は

揮さllOcmに速するが、その上面より少し埠いて8個ばかりの嘩がゴチャゴチャとあり、拡内に

も世個の石と凹石が2掴入っていた。他に後期初頭の土器片が少し出土Lたのでその頃の土拡

疋ろう。

66号祉と14号祉の間にある土拡6は深さ95閣の筒躍、その南で14て閉止のEまにかかつて埋没し

ていた土拡も揮いオケ形で.前者からは曽刊E式の渡市土器の大唖片 (1911と曽手IJV式の台村

土器の一部が2個体分 (206.207)検出された。

4 石組土拡群

第日号祉の南韓、 102b-87dグリッドでは、表土を除くと盈個所に炉祉かと惑うような石組が

現れ、いくつかの土拡が曜夜するのも確認された。これらの石組土拡は東南方向にいくらか弓

なりに並び、 8mにわたって制たような施設が5つあり、いずれも不定形な浅い土拡を伴って

いた。

l号は、 7個のややl享めな石が円く重なりあい、この下はローム面下回叩のタライ状の土拡

となっている。その真中あたりに凹石がひとつ置かれていた。石は l個が唖砂岩のほかはみな

安山岩である。この石組土拡にすぐ捜して深さ100cmの土紘7がすっぽりとあけられでいる。また
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F結構りには石の入ったタライ形土拡があり 曽利E式土器片が入っていた。

2号は、睡状の石2悶と厚い石と届平な円曜の4f囲が重なり、わずか離れて凹石と躍がゐり

この下に曽利目式土器の日韓部 (189)が伏せられた状態でつぶれていた。こ‘ もやはりロ ム

面下回師の浅い凹みとなっている。かっこれと並んでも向じく曽利H式漆鉢の下半部 (1叩)が埋

められており、やはり深さ18畑の凹みとなっていた。その南も浅く不定形な凹みと♀っている。

3 号は、全部で8個の石が1 号と同~<業中を空けて円く重なりあい、南側の l 個は制板の

ように立てられていた。この個所はローム面下230mの土拡で、隣接して同じような凶みがあり

東南欄はゆるい講のようになって4号石組につづいている。また、南側には探い土紘が2つ速

なり、片方の底には石が入っていた。

4号i志、 i揮さ32聞のタライ形土拡の醐壁に博って円い箱形に立てられた大小10個の石が、の

めったような状躍で・あらわれた。その内側め直には石皿 (195)がペタッと据えられ、中央に

ずんぐりした確片が立てられ、その脇にはまた国平な円輔が置かれていた。この南には3号の

それに対応するようなスリパチ状の土拡がつづいている。そして、 3. 4号の頂点に当るよう

会位置に深さ旧聞の簡形土拡8があけられている。

4号と 5号石組のあい疋は少しく捕たり、こごも祖雑なイモ虫のような形状をした、深さ20

-30酬の凹みが展開している。ただその中聞のあたりが一段と深〈、ロ ム面下60聞に相当す

る土枇があって、輯に石が1個あった。

5号は、 6個の石が配されている@うち 1個1;硬砂怠であり、こ h にも凹石がひとつ置かれ

ていた。土jJ!;の揮さは240.ていどであり、この南に接Lて大きなタライ形土f広がある。またit

酬には深さ閣制の探ぃ土t広9がスッパリとあけられている。

このように、 5つの石組土拡は共通する要軍で桔lまれでいる。どれも石組と浅い土拡がセッ

トになっており、もともと、それらの慣れ重なっている石は土拡の倒墜にぐるりと立てられ、

円い箱を形作っていたと推定できる。この喝台、箱の土揖はローム面より高〈、色ょうど表土

の黒色土層下函~暗色土曜上面あたηとなるから、土拡の深さもそれだけ加算される勘定にな

る。そして、それらの箱式石図土拡の真中に凹石がおかれたり石皿と立石がセットされ、ある

いは埋曹とコンピを組んだ怯曹が設置されたことが註目される。

これらの施設がつ〈られた時聞は明らかである。 2号石組以外でもそれぞれ若干量的曽利H

式土器片が輸出され、 2号と 5号石組の破片は接合した。そのほかこの周聞からは同時間の破

片が散見され、石器も出土している。以上から、これは曽利H式期。:所絡であり、円形の石田

甚埴とでもいうべき性桔のものと考えられる。

次に、石組土拡と直接に間わる凹地のほかに、 4m I'dI隔で一直線 01こならび、同等な形態を

した3つの筒状の深い土紘7. 8 . 9が主主意される。両者の位置的な親近さは偶黙とは思えず

同かしろ関連をもっているようにも見える。しかし 9の上部に石器が1個人っていたほか以
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3っとも内部はローム粒混じりの間色土がつまっていた疋けで、決め手となるような遺物は検

出されなかった。

ところでまた、ちょうど尭掘区界に平行しで、揮さ80-100聞に且ぷ深い筒状の土拡が3つ

ほ J等間聞で並ぷのが見られる。これらは北倶lのそれに恰も対応Lでいるように見え、ゃ、歪

むが全体としで 4m.4mX3mの柱列をなしているかのようであることが気になる。いずれ

にしても、このよう(;深い商拭の土地は他に、土拡の項でふれた第68l日祉の南側に2っと 5号

石組の北東の68および高66-14号祉の問の土iJt6にみられ この辺町一角に限られている点が

興味深い。その時間性格ともあるでいど問視できる可能性が強〈、曽判H式聞か後期最初

頭のいずれかと考えられる。

5汐祉

軍62号祉の南から第日号祉の西墜に及んで、平均10田前後の浅い溝が刻まれていた。あちこ

ちに細かな砂粒がうすく溜まっていたので、抄の硫路右tと判断した。こうした形跡はすぐ西側

の101dグリッドの中央、すなわち59号祉の上部浅〈でも南々東方向に横切るようにしてみられ

また1l4aグリッ ド西寄りの提担区界の表土下にもあらわれた。

第四次調査の際に道路の東に沿って尭描された汐祉から、枝分かねして分流した時に刻まれ

たのにちカずいない。

第2節 遺 物

I 石器

今度の閤査で出土Lた石器は輯敏 650点在越える。ここではそれらを遺構別、幅年順に図示

して、補E説明と配述を加えたいと思う。ただ中期初閣から後期初頭に且ぷ居住によっで全般

的に生措置祉の重緩や揖乱がはげしいので、遺構との所属聞係が必ずしも正確といえない部分

もある疋ろうことはやむを得辛い。また、ホルンフェルス般の石器は悉く表面が風化している

から、石付表皮の有無や匝用担などの観曹は殆ど不可能である。

第57'74号牡(九兵衛尾恨式期) 550-565 

日0-559は石棺であり、 550-551-556-557の刃部は背面イ!Iに摩躍がみられ、国3は一部に表皮

を堕す。 5田は小型石輯ともみられるが打製石庖丁だろう。 561は石庖了。562は磨石、 563は4

面凹石、 S臼は石皿である。 565は 辺に刃をつけた剥片石器。
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第66号祉(新道式期) 566-616 

歓少ない新道式期のこ(J;住居1Itからは、 ftm;j:生活用具のセ γ トを得ることができた。石器

の組合わせでは石離が揃つでいる酬に打製石庖丁が見劣りし、凹石類が少ない。

石離は566-5剖までの19点が出土した。 5酎-568'571-578-5791ま着柄の浅い括れや掛りを有

し、 566.571-572. 575-577は片面の 部または全部に石材の表皮をとどめる。また刃部のf!l

棋は、 566-568. 572. 576' 577. 579-581-582. 5田に見ることができる。5舶はキコ背な表

庄を背面にとった頑丈な作りの宮崎韮形の鍬であるが、刃剖は鋭い薄刃のままになっている。

"" 
田

間

'" 箔 7

制
'" 
'" 

>0，開 間
嗣

第64図 第57.74号枇(九兵衛尾恨式朗)出土の石器 (1/3 56<;1/6) 
5田，粕板智貿砂岩田1 日4 日1;ホルンフェルス

日2'558;粕飯岩ホルム〆フエルス 5日 559 ;硬砂岩 555 ;粘板岩
S日 557 日0;スレ ト田2-拙，輝石安山岩 565、鼎揖
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5851志摩きが曲り、打割石庖丁と見倣した方がよいかもしれない。次に、 586は有韮紡錘形とで

もいうべき置葉な形態をした中耕除草具である。 587!ま有買石器、鼎躍石製ぬ5881ま布両国状石

器のミニチユア品である。 589-591は長手~打製石庖了。 592-5制は不細工な惜好であるが一

辺に鋭い刃穫をもっ。 595ft河原石の片面を斜めに割取った疋けの刃器で、コマ切りとか臨き

揖しに住期したらしく、刃部は鈍い。

5961ま輝治の棒状河原石を使つでいる。間面lまツルッとした転石面を暁喧が両面はや・腐荒れ

L 、歯牙で噛ん疋ょう辛傷痕がつけられている。 597は5面柱状の庖石である。凹石598-6!)2の

うち曲。の片面には、土にまみれた糊のような民軍分がfiカ付いている。凹石大の印3は小型な

石皿風に凹みをもっ。 帥4は中央部にアパタ~ヒダ状の加工躍があり、その個所が周りよりや

や新鮮にみえ、面的半分は躍られてテラテラと主る。石血円未成品疋ろうか。石皿の破片的5-

即7のうち回5[;1:，浅いがスルッとiI'画している。 608は全面に融製痕を控した宇1%.杭石斧、 609

610ft剥片石器、 611は石雄、 612は揖指私の加工品、 613-616は石畿である。

第68号壮(新道式期 617-639

この住居祉の上に拡曽利町式期の53号壮が蹴り、さらにそれは後期初頭52号祉の住人によっ

て侵百Lされていたから、多少'"程入品があるかもしれない。

617-臼4は石鍬である。 617.618.620の車い{則被は敵打仕上げ、 619田1.6おは背面に表皮を

有す。小型石撤回3の刃部は丸減りし、有肩掛の624は士の割に巾広い。 位5日61ま睡がやや出

張った靴形石器。 6271ま打製石庖丁、 628は刀子形をしている。田9は回転躍のような回みをもっ

鱒岩の河原石であり、半分に割れた後の周特に打欠きや酎打を加えている。凹石6却の方形凹

穴の方は周りと同棋に摩滅している。 631は地山の曙そのままな粗製凹石で、全体にひどいア

パタ面である。 632ft酷平石に近い平桓躍を割って加工している。日3-日5は石銭。 636-日8

は片面酬に徴細な刃こぼれ曹のある制片。細身在丸樺杭の石器国9は蹄泥片岩型で、総身に酷

担獲をとどめたまま殆ど研磨されず、 面の中央にはゆるやかにくねる樺色の帯が油のしみ跡

のよフに暁つでいる。これは細身白石樺であり、曽利町式朗の53号'"に属する遺物であろう。

第日 76号枇(藤内I式期)および第73号祉他 臼0-734

54. 76号社からは640-725までの田余点という大量の石器が出土した。完形の石皿がなく 、

打製石庖丁がや・貰弱なほかは充実した農工具を見ることができる。

まず、石鍬は640-663の24点ある。通常な形態に対して臼4-662は有薦、出6は分厚い大型、

砧3は斜刃、 659-661は小型である。背面倒に石材の表皮を世ったものに641制6-648.652.

白7砧3があり、刃部の悠耗は臼o.642-臼4 臼6 回0・ 661 に見られる。控形 ~643の間部!志

摩滋悠がする。有肩斜刃の担4は眼形石器との中間形態で"る。伍3は婚時岩製のきれいな作品

で"るが、斜刃の角は欠損したらしい。 6臼-667の形状は石鍬のように見えるが、 664は両側

迫だけが加工され他は不安定であり、同6は片側の穫が、務身な667は緩縮会体が鋭いから打製
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第65図第66芳祉(新過式聞)の石器 (1/3) 
緊迫 576;硬砂岩 田7;砂縫賞新板足当 日8 苗9.579 日目。粕緩岩ホルンフエルス

570 日5.;ホルンフエルス 571 . 572 ;鱒緑岩 田3.574 駁訓0，.582 読ま， ;給板省

577 ;砂岩質スレート 578 ;千枚岩~結晶片省担4.585;帖雌務質砂治
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第砧図高66号1lI:(1.¥道式聞)の石器 ( 1/3 ) 
日6;粘板倉質砂岩田7;チヤ ト団:， ; I!\'~"， 
日9.5担 595 ;硬砂省 590. 591 ;給板猪 592 ;給板岩ホルンフエルス

5田，ホルンフ孟ルス 596 縄岩 597-回2 縛訂安山約
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石庖丁とも考えられる。また伍5は片面に表皮を有して片冊の援は融打揖れし、対する綾は鈍

く通っているので、ゴンゴンと縦断するような刃器とみた方がよいかもしれない。 6681ま靴形

石器、相似醇a669と670は楠長な有韮石器でめり、それぞれ機能を異にする除草具。 671-676

はいろんな形状の打製石庖1である。詑Uて厚いが刃後は鋭く、町3と674は背に表皮をおき、

676もこんもりと表皮部を暁し、ごの3個は刃融に刃ごiまれがある。

次仁、 677は不定形な石片の親い曜に刃こぼれが見られる。分厚い石片678は片{買]辺が加工さ

れ稜が通る。融き演し用の石器だろう。 6791主婦蹄岩の扇平主小石の問贈を打欠いで整形し、

金周にアパタ状融打痕がある。石器製作に世われた仕上げ用ハノマーであろう。砂岩製の曲O

は両面とも斜吏する貫入物質膜がみられるので、岩石の性状をうまく利用し、多少の打欠きを

加えている。形状からしてクサピの如き用途だろう。 681は表皮部を舗にとった鰍輯瞳灰岩製

の刀子であり、韮尻に摩躍がみられる。乳棒状石斧 682は二次加工と思われる酷打植が目立ぢ、

片面は3個所ほど剖み状の凹痕がつけられ、別の面には不規則辛i白煙様のしみつきがある。683

も石斧の頭部。 6剖-690は片面倒に刃ごぽれした制片石器、 691と692は一辺を加工している。

693は石錐。 694はちょっと黒剛石と見紛うよう寺灰褐色油質チャ ト製の輔巧な作品てeある。

両倒の綾躍には仕上げ療ともf車用痕ともつかない微細な剥離躍がつづいている。櫨先疋ろうか。
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高67図 謡曲号祉(新進式閉)の石器 (1/3 604 剖6.6ぴ7;1/9 剖5;1/6) 
印3 印5-曲7;輝石安山岩曲4 単斜斜方嫁石角間石安山浩
曲8，鰯倉 6u9 ;頁岩 610-616 ; W.附岩
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石銭円出土が削と多く、 695-702の8本があった。なお、他に両手分くらいの揖磁石片と水品

およびチャートの破片各1点が出土しでいる。

凹石および鹿石は703-7呂町22掴で、そのうち725は炉石に世われていた。形状や凹みの状態

'" 回 回
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1防砂川
軍国図 第68号壮(新道式朋)出土の石器 (1/3) 
617.619. 627;硬砂岩 618;海緑岩田0;砂結ホルノフェルス

621 ;砂省 位2;スレート 623 ;蹄泥緑簾片宕 624.6唱。粘仮岩

6甜，頁岩田8 ホルンフヱルス 629 ;輝宕 630 ;輝石安山岩

日l臼2;単斜斜方輝石角間石安山岩 633-日8;鳩昭岩
639 ;棺据片公
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第~潤第54.76号泣(藤内 I 式期)の石器 ( 1/3) 
640-臼2.646.647.651日.2;硬砂縫 6(l ;帖仮泊費砂椅

臼4 師2;枯板岩臼5 品。砧3;縛緑岩 臼81スレート質砂忠

臼9 日3 伍5，"ヨ6日8“当O曲ホル yフエルス 654;砂給賞帖板磨
臼，7;音蔵省 出.9;砂省ホルンフエルス
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第71図 11154・76吟社(醸内I式朗)の石器 ( 1/3) 

m 
s 

7回一711;鋪石安山岩 712;単錫鈴方錫石角間石安山活
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軍7認1 第日 76号祉{陣内I式期}の石器 ( 1 / 3 7剖;1 /9 ) 
713-719' 722 . 7剖.錫石安山燈 7回 721-723;単斜綴方鱒石角問石安山続
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はさまざまでゐるが、基本的な組合わせとしては、やはり地山の包古揮を用いた祖製品.720. 721 

が含まれている。 706は片面が石鹸杭にらかく磨られているカ九両側面は踏面を喰うようにして

取蝿感のある派手な敵打線が報っている。 707はレンズ状円盤にちかい聖った形態。 709はスル

リときめ細かく、7llは石鹸状に、 723もテラテラと降られ、それぞれ片面に植い煤色のしみつ

きがある。 712は両面とも桂面状に磨られ、ヒダに暁土色のものが値か付着している。715は全面

粗い凹凸調。 716の制面は粗い打躍が残る。 722の両織はひきちぎられた風に組雑で 片面にl本

開閣の民草分が土と一緒に少しこびりついでいる。 7剖は割れた石皿。

726は石報、 727はちょっと Lた打躍がついて躍られたよう主小石、 728は水品製の石織であり

この3点は新道聞'7)73号社出土。靴躍に準ずる石器729、凹石730、石皿73l、止下端に浅い打欠

きが認められる石錘732の4.'~iJ率、 54号紙北壁にかかっている土jJt3カら出土した。 729は背面

に表皮をもつが、既通Lた54号祉の有情斜刃形石鍬644がさらに聖移したような形態であって、

この二例品は斜刃の石鍬と靴形石器との親韓関係を朗主に証してくれる。 733はチャ トのよう

C 
間

dQ 

'" 

'" 
花 7 L一一ー一一一三一一一一ー...!&:!'-

第73図 第54，73号祉，他出土の石器 (l/3 73l; l/6) 
725; 54号祉 7詰-728;73号泣 729-732; 54号'~1t盟の土拡 3

733 . 734 ;臼号社東北盟外

725. 730 . 731 ;輝石安山岩 726 ;砂岩ホルンフエルス 7?:l;樽緑紛庖

728 ;水晶 729; A岩貿粘板岩 732; :(E出質砂岩? 733;A若 乃4;婦治
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会青色頁岩製で、片面倒にきれいな制離が施され、微細制瞳曜も加わつでいる。 734は割L神状

石斧の頭。この2点は日号右上東北壁の屋外から出土した。

第6日号祉 (1車内H式期) 735-771 

この住居は浅いうえ土鉱群に取り阻まれ、かっ直上で後期初聞の生活が世まれたわけである

が、その剖に石器の出土占数が多かった。ぞれに巨して土器の方は少なく、不釣り合い疋った。

しかし、石器の在り方は中間中葉的であるから、後の担入は殆どないものとしていいだろう。

石鍬が多〈、 735-757まで23 点も出土している。そのうち7盟-757~6 点は小型な離である.

735は分厚い石片を加工した労作品。736は片面の起慌がはげしく、刃部は土擦れLている。半

身が裂け削れた7421ま明聞な匝用担が強る。刃部が厚い743は片側に薄〈、長手な744も薄身であ

り侭曜を刃とする石器のようにも見える。746. 751 は背面が表皮。小型な轍754のU字形の刃

は摩滅し、 756の刃は斜めに作るo757はペラノと奪曲する石片で作った有聞方形な轍であり、

靴形石器と同織な機能をもっ。 758. 759はや‘不細工な打製石庖丁、百Oは詑形の石器であり、

方形の庖丁761は睡く薄くて四辺が鋭い。凹石762-766のうも762は不整形品であるが、この輔

のものとしては凹穴がすんなりときれいなうえ、両国とも凹穴の躍は埋のようになっで一番高

い部位をな Lている・。 765は見かけない石質の躍石。7671;::石皿唖片。街翠製の定角石斧768は、

破損した刃部を再研障している。 769-771は石銭。

第51号社(升戸尻I式期) 772-793 

この家には良好会土器セットが遣されていたが、石器は意外と少ない。 772-716は石難。772

は頂部に石材の表皮をおき、 773はU字形の刃障が丸輔りしている。774は片側にうすく、身が

幅る。 775は片面表皮で、結石の性状醜で割れたまま疋から製作途上で敏棄されたものら Lい。

胴〈ぴれする776は小型な鍬。押7-779はそれそ・れ形態差はあっても、広い意味で靴形石器と呼

ぴうる中耕除草具である。 777はrtJ広で湾〈、半月形に曲る778の刃l志摩輔しで丸い。 780は不

恰好な打型石庖丁、 781は分厚い刃器でもある。

凹石市2-785のうら785lt，深い石皿786とともにF石に使われていた。787も疲れた石皿。

宇田は小さく快り取ったような聾形檀がついたままで陪かれてない丸石。τ891主婦緑岩の河原石

であるが、使用の痕跡はよくわからない。 790は小石の両端を訂欠いた石鍾。 791は組悪な刺片

石器、 792は出来のよい石銀、 793はE銭形の加工品である。

第71号祉(曽利I式期) 794-816 

量は多くないが比較的まとまった生活用具が見出された。 794-799ー凪3は石捕である。 797

は石初の表皮を背面にとり、片方のffi腔は細かい酎打で括れている。798は肩に浅い扶りがめる。

7田はすらりとした細身で、背面の一部に表皮を揖す。8曲~田2は形状不安定であるが、石鍬と

思われる。 8回 8021ま片面に表皮を有し、 801は片捌の稜が鋭〈通っているので描位にしで見る

べきかも しれない。 8倒は直線刃半円形石庖丁であり、背楼が忠誠している。 805は 却に石片
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第74図 自信曲号社(車内E式踊)の石器 (1/3 ) 
735 . 747 . 751 ;硬砂岩 736 . 741 . 745 . 746 ;鱒緑治

737 . 739 . 744 . 7.珂，粘板岩 738. 740 . 748 ;ホルノフェルス

742. 749 . 7.臼スレ ト 743;砂岩本ルンフェルス

752.7臼 I粘岨省ホルンフェルス
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第751li1草60号祉(陣内E式期)の石器 (1/3 767; 1/6) 
755 ;砂省質枯仮岩 7田 1粘級省 757 . 759 . 760 ;砂岩

7日 761 ;給額岩ホルノフェルス 762 ;単科割方煽石角間石安山岩

763 . 764 . 766 ;輝石安山宕 7日 ，， (漫色火成岩 767;角間石安山岩
干明。翁翠 市9-771;黒山岩
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第76図 筑51号社(井戸尻I式閉)の石器 (1/3 786; 1-/9 787; 1/6) 
772 ;粘掴岩 773.774 ;粘指岩ホルンフェルス 775.7田，樽緑岩
776 ;ホルyフェルス 777 . 778 ;スレ ト 779 ;頁省 780;砂岩永ルンフェルス

781.7'曲。硬砂怨 782-785'7'ol . 788 ;繕石安山岩 786;単斜斜方輝石角閃石安山8

791-793 ;縄臨岩
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w.n回第71号社(僧本rJl式崩}の石器 (1/3 814; 1/9) 
市1.796.798;ホルノフzルス 795 ; iT岩ホルンフ£ルスー7m;砂岩貿スレ ト

799 ;スレート 8剖曲1・劇氾。硬砂宕叡}2;婦輯岩叡)4.810;千依岩慣スレート

805 ;縁結成)6-叡泡，胤岨岩 8四，チャート 811ι814 ;輝石安山岩
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の虜を残す定角石斧、回6 剖71ま石銀、 8闘は刃こぼれのある制片、 809は良質な苛チャートの描

器である。

8101ま千枚岩買スレ ト町棒状河原石を使っている。腹背の対応位置にはすんなりと細やかな

片理をみせて揮さ 3-4醐ほどの凹Tてがあり、他には歯牙で粗暴に噛ん定ような打痕が刻まれ

頂端は康輔曜がする。 66号祉の596に顕した神品碑石器である。凹石は811-813. 815 . 816の5

{固でみるが、このうち81l-813の3個は炉のコ ナ にツメ石と Lて置かれていた。石皿814は

わんぐりと撞く、きめ細かに/lI.滅している。や 、不鮮明であるがZ個所に弧拙文械が周られ、

平らな襲面には曲牙甚ないし厳杭の凹みが環杭につけ6れている。

第65号祉(曽利I式矧) 817-832 

817lJ.平板♀石鍬、 8181主義皮面倒を制いで片刃を作り出した石鍬で、刃には摩滅がみえる。

打製石厄丁目9の刃輯はか辛り丸捕りしている。石斧820は一部に石材の表皮や剤取面あるいは

融打躍が残る。 821-823は石娘。 824-828は普通な凹石であるが、盾平1J:828はよく位いとまれ

たらc<、特に片面は石厳状を通り越して亀の甲援形になり、凹穴も発遺Lている。また一部
に揖密主煤織の毘量分が付着している。ちょうどこれに対応するように、石皿829もよく使いこ

まれてスルッと摩滅している。裏面1:t.71号祉の814と同じくフラ γトで、3-4個所ほど刷費状

の凹槙がある。なお825にも躍がしみついている。粗大な凹王18却の凹穴は揮さ 7-9J11!11ある。

831.8321;嗣平や卵形の丸石。

第77骨祉(曽利I式期) 833-850 

砧号祉と閉じく凹石の占める割合が大きい。短冊形石鍬田3は刃部が見事に丸躍り Lでいる。

8341主ゃ、小型。 835は韻音葉形の間建離にそっくりな形態であり、胃の括れ却は/lI.輔Lている。

~お田4と田5は母岩を閉じくするホルンフェルス製てヘ別に同買の石片も出ている。 836-839

は打型石庖丁であり、 838は背に、田9は片面にE材の表皮を省す。 839は刃輔の一部が号lっ込ん

臥6

E 5 連皇

第7800 第71号祉(曽利I式周)の石器 ( 1/3 ) 
815.816;鱒石安山岩
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第?咽第伍号壮(曽利I式閉)の石器 (1/3 829; 1/9) 
817 ;ホルンフェルス 818 ;硬砂岩 819 ;粘仮岩ホルンフエルス

820 ;鱒輔凝灰岩 821-823 ;黒曜岩 824. 826-田9.832;輝石安山岩

忽諸国ο白1 単嗣軒方郷軍石角間石安山岩
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前田図 葺n号一社(自肘1)1式捌)の石器 ( 1/3) 
田3;スレート 8羽田5 田8;ホルンフ zルス 田6.837;結板省ホルンフェルス

839 ;硬砂岩 840; J返宕 841 ;粘板岩 副，-嗣7 輝石安山忠
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でギザギザした刃こiまれのような制雌痕がついている。 840は打面に表皮を残す頁農の縦制ぎ石

片。平板状の石片841には扶りカ噛されているが、欠損しているので何なのか判断がつかない。

凹石剖2-849のうち845-割?の側面U、粗い乱打復でアパタになっている。 846はテラテラに隠

られ、その磨滅が凹穴の底まで及んて'いる。また焼土の付着がみ6れ、 843の一部には煤色のし

みつきが見える。 842には石材の裂倫銭、剖81こは鋼傷がある。

石斧8501主著柄法を示す好資料だった。頭部からや、下った位置にタール状の黒い帯が、身に

対して75・-80・の角度をもってぐるっと一周している。そしてなお鉾細に観察すると、この鼎

バンドの下3""巾はぐるっと同機な角度で、膚が何となく滑っこ〈て儲療が見当らない。した

がってこの部分で3-4酬の『りをもっ柄が、 ffl5・くらいの角度に低決め込まれ、石斧の頭が一寸

のぞいていたことが判る。また刃部の状睦をみると、 ー方の継がや h斜めに減り、 2個所に斜

め方向の掴{舗がある。これらは箸柄の方向と一致するのである。なお腰のあたりにも不明瞭主

織パJ ドが流れている。こうした漆黒のタ ル状物資が字"*状石斧にしみついた冊はしばしば

見られる。手近なところでは藤内9号住居祉制が顕著であり、それから判断すると鼎漆が使わ

れている。ウル γは盛れた躍精力をもつので、こうした掛合にもしばしば周いられたようでゐ

る.

第55号祉(曽利E式期)、他 851- 859 

55号祉は潰〈、遺物も貰弱疋った。石器1;851-857がみられた。石鍬田1-!63のコち中腰で

。，，~-
第81図第円号枇(i'!利I式醐)の石器 ( 1/3 ) 
848. 849 ;樽石安山岩 8回;<1:輝治
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折れた853は苛面に表庄をもち、刃剖の摩滅が1lIi著である。匹4は小型な打割石f包丁。 855は制片

石器。 856と857はともに大型主凹石で、さらηと躍られている。

匹創立87cグリッドから出土した分厚い分胴形石器である。片面表皮のスレ ト製て¥金周が

剖融釘加工され、表支面的一部には研磨槙のような制定する擦棋が認められる。桂期初頭の遺

物て'1>.ろう。 859は56号泣北西壁にあけられた土拡5に且り込まれていた石皿のか付らである。

2 
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第55号社(曽キlJll式聞).他出土の石器 (1/3 859; l/9) 
851-白7; 55号祉 858;87Cグリッド 田9;師号祉北西壁の土紘5

85l 酷，;緩砂岩田2;粘板街路4.858;スレ 卜部5;黒岨営
時6.857.859;輝石安山泊
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